









































ここは異世界コンビニ　デモン・イレブン３




お客様、当店は伝説のコンビニを目指すことになりました！








大楽絢太







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき











　　　開店プロローグ







「な、なんだこれ……!?」

　オレ、九く条じよう麻ま衣い、店長代理、野の宮みや勇ゆう気き、白しら雪ゆき塔とう子こは呆ほうけるように立っていた。

　ここはとあるコンビニエンスストア、デモン・イレブン店内。

　コンビニエンスストアだから、店内は当然、ありふれた物で溢あふれている。

　立ち読みされて表紙が寂さびしいくらいクッシャクシャになってる週刊少年漫まん画が雑誌。

　誰だれが使うんだっていうくらい膨ぼう大だいな種類のオレにはよくわからないコスメ商品。

　しかしそんなありふれた物達とは裏腹な、超ちよう・非日常な光景が、今確かにオレ達の傍そばには存在していた。

「どこなんだよここは……!?」

　それは、店の窓から見える、外の光景。

　みなさんご承知の通り、デモン・イレブンは三ヶ月前、日本から異世界──いわゆる剣けんと魔ま法ほうのファンタジー世界的な──の草原に転移し。

　そこで散々苦労しながら、店の売上げを伸のばしてきていた。

　けれど、今、窓の外に見える光景は、まったく草原のそれではない。

　海。

　波も高くなく、風もない、晴天の凪なぎの海。

　その真ん中に、デモン・イレブンは、何な故ぜか浮うかんでいるのだ。

　客は一人残らず消えている。

「おいおいおい……〝草原〟はどこいったんだよ……!?」

　脂あぶら汗あせをにじませながら独り言のようにいったのは、店長代理。

　──が。

　さぁここからである。

　オレ達を襲おそう混乱が、本気を出し始めたのは。

　確かに、まだ〝突とつ然ぜん海に転移した〟だけなら、なんだかんだ異常な状じよう況きようはお手の物なオレ達五人である。混乱しつつも事態にスンナリ立ち向かえた可能性はあった。

　けれど、ここから巻き起こった事態は、どうやってもスンナリとは立ち向かえないものだった。

　それをオレ達に思い知らせたのは──

　ある人間からの、一本の電話だった。



















　トゥルルルルル……！

　無人の店内で、突然、電話が鳴った。

　ビクゥッ！

　そんなまさかの不意打ちにオレ達五人全員がビクッと身体からだを震ふるわせる。

「ビ、ビックリしたぁ……誰よ？」

「誰ってそりゃ……ＡＭエリアマネージヤーなんじゃないの？」

　うちの店の電話は、何故かもといた世界でオレ達の店を管かん轄かつしていたＡＭの携けい帯たい電話には、電話が通じたので、オレはいった。

「と、とりあえず出るわ」

　偶ぐう然ぜん一番手近にいたオレが電話に歩み寄り、受話器を取る。

　耳にあてた受話器から聞こえてきたのは──果たして、予想通りの人物だった。

『おーうぃ、反はん馬まか？　俺だ俺。ＡＭだけど』

　電話の向こうの声は──ＡＭ。

「あ……ＡＭ。おつかれさまです」

　若干、ホッとしながらオレ。

　たとえ相手がＡＭとはいえ、予想通り、顔見知りの人間の声を聞けたことが無性に気持ちをほぐしてくれた。

「い、いや、ＡＭ、実は……」

　というわけで、事情を話そうとするオレ。だったが。

『あーワリ。ゆっくり話してる状況じゃねぇんだ。

　今日はな、ちょっと、伝達事じ項こうがあって電話したんだ』

　その話はＡＭに強制的に遮さえぎられた。

「え、で、伝達事項？　あーいや……それ、後回しにできませんかね？　オレ達、今、とんでもない事態に置かれてて」

『お前ら。時間がねーぞ』

　また遮って、ＡＭはオレにそういってきた。

「え……？　時間……」

『あと一ヶ月だ』

　そしてＡＭは、唐とう突とつにいう。

『【Ｓ】取れば、店の閉店なくなるって話。

〝半年以内に達成〟って縛しばりだったけど、事情が変わった。

　あと一ヶ月──。ちょうど今日から、月始めだから、つまり、今月。

〝今月の月間本部評価、Ｓランク〟とんねーと、その店、閉へい鎖さすること、今日の本部会議で決まったぞ』

「……はい!?」

　オレは受話器に向かって絶ぜつ叫きようした。

　そしてあわててみんなのほうに振ふり返り、

「う、うちの店。今月【Ｓ】とらないと、閉鎖決定って……」

「「「「はあ!?」」」」

　全員、絶句した。

「しゃあねぇ……おい、代われ、透とおる」

　すると、店長代理が心を整えるように一度大きく深呼吸し、オレから受話器を受け取った。そしてスピーカーホンにして話し始める。

「あーっと、もしもし。真ま壁かべですけど」

『ハナシ聞いてたか？』

「はい。今月【Ｓ】とらないと閉店決定だって。どういうことなんすか!?」

『いや、それがな。今、不ふ況きようなのかなんなのか。お前らだけじゃなく、俺の持ち店、悉ことごとく売り上げ不ふ振しんで、ほとんど【Ｄ】ランク、良くて【Ｃ】みてぇな状況なんだよ』

　疲つかれてる口調でいってくるＡＭ。

　あ、そ、そうだったのか？　その事情は意外だったが……

「そ、その状況と、うちの閉店までの期限短くなったこと、なんの関係が……」

　困こん惑わくしたように聞く店長代理。

『それで、本部から通達来て。今月中に、俺の受け持ちエリアの全店てん舗ぽ平均のランクを【Ｂ】にしねぇと、一回全店舗閉店して、スタッフ入れ替かえてリニューアルオープン。お前らの店は予定通り取り壊こわし決定。そういわれちまったんだよ』

「はいぃ!?」

　オレ達はまたまた驚きよう愕がくした。

　全店舗一からリニューアルオープン＋ウチの店予定通り取り壊しって！　うちのエリアに住んでる人、デモン・イレブンに何が起こったんだって騒そう然ぜんとしないか!?

「え？　あれ、でも……Ｂ？」

　そこで困惑したようにいう、店長代理。

「Ｂって。うち、先月、売り上げ【Ｂ＋】でしたぜ？　だったら、ウチは、その条件あんま関係ないんじゃ……」

『だーかーら。今、こっちの世界は不況で苦戦してるっつってんだろ!?　お前らの店だけＢ＋でも、他の俺の手て駒ごまの店が、どうやったってＢなんてとれねぇ状態なの。

　どっか、期待もてる店が、突とつ出しゆつした高評価打ち出して、それで他の店のマイナスカバーするくらいのことしねぇと……』

「「「「「え？」」」」」

　そのＡＭの発言にオレ達は嫌いやな予感を覚える。

「ま、まさかとは思いますけど。その〝突出した高評価出さなきゃいけない、期待もてる〟店って。ウチ……デモン・イレブン異世界店のことじゃないですよね？」

『は？　そのまさかですけど何か？』

　しかしＡＭはいってくる。

「えぇぇ!?」

『この状況打開できるのは、もう異世界にいるお前らしかいねぇ。

　今月の本部評価を【Ｓ】にしろ。

　そうしなきゃ……お前らの店だけじゃなく、俺の受け持ちエリアの店も一いち蓮れん托たく生しようでぜんぶ強制リニューアルオープンだ！　当然俺も僻へき地ちに飛ばされる！』

「「「「「ハァァァァ!?」」」」」

　意味がわからない意味がわからない意味がわからない！

「い、いや、ＡＭ、オレ達、今、ほんとにそれどころじゃなくて、」

『他の店舗にはもう了りよう承しようを得た。こうなった以上仕方ない。売れ筋の商品も、お前らの店に優先的に回す約束をしてくれた。応おう援えんメッセージも続々届いてる。

　それによ、お前らの店。五年くらい昔──お前らが入る前。【Ｓ】ランクとってたこともあるんだぜ』

「えっ!?」

　その発言にオレ達はちょっとビックリした。【Ｓ】ランク!?

　五年前っていうと、前バイトリーダー……〝先せん輩ぱい〟が、高校生の頃ころか？

　オレ達が入ってからも、〝先輩〟がいる頃は【Ａ】とったりしてたけど……その前は、【Ｓ】だった時期もあるのか……初耳だ。

『あの頃は、十二期連続で【Ｓ】とってて、〝伝説レジエンド〟っていわれてて。残念ながら、お前ら〝狭はざ間まの世代〟が入ってきてから、若干パワーダウンしたが……』

「〝伝説レジエンド〟!?」

「てか、あの、私ら、〝狭間の世代〟呼ばわりだったの……？」

『とにかく、【Ｓ】とれるポテンシャルあるはずなんだよ。その店は。

　少なくとも、このクソ景気の悪い日本の俺の手持ちのどの店よりもな』

　ＡＭは言い切るのだった。

『じゃ、俺、携けい帯たいショップの店員さんと合コンとかで忙いそがしいから。後頼たのんだぜデモン・イレブン。目標達成しとけよー』

　軽く冷たい口調で言い添そえ、プツッ、と電話を切ってしまうＡＭ。

「マジかコイツ……つか、そんな難題与あたえるならお前も合コン自じ粛しゆくしろや……!?」

　今月中に【Ｓ】ランクをとらないと、〝エリア内の店も全部リニューアルオープン〟。

　オレ達の肩かたに、わけのわからない重責がのしかかった……！




　　　　※




「ったく、えらいことになってきたな……」

　ザザーン。三六〇度海が広がる中。

　店内で、電話が終わった後、頭をガリガリやりながらいったのは、店長代理。

「えーと、状じよう況きようを整理すると」

　立ち姿のまま、指を折って九く条じよう。

　あ、ちなみに、いくら空調が利いてるデモン・イレブンとはいえ、さすがに洋上のど真ん中だと暑いので、オレ達は今の間に勝手に制服を着き崩くずして夏服仕様──

　女子は〝部屋〟にあった水着の上に制服を羽織る海の家の店員みたいな格好、オレ達も何故か〝部屋〟にあった短パン＋上は半はん袖そでスタイルの制服に、それぞれチェンジした。

「今、なんでか、私達はわけのわからない海の上にいる」

　洋上を見み渡わたしながら、状況を確認していく九条。

「けど、そんなこととは関係なく。私達が今月本部評価で【Ｓ】とらないと、うちの店は閉鎖」

「それどころか、ウチが【Ｓ】とれなかったら、同地区の他の店もリニューアルオープンされる状況にある──そういうことですね？」

　スマホいじりながらクールにいったのは白しら雪ゆき。

「にゃはは！　ほんとむちゃくちゃな状況だなー」

　楽しそうに勇ゆう気きがいってくるが、いや、勇気、笑ってる場合じゃないと思うぞ……。

「じゃあ、とにかく、オレ達は売上げを出していかなきゃいけないのか」

　周囲三六〇度。どこまでも続く海を見ながらオレはいう。

　さあ、問題はここからどうするかだ。

　なんでいきなり海に来たのか状況はよく分からないけど。

　一つだけ確かなのは、状況がよく分かろうが分かるまいが、今月のウチの本部からの月間評価を【Ｓ】にしない限り、ウチは閉鎖が決まる、という条件。

【Ｓ】っていうのは、とったらそれこそほとんど伝説──日本の現存店舗ではたぶんもう三、四年とか出てない──レベルの売上げをたたき出さなきゃ到とう達たつしない域。

　オレ達は、この新天地で、【Ｓ】評価されるくらい、店を繁はん盛じようさせなくちゃいけない。それにはどうしたら？

「あれ？」

　その時だった。

　オレと同じく──しかし微び妙みように違う角度で外を見ていた九条が声をあげる。

「あれ……船じゃない!?」

「えっ!?」

　弾はじかれたように九条が見ていたほうに目を向ける。

　するとそこには──九条の言葉通り。

　一隻の船が、デモン・イレブンに向かって航行してきていた！




　　　　※




　デモン・イレブンに向かってきている船。

　それは、こんな船だった。

　帆ほは破れ。船底は朽くち。甲かん板ぱんの上には、人ひと魂だまが無数に飛び交っている。

「な、なんだありゃあ……!?」

「ゆ、幽ゆう霊れい船せん……!?」

「ウチに何の用なのよ……！」

　その異様な船の外観に、オレ達はゾッとしていたが、

「君達──もしかして、ここは何かの商店か!?」

　そんなオレ達に。甲板から、突とつ然ぜんハリのある威い厳げんを感じさせる声が飛んできた。

　ビックリして見上げると──

　そこにいたのは、海かい賊ぞく帽ぼうに海賊服をまとった、──全身白骨化した男。ヒィィ……！

「え？　あ、いや、ま、そうですけど……」

　そんな呼びかけに、店長代理がとりあえず正直にそう答えた。

「そ、そうか……！」

　すると、船の上で、その男は歓かん喜きに声を震ふるわせ、

「頼む！」

　そして、いう。

「俺達を──その店で成仏させてくれないか!?」

「…………はぁ!?」




　　　　※




　デモン・イレブン店内へ──幽霊船から有無を言わせず渡わたされた戸板を越こえて、幽霊船の乗員達が続々、入店してくる。

　身体中に槍やりが突つき刺ささったままになり、ボロボロになった海賊服を身に纏まとった、首から上のない男。

　誰だれも入っていないゆりかごを揺ゆらしながらちょっと手がつけられないくらい号泣している、長い黒くろ髪かみに白い布きれのようなものを纏っただけの異様に顔色の悪い女。

　半はん透とう明めいの、臓物や目玉が飛び出している青い毛並みの犬。

　海賊帽に海賊服をまとった、白骨船長。

　同時に、ピシッ！　ピシッ！

　さっきまで絶対鳴ってなかったのに、突とつ如じよラップ音が響ひびき渡り。

　ゴウッ！

　ポルターガイストのお客様も一いつ緒しよにいらっしゃったのか、本ほん棚だなの雑誌が、ゴウゴウ店内を飛び交うというホラーな状況を加速させつつある。

（ちょ……どうするんですか店長代理!?）

　オレは声を殺して店長代理に確認。

（オレ達、こんなことしてる場合なんですか!?）

（う、うるせー、来ちまったもんはしょーがねぇだろ！）

　店長代理はムキになったように反論してくる。

（だいたい、どんな客でも受け入れんのがコンビニだろ？　ヤンキー来たら追い返せるか？　ヤーさん来たら追い返せるか？　同じロジックだよ。

　幽霊船来たら、追い返せねぇだろ）

（そこ同じロジックですかね!?）

「感謝するぞ店長」

　そんな中、最後に入店してきた船長が、店長代理に礼を述べる。

「我々は、なんせこんなナリ、こんな匂においでな。中々入れる店がないんだ。しかも基本海しか行動できないし。最後の願いとして、どこかで、一度、ゆっくり買い物がしたいと思っていたんだ」

　と船長。

「そ、そうですか……」

「助かる。そして助かりついでに、一つ頼みがある。

　我々への接客は熱ねつ烈れつかつ緻ち密みつ、入念にお願いできないだろうか？」

　なんかまさかの〝熱烈接客〟のオーダーを口にする船長。

「え……？」

　虚きよをつかれたように店長代理。船長は満足げに、

「買い物の醍だい醐ご味みは、店員に、熱い接客を受け、商品を介かいして心の交流を行い、お互たがいをよりよく知った瞬しゆん間かんに、最高潮に達する──。

　我々が間ま違ちがいなく成仏する為ためにも。

　濃のう厚こうに、ねっとりと、つきっきりで。過か剰じようなスキンシップを期待する。できるな」

「デ……デキマス……」

　なんとなく店長代理は押し切られてるが、

（いやいや、何勝手に了りよう承しようしてんのよー!?）

　ちょっと涙なみだ目めになりながら九条が抗こう議ぎした。

（なんで幽霊船の乗組員相手につきっきりで接客しなきゃなんないの！　濃厚ねっとりと！　今は【Ｓ】ランク目指してガンガン客入れなきゃなんないのに!?）

（しゃ、しゃあねぇだろ？　今さら追い返したら殺されるっつーの！）

　店長代理は引き裂さかれたような表情で説明、九条もその説明に頭を抱かかえ、

（じゃ、じゃあ……百歩譲ゆずって店への入店は認めるけど。成仏させる為の熱烈接客は店長代理絶対やってよ！　私こういうの、ほんっっっと苦手なんだから！）

　本気でいう九条。ああ、そういや、九条ってこういう怪かい談だんとか、苦手だったっけ？

「わ、わかったわかった。わかったよ！」

　店長代理はウンザリしたように九条にいった。

「ったくガキはこれだから……。やりゃあいいんだろ、やりゃあ。いいじゃん。やってやろうじゃねぇか」

　吐はき捨てるように、そう宣言。

　さぁこうして。何でこんなことをしているのか？

　幽霊船ＶＳ店長代理の、謎なぞのつきっきり接客タイムが幕を開けた。




「だいたい……オバケが怖こわいだぁ……？」

　店長代理が、覚かく悟ごを決めたようにいう。

「こんなもん、声優界とか芸能界にいる魑ち魅み魍もう魎りようみたいなオトナに比べりゃぜんぜん怖くねぇっつの……！」

　そしてなんか含がん蓄ちくある台詞せりふを自分に言い聞かせるように口にし、

「みとけや。二十歳過ぎた人間にしかできない──大人の色いろ香か漂ただよう接客を！」

　そのまま、ビッと制服の襟えりを正し、毅き然ぜんとした足あし捌さばきで幽霊船ご一行様に向かっていった。おお、中々男らしい！

「──いらっしゃいませ」

　そして早速、入り口付近にいたお客様に、抑よく制せいの利いた、甘い声で話しかける。

　相手は、あの、誰も入ってないゆりかごを抱えて号泣し続けてる黒髪に白いヒラヒラした服を着た女性だった。

「当店のご利用は初めてでございますかお客様。何かお困りのことがあればなんなりとお申し付けください。店員一同、喜んでお力になります故」

　続けて、優ゆう雅がな声色で挨あい拶さつする店長代理。

（す、すげぇ）

　それを見ながら、オレ達残りのメンバーは顔を見合わせた。

　よりによってあのお客さんに声かけた胆たん力りよくも凄すごいし、接客も丁てい寧ねいかつ優雅。

「くっ……あいつ、他は残念だけど、やっぱちょっとその辺にはいないような声してんのよね実際……!?」

　その様子に、九条もその接客の良さは認めざるを得ないようだった。が。

「ホントウ……？」

　相手は幽ゆう霊れい船せんの船員。

　中々一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「ジャアオ言葉ニ甘エテ──少シ力ヲ貸シテクレル？」

　まず、店長代理にそうもちかける。

「！　勿もち論ろんでございます──お客様に気持ちよくお買い物していただくためでしたら、なんなりと──」

　店長代理は笑顔で対応するが、

「実ハネ──私ノ赤チャンガ、見当タラナイノ……」

「…………え？」

　次の瞬間。女の人が放った一言に、店長代理だけじゃなくオレ達全員が凍こおりついた。

　こ、これは……もしかして、かの有名な、子供を失った女性の幽霊とかによる〝私の赤ちゃんはどこ？〟発言……!?

　怪談でよく聞くけど、実際聞いたら……かなり反応に困るっていうか……固まるな。

　体温……どころか、店内の温度が二度は下がった気がした。

「さ……さようでございますか」

　が──店長代理、さすがは従業員唯ゆい一いつの二は十た歳ち超ごえである。

　たじろぐのを踏ふみとどまりつつ、

「か……かしこまりました。よければ、店員一同で捜させていただけませんか？」

　神対応を繰くり出した。

「当店には映像を記録するカメラ装置もございますし……なにかお力になれるかもしれません。お客さまの赤ちゃんを、みんなで、捜しましょう！」

　爽さわやかな笑顔で、しかも本心からいってる声で、本当に赤ちゃんがいるかどうかは定かじゃないが、必死にいう店長代理。おお、男だ、店長代理！

「アリガトウ……ヤサシイノネ」

　その対応に、嬉うれしそうにゆりかごの女性。

「いえいえ。コンビニ店員として当然の対応ですから。

　で？　その赤ちゃんというのは……どういったお顔でございますか？　お召めし物ものなど、何か特とく徴ちようを覚えてらっしゃいますか？」

　一気に畳たたみかけるように聞く店長代理。だが。

「ソウネ……」

　そんな店長代理に、ゆりかごのお客様は少し考え、

「コンナ顔ダッタカシラ……」

　まさかの、一いち撃げきを、見み舞まう。

　ゆりかごのお客様が、店長代理の顔の前に、ゆりかごを持って行くと。

　ぼぉぉぉ……そこに、ぼんやりと、何かが浮うかび上がってくる。

　ゆっくり一〇秒は経った頃ころ。

　そこに現れたのは──

　ぼぉぉぉ……

　一〇秒たっても……

　なんだか、ボンヤリしたまま何か漠ばく然ぜんとしたイメージのままの物体……。

　……へ!?

「実ハネ──」

　そんな中、ゆりかごのお客様が、唐とう突とつに口を開く。

「私……子供ナンテ、産ンダ事ナイノ……」

　そして店内に響き渡るゆりかごのお客様の独白。……え？

「テイウカ……結けつ婚こんシタコトモナケレバ、男性トオツキアイシタコトモナイノ」

　そして驚きよう愕がくの独白は続く。

　え!?

「ナノニ、郷里ノ両親ハ、イツ結婚スルンダ、子供ハマダカッテ凄クウルサイノ」

「……………………」

　店内が、だんだん、さっきまでとは違ちがう意味で寒くなってくる。

「ワカル？　私ハ──ドンナ手段ヲ使ッテデモ。今年中ニ、結婚相手ヲ見ツケナクテハナラナイノ！」

「………………」

　いつのまにか汗あせダラダラで立ち尽つくしている店長代理。

「……お客様、一体何のお話を──」

「トドノツマリ。貴方あなた、私ト結婚シテクレナイ!?」

　そんな店長代理の手に、ゆりかごのお客様が必死で握にぎらせたのは──

　既すでに自分の欄らんには署名がされている、【婚こん姻いん届とどけ】と書かれた、一枚の紙切れ。

　ひぃぃぃ!?

「うおおおお!?」

　オトナの余よ裕ゆうを消し飛ばし絶ぜつ叫きようする店長代理。

　なんだあの幽霊!?

　まさか……何も入ってないゆりかごは、ただの同情ひく為の小道具で！

　根っこの部分は、ただ結婚したいだけの結婚を焦あせるＯＬ的……霊!?　なんて複合的な怖さを持つ霊だ！

「ネェ、イイジャナイ！　私、モウ死ンデルカラ、食費モカカラナケレバ税金モカカラナイシ、中々安上ガリダト思ウワヨ!?」

　さらにＯＬ、ではなく、霊は店長代理に詰つめ寄よる。

「いやそんなとこセールスポイントにされても！」

「車モツイテクルワヨ！　表ノ幽霊船、私名義ノ幽霊船ダカラ、結婚シテ名義変へん更こうスレバ貴方ノ物ニナル！」

「幽霊船にも名義変更とかあんの!?　てか、表の船、あんたのだったの!?　どっちにしろ幽霊船は車じゃないし要りませんけど!?」

「ナニヨモウ……ジャア、モウイイワ。

　何モアゲナイケド、トニカク、結婚ダケシナサイ！」

「余計嫌いやだよ!?　わ、ちょ、よせ、お、おい、拇ぼ印いんを……

　透とおる！　助けてくれ透……ひぃぃぃぃぃぃぃ!?」

　恐きよう怖ふのあまり泡あわをふきはじめる店長代理。

「反馬……呼んでるけど？」

「前オレがベアトリーチェに迫せまられた時はスルーしたクセに……。

　ったくもう……結局いつも通りすぎる展開じゃないか！」

　慌あわてて飛び出し、ゆりかごのお客さんに店長代理の芸能事務所の事情やら話して、なんとか救出するオレ。

「ソウ……芸能人ナノ。ジャアイイワ。収入安定シナイシ。別レルッテイットイテ。

　アー時間無む駄だニシタ」

　すると恐おそろしくさばさばした口調で、ゆりかごのお客さんは結局、店長代理への興味を失ってくれた。なんて現実的な幽霊なんだ！

　しかし残ったのは、接客開始から二分も経たないうちに白い灰と化して動かなくなった店長代理。つまり今後もつきっきりで接客しなきゃならないのに、五人のうち一人が早くも再起不能になったという事実。

　ＶＳ幽霊船、ファーストラウンド。

　店長代理ＶＳゆりかごのお客さんは。

　完かん膚ぷなきまでに……デモン・イレブンの敗北で終わった！




　　　　※




「店長代理は……死んだ」

　店内。レジカウンターの中で、燃もえ尽きた灰のようになって座り込んでる店長代理を前に、オレはみんなに伝える。

　店長代理は、さっきの恐怖で未だ（精神的に）死んでいる。

「残りは四人。この四人で、なんとか、あの幽霊船の面々を成仏させる為ためつきっきりで接客してかなきゃいけないんだけど……誰だれか、行けそうな人いない？」

「白雪は!?」

　即そく答とうしたのは、九条。

「塔とう子こ。あんた、科学の権化なんだから、幽霊なんて非現実的なモン信じてないでしょ？　あんたならどこまでもクレバーに接客できるんじゃないの!?」

　期待をこめた声で白雪に聞く九条。

「……………………」

　しかし白雪は、店内の蛍けい光こう灯とうが眼鏡めがねに反射する、表情が見えない状態のまま動かない。

「？　えーと……塔子？」

「にゃは、シロなら呼んでも無駄だぜ？」

　すると勇気が、頭の後ろに手をやりながら、楽しそうに笑っていった。

「へ？　無駄って……なんで？」

「だってシロ、店に入ってきた幽霊船のみなさんを見て以降、ずっと気絶してるぜ？」

「「……はあ!?」」

　その解説にオレと九条は慌てて白雪を見た。

「ずっと気絶!?」

「そーだぜー気づいてなかったか？　確かに、実物見るまでは、

〝はぁ？　怖こわいって何がです？　幽霊なんてしょせんプラズマ、科学的に立ち向かえば恐怖なんて感じる要素ないじゃないですか〟っていってたけど。

　店内に来て以降は、カクッと気ぃ失って、ずっと気絶中だぜー」

「いやいや勇気！　気絶中だぜーじゃなく、オレ達に教えるなり起こしてやるなり心配してやるなりしろよ!?」

「どーりで静かだと思ったわ……確かに塔子、さっきから一言も喋しやべってなかったしね……」

　呆あきれるように、石像の如ごとく固まったままの白雪を見ながら九条。

「どうすんの……また一人減って、もう、この三人で幽ゆう霊れい対処するってこと？」

　九条が心底いやそうにいうが、

「いやー大だい丈じよう夫ぶだろー？」

　勇気は笑顔でいった。

「こういう時のために。シロが、シラユキ一号用意してたんだからな！」

　明るくいう勇気。

「え？　シラユキ一号？」

「何それ……」

　するとその時、困こん惑わくするオレ達の後ろから、

「お待たせしまシタ──」

　ズシャリ。

　やけに重量感溢あふれる足音を響ひびかせ。

　何故か、目の前にいるはずの白雪と同じ声を持つ六人目（？）の従業員が現れた。

　現れたのは、デモン・イレブンの制服を身に纏まとう、

　鋼色の皮ひ膚ふを持ち、黄色い目、顔にツギハギのある、白雪と同じ背格好の女──。

「「うおおおお!?」」

　オレと九条は思わず後ずさった！

「何だコイツ!?」

「だからいってんじゃん。白雪が行動不能になった時のためのバックアップにして、デモンが抱かかえる慢まん性せい的なバイト不足解消の為の切り札。汎はん用よう人型コンビニ決戦ロボ『シラユキ一号』だぜ？」

「汎用人型コンビニ決戦ロボ!?」

「〝決戦〟って、何と〝決戦〟すんのよ、何と!?」

　てか……白雪、どんだけ天才なんだよ!?

　こんなロボ一人でつくれるなら、やっぱり、コンビニバイト辞めて政府とかに協力してくれた方が世界の為な気もするんですけど!?

「こ、これ、ちゃんと動くの？」

「あたり前だぜー？　シロがいない時、シロの代わりが完全につとまるようにプログラミングされてるんだぜー？　な？　一号？」

　笑顔でシラユキ一号の背中をぽん、と叩たたく勇気。

「──────────」

　しかしシラユキ一号は何も答えない。

「にゃは!?　どーした？　一号？」

　ぽん、ぽん、と何度も肩かたを叩きながら不思議そうに勇気。

「あ、あのさ、ユーキ……」

　そこで、ちょっと、いいづらそうにいったのは九条だ。

「もしかして……なんだけど。

　そのロボって、塔子がいない時、塔子の代わりが完全に務まるようにプログラミングされてるんでしょ？」

「そだなー」

「で……塔子って、天才じゃん」

「そだなー」

「ってことはさ。あいつ天才すぎて。

　幽霊見たら……気絶しちゃうってとこまで……無駄にプログラミングで再現してんじゃないの？」

「…………」

　その指し摘てきに、勇気は笑顔のまま一いつ瞬しゆんフリーズし。

　次の瞬しゆん間かん、思い当たったように、シラユキ一号の目の前で何度か手を振ふってみる。

　そして七秒後、こちらに振り返り、笑顔で一言。

「そみたいだなー」

「はああああああああ!?」

「いやいやいやいや！」

　その返答に、オレ、そして指摘した九条ですら絶句した。

「そみたいだなー、じゃないわよ!?　まさかと思ったけどほんとにそうなの!?」

「え!?　気絶しちゃったのシラユキ一号!?　鳴り物入りで出てきたのにもう出番終わり!?」

　なんなんだよ、人間が乗り越こえられない環かん境きよう、ちゃんと乗り越えられない仕様のロボットって！　白雪天才すぎて、逆に汎用性無いロボットになってるじゃないか!?

「んー、こういう時の為にマニュアル預かってんだけどなー……えーとこれが対消しよう滅めつミサイル発射装置で、こっちが大たい気き圏けん突とつ入にゆう用フィルム射出用のボタンで……あ、やべ、腕うでとれた。あ、適当にやってたらなんか煙けむり出てきたぜにゃはは」

「ちょっとやめてよ!?」

「もういいから触さわんな勇気──!!」

　オレと九条が必死に勇気を止める。

　勇気って、勘かんはいいくせに、機械に関しては想像を絶する機械オンチだからな……。

　絶対触らせない方がいい！　たぶんもう修復できないくらい完かん璧ぺきに壊こわされちゃう。

　てか、白雪、なんでそんな勇気にマニュアル託たくすんだよ……仲いいから!?

「ざ、残念だけど、一号はもうしまっとこうぜ！」

「そ、そーね……オリジナル白雪と一いつ緒しよに、店長代理の隣となりに並べといてあげましょう」

　一瞬で出番が終わった幻まぼろしの六人目シツクスマンシラユキ一号と白雪本人を、そっと店長代理の横に並べるオレ達。

「にゃはは、じゃ、そーすっか！」

　と、いうわけで。

　ＶＳ幽霊船、セカンドラウンド。白雪塔子とシラユキ一号の戦いは……

　このコンビの勝手な自じ滅めつで、戦わずして、デモン・イレブン側の敗北で終わった！

　てか、状じよう況きよう、さっきとほとんど変わってねー！




　　　　※




「店長代理と……白雪塔子……そしてシラユキ一号も死んだ!!」

　店内。レジカウンターの中で、燃え尽つきた灰のようになって座り込んでる店長代理。

　そして全く同じポーズで気絶しているオリジナル白雪とシラユキ一号を前に、オレは吼ほえる。

　五人いる店員のうち（何故かいきなり一人増えたけど）、

　数分もしないうちに、まだ誰も成仏させてない間に、既すでに二人がやられてしまった。

　残りは三人……！

「てかさ……。私と反馬は、そんなに幽霊に強くないことはもうわかってんだから。あと耐たい性せいありそうなの、ユーキしかいないじゃん」

　青い顔でいう九条。

「そ、そうだな」

　オレも完全に同意。

「勇気、あんまそういうの気にしそうにないもんな。実際、どうなん勇気？　幽霊とかそんな恐こわくないだろ？」

「にゃは！　いやいや、あたし、幽霊からっきしダメだぜー？」

　しかし勇気は、いつも通りのカラッとした笑顔のまま、オレの希望を打ち砕くだいた。

「はあ!?」

「そ、そうだっけ！　アンタにそんなキャラ設定あったっけ？」
















「うん。だってあたし、霊感ねーもん」

　笑顔で勇気。

「ん？」

「霊感って？」

「ん？　だってユーレイって、ある程度霊感ねーと見えねーんだろ？

　あたし、今、店に入ってきてる幽霊達？　ぜんぜん見えてねーぜ？」

「は……はあ!?」

「ウソだろ!?」

「うん。まぁ勘で、なんとなくこういうこと起こってんだろーなって推測してリアクションはとってるけど……どんなお客さんが来てるのかはさっぱりわかってねぇぜにゃははは」

「「…………」」

　オレと九条は絶望した。

　なんなんだよ……幽霊見えてないけど勘の良さでリアクションとってる女コンビニ店員って！　勇気以外絶対存在しない属性だ！

　てか、こんだけハッキリクッキリ見えてるお客さん見えないって、どんだけ霊感ないんだよ……オレと九条だって、絶対霊感なんかないほうだぞ？

　なんて突とつ出しゆつした霊感のなさなんだ勇気……！

「えぇぇぇぇぇぇぇ……」

　オレと九条は現実を突つきつけられ嘆たん息そくした。

「なによコレ……じゃあ、色々総合的に考えて、結局私と反馬があとお客さん全員に熱ねつ烈れつ接客して、全員成仏させないといけないってこと……？」

「そんな……！」

　店内を徘はい徊かいし、なんだかクックック……と笑ってるようにも見える霊のお客さん達を前に戦せん慄りつするオレと九条。

　というわけで、オレと九条によるゴーストバスターズ……いや、ゴーストサービスズとしての戦いが始まった！

　マジでオレら何やってんだろ……！




　　　　※




「い、いらっしゃいませ！　失礼ですが、こちらのお目玉とお臓物は、お客様の物ではございませんか？」

　いつのまにか床ゆかに落ちていた、半はん透とう明めいの目玉と半透明の臓物を拾い、震ふるえながらレジの前をウロついていた青い犬型のお客様に渡わたすオレ。

「？　オオ、これ確かにワシの目玉とゾーモツや。どこいったんかと思って捜しとってん。サンキューなニイちゃん、お礼に今度モツ焼きオゴるわ！　このゾーモツ使て！

　ハハハハハ！」

「……ハハ……」

　オレは犬のお客さんの、笑っていいのか悪いのか、そもそも冗じよう談だんなのかマジなのかすら判断しかねるかなりリアクションに困る発言に無理に笑う。

　なんなんだよこのノリは……！

　確かにコンビニって、こういう、リアクションに困るやや寒い冗談みたいのいってきて店員困らせる客来るけど！　だいたい、なんで関西弁なんだよ……どういうバックボーンの持ち主なんだ、このお客さん……!?

「え、えーと。いらっしゃいませお客様。そちらはおでんです。カラシが無料でおつけできますよ？」

　レジでは、九条が、おでんの什じゆう器きに興味津々だったお客さんにご案内しているが、

「エ？　アー、アー、イイワイイワ。私達、幽ゆう霊れいダカラ、塩採ルト蒸発シテシマウノ。カラシッテ塩分濃こイジャナイ？　蒸発ジャナク成仏シタイカラ、ツケナクテイイノ。聞イテクレテアリガトウネ？」

　レジに並んでいたお客さん……ってか、あの店長代理を廃はい人じんに追い込んだゆりかごのお客様なんだけど……！

　は、九条ににこやかにいって、カラシを遠えん慮りよしている。

　うん……幽霊って、塩だけじゃなく、塩分全ぜん般ぱんダメだったんだ!?　だったら、コンビニの食品全般けっこうダメなんじゃ!?

『チナミニ、モシ後デ買イ物シタトシテモ、ソノ時レジ袋ぶくろハイイカラ。エコバッグモッテキテルカラ』

　そしてそのお客さんは、にこやかに自身の持ってるゆりかごを掲かかげながらいう。

　あのゆりかごエコバッグだったの!?

　とりあえず、オレの中にあった〝子供を捜し彷徨さまよう女幽霊像〟は今日をもって完全に打ち砕かれたな……。

「にゃははは！　えー、お客さん、その商品気に入ったんか？」

　隣のレジで、レジ前のチョコを興味深げに見ていた客に勘のみで接客しているのは勇気。ちなみに接客されているのは例の白骨船長だ。

「あ、あぁ、まぁ……」

「ふんふん。何いってんのかわかんねぇけど、たぶんなんか、好意的なこといってくれてんだな！　サンキュー！

　あ、じゃあ特別に、昔アニメとコラボキャンペーンした時に余ったグッズとかプレゼントするかい？

　たぶん、あんた、好きなアニメは日常系のアニメで、萌もえっていうより、笑いが前面に出てる系のやつ、好きだろ？　だから、このアニメのこのキャラのグッズとかもらったら嬉うれしいんじゃねーの？」

　なんかアニメとコラボしたラバーストラップを差し出しながら勇気。

「!?　何な故ぜワシの趣しゆ味み嗜し好こうを!?　私の趣味は、誰だれにも話したことはないのに!?　確かに当たってはいるが!?」

　驚きよう愕がくしている船長。いや、うん。

　勇気、相手見えてないのに勘良すぎだろ!?

　相手からしたらちょっと気味悪いレベルになってるってソレ！

「へぇー船長アニメとか観るんすか!?　最近この世界で流は行やりつつあるという。なんかイメージと違ちがいますね！」

「なんかホッとしたな……船長にも、厳しい一面以外あるんだ……」

「お、おまえら……！

　悪かったな……船をまとめる為ためには厳しい面を見せないといけなくてな……」

　結果、何故かその船長は、その後ろに並んでいた部下とおぼしきお客さん達と結束をより強固なものにしていた。

　勇気、まじすげぇ……！　そこまで読んでの勘だったらマジですげぇ……！

「あ、やべ、なんか適当に触ってたら、レジがなんか〝重大なエラーが発生しました。強制終しゆう了りようします〟って。透とおる。これどーすりゃいいん？」

「なんで普ふ通つうにレジ打つだけで、そんなえげつないバグみたいなの起こるんだよ!?」

　まぁその分。

　機械オンチだから、意外に差し引きゼロなのかもしれないけど……！




　そんな調子で、どんどん店に来ていた幽霊船のメンバーを接客していくオレ達。

　しかし、これは異世界で修業を積んだ結果なのか、はたまた案外生来持っていたのんきな性質なのか。

　やってみたら、〝幽霊船〟のお客さん達の接客も、けっこう慣れてきた……！

　そりゃ、確かに半透明で発光するお客さんは中々不気味だし。

　身体中槍やり刺ささってたり心臓なかったりするお客さんは、見ると〝ヒィ!?〟ともなるけど。

　確かに、最初に店長代理がいってた通り、日本のコンビニ時代でだって、ちょっとイカツイオジサン接客しなきゃいけない時はあったし。

　それとどっちが恐こわいかっていわれれば、まぁ、今日来てくれた人が、いい人ばっかりだからっていうのもあるけど、幽霊船軍団のほうがちょっとマシなくらいだ。

　だからオレ達は。

　平たくいうと、なんだかんだつつがなく幽霊船の乗員のみなさまを、もてなすことに成功してしまった──！




　　　　※




「「「ありがとうございました……！」」」

　頭を下げているのは──

　オレ達、じゃなく幽ゆう霊れい船せんの乗員のみなさま。

「こんな接客、何十……いや何百年ぶりじゃろう」

「色々不満モアルケド、マァ、オオムネ満足ネ」

「せやな、おもたとおり、ここはいい店やったな！」

　満足そうにいう幽霊船の面々。

「え、じゃあ、っていうことは……」

「ああ」

　コクリ。船長は頷うなずいてくれる。

「充じゆう分ぶん満足した。これを機に我々は成仏を──」

「！　おお!?」

「しようかと思ったんじゃが──」

「!?　おお!?」

「……不思議なもんじゃ。これだけ心地ここちよい店、心地よい接客をされると、生きる活力が湧わいてくる。

　ワシらは決めたぞ。今後も、霊として、生きる！」

　いきなり、霊なのにやたらポジティブな結論に至る船長。えぇ……っ!?

　他の幽霊達も頷いていた。

「素敵ナ買イ物ガデキタワ……！　是ぜ非ひマタ来タイモノネ」

「せやな。またこの店来る為、がんばって働かな、な！」

　なんか明るい笑顔でいってくる、幽霊のみなさん。

　すごい変わりようだ！

　ま、まぁ、元気になってくれたんだから、それはそれでいっか……！

「わ、わかりました。では──またのご来店、お待ちしております」

　オレは頭を下げる。

「しゃあないわね……まぁ意外にいい人（？）達だったし。また来てくれてもいいわよ」

「幽霊船のみんな、また、絶対来てくれよなー！」

　勇気と九条も深々と頭を下げた。

「うむ。ありがとう。ではまたな──デモン・イレブン。また必ず会おう！」

「店長サンニモ言ッテオイテネ。マタ会イマショウッテ」

「邪じや魔ましたなー。ほな！」

　朗らかに帰っていく幽霊船の面々。

　幽霊船の乗員の最後の一人を見送った窓の外には。

　相変わらず、灼しやく熱ねつの太陽、そして青い青い海が広がっていた──。




「行っちゃったわね……」

　さて、その直後。幽霊船のゆの字も見当たらない、快晴の海を見ながらどことなく名残なごり惜おしそうにいうのは九条だった。

　ったくコイツは。

　あんだけビビってたクセに、なんだかんだ、一番あの幽霊船のみなさんに親しみ覚えちゃってるじゃないか……。

「にゃははは！　ま、でも。なんだかんだ、ここでもなんとかなりそーだな？」

　そんな九条の肩かたに無理やりのように飛びつきながら、勇気がいった。

「ちょ、やめてよバカユーキ！」

「にゃははは！」

　とかじゃれあってる九条と勇気の従い姉と妹こコンビを尻しり目めに、

「やれやれ……ま、そうだな」

　オレも少し、ホッとしていた。

　確かに勇気のいうとおり。

〝草原〟からいきなりこんな見ず知らずの土地に転移させられて。

　今までの経験もスキルも常連客も全部失って、例の本部との〝条件〟果たせるのか、内心けっこう不安だったけど。

　今回、いきなりたぶん割りと高難易度な〝幽霊船来店〟も、なんとか、無事乗り越こえたし（被ひ害がい甚じん大だいだけど。店長代理と白雪は未だ灰になってるし）。

　多少、オレ達、自信持ってもいいのかもしれない。

〝海上〟エリア。ここで、オレ達は、【Ｓ】ランクを狙ねらう……！

「よし」

　オレは、いつまでもじゃれてる勇気と九条にいった。

「手探りだけど。店長代理と白雪起こして、そろそろ何か仕し掛かける準備しよう。

　ここで。この海上で──絶対天下獲とるぞ!!」

　バイトリーダーらしく決然と宣言するオレ。

　その時だった。




　ドンッ!!




　最近聞いたばっかりである。

　まさかな爆ばく発はつ音が、足下から鳴なり響ひびいたのは──！




　　　　※




「へ……？」

　しばらくたって、ようやく静まり返った店内。

　窓から見える光景に、目を点にするオレと九条。

　海が、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　その代わり現れたのが、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる青葉。青葉に集う駒こま鳥どり達。駒鳥についばまれる果実。

　そして、空。

　上ではなく、真横に広がる、雲、とてつもなく澄すんだ青い空。

「は……？」

「どこ……」

「ここ？」

　あまりにもありえない展開に放心状態になる、オレと九条と勇気。

「お、おい、どうした!?」

　さすがに目を覚ました店長代理達がドヤドヤやってきて、聞いてくれたが。

　それに答える言葉は、どうがんばっても、オレ達の口からは出てこなかった──。



















　森──ひたすら森が続いている。

「どこなんだよここは……!?」

　そんな、窓から見える眼下の光景を見ながら呆ぼう然ぜんとなるオレ達。

「どうやらここは……なにやら、とてつもなく大きな森の中にある、巨きよ大だいな木の上らしいですね」

　ゴッ、とジェット噴ふん射しやしつつ降下してコンビニに戻もどってきたシラユキ一号の口から吐はき出された、一枚のポラロイド写真を見ながら白しら雪ゆき。シラユキ一号そんな事もできるんだ……。

「木!?」

「高さは三〇〇〇メートル以上あります。樹じゆ齢れいは推定一万年以上。木の種類は不明」

「はあ!?」

「三〇〇〇メートル!?」

「ちょ、ちょっと待ってよ……。何で私らがイキナリそんな場所に……さっきまで海のど真ん中にいたのに……」

　呆然となるオレ達。頭がまったくついていかない。

　しかし、そんな中である。

　オレ達の頭をさらに混乱状態に陥おちいらせる人物が、店に入ってきた。




　ピンポーン。




　いきなりだった。

　こんな時にもかかわらず。店の扉とびらが開き。入店音が鳴り響き。

　いきなり、誰だれかが、店に入ってきた。

「は!?」

「え!?　い、一体誰が……！」

　ますます混乱するオレ達だったが、

「お……お願いします！

　ここはデモン・イレブンですね!?

　どうか私を──しばらく、ここで、働かせてくれませんか!?」

　そんなオレ達に、闖入者は堂々という。

　入ってきたのは……なにやら全身を淡あわく発光させている、ボブカットの銀ぎん髪ぱつに、丸まる縁ぶち眼鏡めがねの、生き真ま面じ目めそうな少女だった。

「今度は何者だよ……!?」




　　　　※




「え、えーと、お嬢じようさん？　あんた一体……？」

　事務所である。

　とりあえず、店長代理が、お茶など出しながら、応対。

　他のデモン・イレブンのメンバーも全員集っている。

「あの。ここは、二四時間営業していて、その明かり絶えることはなく、いざという時、危機的状じよう況きようにおかれた女性が逃にげ込める場所にもなっている──〝デモン・イレブン〟ですよね!?」

　すると、いきなり少女はオレ達に確認してきた。

「え!?　な、なんでウチの店の名前を？」

「精せい霊れいネットワークで、噂うわさを聞いたんです。遥はるか遠くの大陸にそういう店があるって。

　だから、さっき偶ぐう然ぜん見かけて驚おどろきました。

　これもマナの導きに間ま違ちがいありません！

　だからお願いです。どうか私を……ここで働かせてくれませんか!?」

「い、いや、ちょっと待ってくれや!?

　えーーっと、どっから話せばいいのか……？　まず。あんた誰だよ!?」

　当然の質問を繰くり出す店長代理。

「あ、すいません、申もうし遅おくれました！」

　いうと、少女は、慌あわてて履り歴れき書を差し出しながら──履歴書、もう準備してあるんだ──!?

「私は《聖せい剣けんユグドラシル》の精──《ユグドラ》！

　この《世界樹》で、《聖剣ユグドラシル》を守っている精霊です」

「「「「「世界樹!?」」」」」

　その発言にオレ達は目を見開いた。ここ、世界樹の上だったの!?

「あれ？　世界樹ってなんだっけ？　なんか聞いたことあるような気がするけど……」

　九く条じようはよくわかってなかったらしい。

「い、いや、ファンタジーとかじゃ定番の、世界支えてたり、世界で一番おっきかったり……ともかくそういう神聖な大木だよ。ていうか、お前、前に世界樹の葉っぱで草くさ餅もちとかつくってたじゃん……」

「そーだっけ？　なんか変なチーズ使ってカルボナーラあんたにつくったのは覚えてるけど……」

「オリハルコンな！　チーズじゃなくて！」

　世界樹の葉っぱ使って作った草餅のこともオリハルコンのことも忘れてやがる……！　さすがファンタジーに興味一切ナシ女……！

「じゃあ、そのもういっこの……《聖剣ユグドラシル》も有名なわけ？」

　さらに九条はオレに聞いてくる。

「それは……」

　オレは若干口ごもった。

　いや、ユグドラシルもなんとなく知ってるけど。その、オレの知ってるユグドラシルと、この世界樹のユグドラシルが同じかどうかがよくわからん。

「《聖剣ユグドラシル》は伝説の剣です」

　そんなオレ達のやりとりを聞き、ユグドラは教えてくれた。

「この世界樹に眠ねむる、抜ぬきはなった者の、あらゆる望みを叶かなえる伝説の剣──それが《ユグドラシル》」

「ど、どんな願いでも叶う!?」

　血相変えて九条。

「はい。で、しかもウチのユグドラシルには、キャリーオーバーというシステムがありまして……一度抜かれた後、次に抜かれるまでの期間が、長ければ長いほど、次に叶えられる願いの規模が大きくなるんです」

「キャリーオーバー!?」

　驚いたのはオレ。

「はい。今年は、前回に抜かれてからちょうど千年で……もう、叶えられちゃう願いの規模が、めちゃくちゃにふくれあがってますね」

「なんなのよキャリーオーバーって……ロトなんとかじゃないんだから！　ほんとファンタジー世界っていい加減よね……！」

　九条が吐き捨てているが、いや、キャリーオーバーがある聖剣あるの、この世界だけだから！　勘かん違ちがいしないでほしい。

「で、その、ユグドラシルのキャリーオーバーがそれくらいに達していることに気づき、今、ユグドラシルを手に入れる為ため、私を付けねらってる邪じや悪あくな存在がいるんです……その名も〝暗黒騎き士しダークハルト〟」

「ダークハルト……！」

　なんか……いかにも強くて悪そうな名前だ。

「彼は今、世界中の生物を、全て自分の下僕にする……そんな目標を掲かかげて、世界樹で唯ゆい一いつ聖剣の在処ありかを知る存在……私を狙ねらっています。ストーカーみたいなものです。

　そこで、みなさんに、助力を請こいたいのです！」

　前のめりになりながらいってくるユグドラ。

「そういう、たとえば悪漢に狙われてる時。デモン・イレブンは、無条件で我々女子を受け入れてくれると聞きました」

「え？　ま、まぁねぇ……」

「た、確かに、コンビニ、そういう側面あるけど」

　ユグドラのいうとおり。コンビニには役割として、〝防犯上役にも立つ、いざという時の駆かけみ寺〟──みたいな要素がある。

　交番なんかより、よっぽどどこにでもあって、夜でも人ひと気けもあるし。

　夜の一人歩きで、ちょっと心細い時、もしくはもっと具体的に、変な人やそれこそストーカー的な人がずっとついてきてる時……コンビニに逃げ込んで、なんとかなったケースがけっこうあるって聞いたこともある。

「にゃはは、そういやそうだったなー」

「塔とう子こも、夜、一人で歩いてて恐こわい時、コンビニ見つけるとホッとしますよ？」

「い、いや、まぁ確かにそれはそうなんだが……」

　そこで、店長代理が、冷静に聞く。

「それと。冒ぼう頭とうの、〝ウチで働きたい〟ってのと……どこがどう繫つながってくるわけ？」

　不思議そうにいう店長代理。

　そう、問題はそこだった。

　ストーカーに追われてる人を店に入れる。庇かばう。そこまではわかる。

　けど、ストーカーに追われてる女の人を働かせる──

　それは意味が全くわからない。

「裏をかくためです」

　それに対し、ユグドラは自信満々に宣言してきた。

「え？」

「たぶん、ダークハルトも、まさか自身が狙う世界樹の精霊が、コンビニでアルバイトしてるとは夢にも思わないと思うんです！」

　それに対し、ユグドラは力説してきた。

　う、うん。そら思わんわな！

　だってそれもはや世界樹の精霊じゃないし！　ただのコンビニバイトだし！

「下手に隠かくれるより安全だと思うんです──だからお願いです。私を、一時、ダークハルトをやり過ごすまでの間。ここで働かせてくれませんか!?　私、前接客のバイトしてましたし、けっこう使えると思いますよ!?」

　さらにお願いしてくるユグドラ。前接客のバイトしてた聖剣の精霊ってどういうキャラなんだよ……。

「わ、わかった……い、いいぜ」

　そこまでまっすぐいわれると、面めん倒どう見みの良いこの人のことである。断れないのだろう。

　やはり、また、なし崩くずし気味に了りよう承しようする店長代理。

「はあ!?　ちょっと店長代理！　またぁ!?」

「真ま壁かべサン大だい丈じよう夫ぶかー？」

「だってしゃあねぇだろ……確かに下手に隠れるより安全かもしんねぇし。まぁ、ストーカーいなくなるまでの一時的な間なんだろ？　まぁよしとしてやろうぜ」

「マジか……！」

「てか【Ｓ】ランクはどうすんのよぉぉ……！」

　こうして、またしても、【Ｓ】ランクとはあんまし関係のない騒そう動どうに巻き込まれていくデモン・イレブン。

　今回は、何故か、世界樹にて、臨時新人バイトを雇やとうハメになった……！




「やるからには仕方ない……！　キチンと基き礎そくらいは覚えてもらうからね！」

　というわけで、まずダークハルトが来る前に、オレ達はデモン・イレブンの制服に袖そでを通したユグドラに研修させて、接客基礎を叩たたき込むことにした。

　が。研修させてみると……。

「ば、ばか！　なんで豆とう腐ふと食パンをクソ重い月刊漫まん画が誌の下に敷しくのよ!?　ボロボロになっちゃうじゃない!?」

「い、いや、ユグドラ、お前な……。いくらなんでも、おでんと成人向け雑誌を一いつ緒しよの袋ふくろにいれちゃダメだ。みろ、これ、成人向け雑誌のグラビアのページ、湯気でフニャフニャになっちまってんじゃねーか……！」

　──騙だまされた。自己ＰＲとは裏腹に。

　ユグドラは、ぜんぜん、仕事ができなかった……。

「す、すいません……でも大丈夫です！　私、前の部署でけっこう重要な仕事任されてたんで、こういうのぜんぜんできるタイプなんです！」

　しかも、むかつくのが、仕事ができないだけならともかく、このコ、やたら言い訳が多いことだ……！

　例えば、トイレ掃そう除じとか、単純作業頼たのんでも、ぜんぜんやってくれない。

　で、それに対して注意すると、

「すいません。この店のオペレーションをもっとよくするにはどうするか考えてたら、手につきませんでした」

　……こっちがオーダーしてないスケールの大きなミッションに勝手に挑いどんでたことをアピール、トイレ掃除等をやってなかったことを正当化……！

　いやそんなこと頼んでないですけど!?　こういう奴やつ、いるんだよ！

　あと、

「えーこんなやり方してるんですか？　前の職場ではもっと効率的なやり方で……」

　やたら、〝前の職場〟でのやり方をアピールしてくる。

　いやしらねーよ！　世界樹の精の前の職場ってどこなんだよ……!?

　こういう奴もいるんだよな。〝前の職場〟での過去の栄光前面に押し出してきて、こっちのいうこと聞いてるようで聞いてないバイト……！　デモン・イレブン時代もいて、二日でやめてったっけ……。
















「大丈夫なんでしょうね……！」

　九条がペットボトル片手に店長代理にプレッシャーをかけている。

「あれを雇った店長代理サン？　責任を取る覚悟はＯＫ？」

「いや一回落ち着け！　ま、まぁ、なんとかなんじゃね？　いいから一回投とう擲てき用ペットボトル置けよ!?」

　慌あわてる店長代理。さすがにだいぶ不安になってきてるみたいだな……。

　そんな中も、ユグドラは、

「すいません、レジ点検？　やってもやっても計算あわないんですけど。このコインカウンター古くないですか？　前の職場ではこんなこと……」

「え？　店の掃除？　えー……？　私、前の職場ではけっこう花形みたいなポジションだったんですよ？　もうちょっと大きな仕事が向いてると思うんですけどぉ」

　口ばっかり達者で大して上達していかないポテンシャルを全開で発揮していく。

　オィィ、ほんとに大丈夫かこれ!?

　とか、そんなかみ合わない研修を、一時間くらいやった、そんな頃ころだった。

「あ……！」

　急にユグドラが声をあげた。

「邪よこしまなる気配が増大しています……！　ダークハルトが近づいてきています！」

「え!?」

「もう来たの!?」

　そんな間近に迫せまってきてたのか!?

「ま、まじ……？　全然未完成なんだけどこの子……!?」

　九条は愕がく然ぜんとユグドラを見ながらいう。ヤバイ、確かに、コンビニ店員としてまだ全然成熟してないぞ……!?

「ま、まぁこうなったらしゃあねぇ。とにかく普ふ段だん通りを心がけて店開けよう」

　店長代理が嘆たん息そくしながら場をまとめる。

「あんまユグドラのことは意識すんな。んなことしたら余計バレんだからな。普ふ通つうに店開けて、全員普通に働くんだぞ」

「「「「了りよう解かい……！」」」」

　その言葉に、シリアスに、全員頷く。

　しかし。

「あの提案があるんですけど。このお菓か子しコーナーの発注、私に任せてもらえませんか？　前の職場で似たようなことやってたんで、私に発注任せてくれれば三日で売り上げを三倍にしてみますよ？」

「いいからお前は黙だまってレジ立ってろッッ！」

「チョロチョロすんなド新人がッッ！」

　そんな具合に、臨時で雇った新人バイトユグドラに手を焼く中、

　ピンポーン！

　運命を告げる入店音──

　ストーカー、ダークハルトが、店内に現れた──！




　　　　※




　夜より暗い黒の兜に、鎧よろいだけでなく、肩かた当あてやブーツ、果てはマントまで、全て漆しつ黒こくで統一した装備で固めている暗黒騎士。

　ユグドラのいうとおり、その男の周囲には、まるで後ろの景色を歪ゆがんで見せるような──禍まが々まがしい闘気が充じゆう満まんしていた。

　こいつが、ユグドラシルを求め……その力で、世界中の生物を下僕に従えようとしている男……〝暗黒騎き士しダークハルト〟!!

　ヒュッ。

　そんな中、オレの目の前にいた店長代理が、胸の前で小さくチョップするような仕草をオレに見せ、オレに合図する。

　あ、そっか、普段通り、普段通りだ。

　オレは頷いて、同時に動き出した店長代理と共に、ダークハルトに近づいた。

「いらっしゃいませー」

「異世界コンビニ、デモン・イレブンでーす」

　できるだけさりげなさを意識して、ダークハルトに近づき接客開始するオレと店長代理。できれば、レジのユグドラに近づける前に追い払はらってやりたい。

「お客様、当店は初めてですか？」

　にこやかにお声がけする、オレ。

　しかし──次の瞬しゆん間かん、オレは凍こおりついた。

　オレ達に声をかけられたダークハルトは、コォォォォ……！

　甲冑の間から、ダイバーが海中で出すような謎なぞの呼吸音を出し、

　スッ──。

　何の迷いもなく、店内の一方向を指さす。

　そこにあったのは……

　レジに立ち、大きく見開いた目でこちらを見ている新人バイト、ユグドラの姿──

（な……）

（もう、バレてる!?）

　ぞわっ！　身体中の血が逆流したような焦あせりを覚えるオレと店長代理。

　こんな一いつ瞬しゆんで何で……!?

「馬ば鹿か！　反はん馬ま、店長代理！」

　その時、背後から、九条の焦ったような声がとんだ。

「「あっ……!?」」

　オレ達がユグドラの方を見て余所見してる、ほんの一瞬の隙すきだった。

　ダークハルトが、オレと店長代理の間を横切り、ユグドラに向かって歩き出していた。

「しまった！」

「ユグドラ！」

　慌ててダークハルトを追いかけるオレと店長代理。

　しかし最初の一歩の差はずいぶん大きく、届かない！　みると、九条、勇ゆう気き、白雪も走ってきているがまにあいそうにない。くそ!?

「に、逃にげろ！」

「ユグドラ……とりあえず休きゆう憩けい室に行け！」

　オレと店長代理が全力で指示。

　ユグドラは恐きよう怖ふした表情で生き真ま面じ目めに頷うなずき、慌てて踵きびすを返すが──しかしどうにもどんくさい！　どう贔ひい屓き目めに見ても逃げ切れそうにない！

「くそ……！」

　あんまりこんな方法採りたくなかったけど……こうなったら、オレ達が身体からだ張って時間稼かせいでる間に、ユグドラを逃がすしかない！

　つきあい短いし、正直あんまり好印象ないけど、後こう輩はいは後輩。

　先せん輩ぱいバイトとして。あんなやつでも、オレはユグドラを守らなければならないのだ。

　異世界で鍛きたえた足あし腰こしを、今ここで爆ばく発はつさせる──！

「でやっ！」

　一度ぐっと足腰を落とし、オレは──ダークハルトに向かって跳ちよう躍やくした！

　──だったが。

　オレが空を跳とび、そのままダークハルトに接せつ触しよくする、まさに直前。

　耳を疑うような言葉が、耳に入った。

「あ、サーセン、あんまんと肉まん一個ずつください」

　店内に響ひびく、カルすぎる声。

（……え？）

　オレは中空でエビぞりになり、ダークハルト──もとい、お客さんに絶対触ふれないように身体を曲げ、ザザァ──そのまま、普通にダークハルトの横を通過、スライディングで着地した。

　え…………？

　あんまんと……肉……まん？

　今……このダークハルト。そんなこといってなかったか？

「え……!?」

　そして、困こん惑わくしているのは、ユグドラも一いつ緒しよだったらしかった。

「か、かしこまりました!?　あ、あああ、あんまんと、肉まんですね！」

　が、研修の成果があったのか。とりあえず手際が悪いながらも、満面の営業スマイルで対応、色々間ま違ちがえてえらい時間かかったものの、あんまんと肉まんを普通に販はん売ばいしている。それに対し、ダークハルトは、

「ふむ。うまそうだ。どうもありがとうコォォォ……」

　とかいいながら。商品を受け取り、そのまま、出口へ向かって踵を返した。

　あ、あれ……!?

「あ…………!?」

　と、そんな中だった。

　ユグドラが、何かに気づいたように声をあげた。

「な、なんだよ？　どうした？」

「ち、ちょっと待ってください。もしかして──」

　急に走り出し、今、店から出ようとしたダークハルトに飛びつくユグドラ。

「え!?　オイ!?」

　止める間もなく、

　ガッ！　ユグドラはダークハルトに取り付き、

　スポッ！　続けて──お客様がかぶっていた黒い兜かぶとを取り外した。

　そこから出てきたのは──

「な……何をする!?」

　ベリーショートの碧みどり髪がみが超ちようカッコいい、めちゃくちゃ美形の女の人の顔。

　え？　女の人!?

「違ちがう……！」

　それを見た途と端たん、ユグドラは呟つぶやくのだった。

「ダークハルトじゃない……！」

「は!?」

　困惑するオレ達。

「ダークハルトじゃないって!?」

「別人です。あまりにも気配が似ているので間違えました。ジョブも同じですし。

　この女の人は全くの別人。この人は気配からすると、平和を愛する、特に大きな野心もない、聖せい剣けんも狙ねらってない、ただコンビニに来た暗黒騎士のようです」

「……へ？」

　誰だれも事態を理解できない。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　そこで、九条が聞く。

「確認なんだけど。今、この世界樹にいる暗黒騎士ってダークハルト一人なのよね？」

「え？　いえ？」

　あっさりとユグドラ。

「ここは、暗黒騎士が聖騎士にジョブチェンジする為ためのメッカですから……かなりの数の暗黒騎士とかはうろついてますけど」

「はぁ!?」

「かなりの数の暗黒騎士がうろついてる!?」

「ちょっと待ってよ……あんた……その、あんたをストーキングしてるダークハルトと、他の暗黒騎士の区別、つくんでしょうね!?」

「え!?　あ、は、はい。前の職場では似たようなことやってましたし。基本的にはそんなにミスとかするほうのタイプじゃないので、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど」

「いや基本的には大丈夫って！　しょっぱなから取り返しのつかない人違いやってくれてますけど!?」

　耳を疑うオレ達。

　やべぇ！　これやばいパターンだ！　だって……

「フザけるな！　光を捨てた暗黒騎士にとって、素顔を晒さらすのは一番の禁きん忌き……！

　風の噂うわさに聞いて、このデモン・イレブンに来るのを楽しみにしてたのに……！　貴様らは私のプライドに泥どろを塗ぬった！　どう落とし前をつけてくれる!?」

　入り口に目を向ける。そこにいるのは、

「も、申し訳ございません、お客様のおっしゃるとおりです、この度は誠に申し訳なく本人も深く反省していまして……！」

　ブチ切れている暗黒騎士のお姉さんと、兜を返しつつ、めちゃくちゃ必死に謝る店長代理、の図。

　だってこれ……ユグドラが、外から見分けつけられない以上。

　一応、帰る前、今の〝兜剝はぎ取り〟して、そのお客さんがダークハルトだったのかどうなのか。ちゃんとダークハルトやり過ごせたのかどうなのか。正体見破らなきゃいけないってことだよな!?

　ユグドラが一〇〇％の確率でダークハルトかどうか見破れない以上……ウチ、店として、これからとてつもなくクレーム量産しちゃうんじゃ……!?

「もういい！　不ふ愉ゆ快かいだ！　私は帰る！　本部にクレームの手紙を出すからな！」

　結局、いくら店長代理が謝ってもお姉さんの怒いかりは収まらず、お姉さんは、オレ達的に一番困る捨てゼリフをはいて帰っていった。

「あちゃー」

　それを見て、天を仰あおぎながらユグドラ。

「クレームいただいちゃいましたね？　でもドンマイです。あまり暗くならず前向きに行きましょう」

「「「「「お前がいうな！！！！」」」」」

　全員の声がシンクロした。

　何これ!?

　ストーカーに追われる女性助けようとした結果……

　うちがクレーム喰くらって、本部評価下がることになった!?　どういう事態だ!?

「勇気……」

　オレは、思わず勇気に聞く。

「ん？　なんだー」

「この作戦。この後、大丈夫かな？」

　その問いに、勇気は、親指立てつつ満面の笑みで答えるのだった。

「にゃは！　あたしの勘かんでは……

　めちゃくちゃ、嫌いやな予感するぜー？」




　　　　※




「も、申し訳ございません、どうやら人ひと違ちがいだったということで……！」

「何だと!?　謝って済む問題と思うか貴様!?」

　その後……勇気の嫌な予感は的中した！

「にゃはは、すんません、そちらのお代はサービスさせていただきますので……」

「当然です！　それだけじゃ収まらない……何かタダ券みたいのないの!?　次来た時使えるやつ！」

　ユグドラが勤務開始してから、たった一時間。

「申し訳ございません。お客様にはマサチューセッツの名産品を──」

「いや、謝ってもらわなくて結構。お代も返してもらわなくて大丈夫ですよ？

　その代わり商品もいりません。これを持ち帰って、家でこれを見た時、今の不快な気持ちを思い出したくないから。ただ、もちろん本部にはしっかりクレームさせていただきますね」

　デモン・イレブンでは、既すでに三二件のクレームが発生していた（ちなみに相手は全員暗黒騎士）。

　クレームの理由は、全部、ユグドラの〝兜剝ぎ取り〟。

「おい！　いつになったらその〝ダークハルト〟は来るんだよ!?　このままじゃうちの店、つぶれるんですけど!?」

　本部にクレームがいきまくっている！　どこまでオレ達の評価下げたら気が済むんだこいつは？

「お、おかしいですね……なんかけっこう、ダークハルトっぽい人来てるんですけど」

「〝ぽい〟ってなんだよ、〝ぽい〟って！　全然見分けついてないじゃないか！」

「いやー、なんでしょう。もう、店、来ないつもりなんですかねぇ。この世界樹、使用は五時までですし。もう、五時前でしょう？

　客足も落ちてきたし……もしかしたら、今日は来ないのかもしれませんね」

「えぇぇ……!?」

「お前……！」

　ここにきてとんでもなく拍ひよう子し抜ぬけなことを言い出すユグドラに、オレ達は絶句した。

　何それ……こんだけ警けい戒かいして、来ないパターンもあんの!?

　それ、ただ、うちの店の評価下がっただけじゃん!?

　そして、ユグドラのそんな予感は的中。結局、五時を過ぎても、六時を過ぎても。

　ダークハルトは、店に現れなかった──！
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「なんなのよ……この超・取り越こし苦ぐ労ろうは!?」

　とっぷり日が沈しずみ、星が瞬またたく世界樹の上のデモン・イレブン内にたちこめるのは、どうしようもない徒労感。

　結局……あの後、ダークハルトは店に来なかった。

　ユグドラいわく、〝邪よこしまなる気配〟とやらも、もう今は世界樹内には感じられないとのことで……

　つまり、オレ達は、あんなグダグダでだが、〝コンビニを使って暗黒騎士ストーカーから少女をやり過ごさせる〟という任務は達成してしまったらしい。

　……いいのか、これで？

「いやー……来ませんでしたね！」

　そんな中、明るい笑顔でいってくるのはユグドラだ。

「まぁ、来ないに越したことはないし？　これで私の願いは叶かなったわけですし？　万々歳ですね！」

　満面の笑みでユグドラはいってくるが、

「…………」

　その表情を見て、オレ達一同は顔を見合わせた。

　なんだろ……なんか、〝よかったですね！〟といいつつ。

　なんとなく、ユグドラ、落らく胆たんしてる？

（まぁ、でも、無理もないんじゃん……？）

　不思議に思ってると、九条がオレに耳うちしてきた。

（え？　無理ないって？）

（たとえ迷めい惑わくなヤツでも。来る、来ると身構えてて、結局来なかったら。人間、なんか肩かた透すかし喰らうっていうか……ヘンな話、ちょっと残念みたいに思うじゃん）

（あぁ……）

　オレもなんとなく頷うなずく。

　なんだろ……抜ぬき打ちテストが来ると聞いて、嫌いや々いや勉強したのに、結局そのテスト自体とりやめになって、宙ぶらりんになった……みたいな状じよう況きようみたいなもんか。

　しかも、今回の場合、こんだけオレ達巻き込んでおいて……。

　来なかったら来なかったで、ガッカリするのは、当然っちゃ当然の感情か。

「ま、まぁ、でも、これで世界が救われたんだからよかったじゃん」

　オレはバイトの先せん輩ぱいとして、ユグドラを元気付けるようにいう。

　他のみんなも続いた。

「そ……そーね！　それに、デモン・イレブンのバイトなんてそうそう経験できないことなのよ？」

「にゃは、そうそう、一応、記念すべきバイト第一号だしなー」

「ああ、ま、新入りにしちゃがんばったほうなんじゃねーの？　ちょっとこう……クレームは多かったけど？」

「ですね。なんだったらもうちょっと働いてみます？　塔子が教えてあげますよ」

　四者四様で言葉をかけるデモン・イレブンメンバー。

　オレらって結局お人好しだよな……！

「みなさん……！」

　そんなオレ達の言葉に、ユグドラも少し元気を取り戻もどしたようだ。

「そう……ですね」

　ユグドラは頷く。

「ダークハルトは来なかったけど……みなさんと過ごした時間は確かにあった。それが、何よりのプレゼントですよね」

　少し無理やりのように笑い、

「ありがとうございます。そうですね。みなさんがいうなら、私、もう少しデモン・イレブンで働いてみようかな……」

　そしてオレ達のアドバイスどおり、デモン・イレブンに残ることを前向きに捉とらえようとするユグドラ。

　しかし、その時である。

「ユ……ユグドラ！」

　店内入り口から声が響ひびき。一人の男が、店内に入ってきた──！




　　　　※




　入ってきたのは……今まで店に来た暗黒騎士より巨きよ大だいな角付きの黒い兜かぶとをかぶり、髑どく髏ろを思わせる面をつけた暗黒騎士──。

「ダークハルト……」

　そして、そんな暗黒騎士を見て、ユグドラがあっさりいう。

「え？」

「ダークハルトォォ!?」

　途と端たんに、オレ達に緊きん張ちようが走った。

　だいぶ時間外だけど、いよいよ現れたのか!?

「ま、間ま違ちがいないわけ？」

　九条が念ねんの為ため確認。

「ま、まちがいありません」

　険しい顔つきで、ユグドラ。

「彼の鎧よろいの胸元を見てください。ＤａｒｋＨａｒｕｔｏ……！　彼の名前が刻印されているプレートがありますし……！」

　ごくりと唾つばを飲み込みながら、ユグドラ。

　促うながされてみると……ほんとだ。

　ダークハルトの黒い鎧の胸元。そこに、ＤａｒｋＨａｒｕｔｏと書かれたプレートがついている…………

　って、あれ？

　ネームプレート？　そんなものがあるなら、わざわざ、来るお客さん来るお客さん兜奪うばい取ってクレーム受けまくる必要もなかったんじゃ……！

　そのとんでもないユグドラのチョンボはかなり気になったが……

　それよりダークハルトである。

　とうとう来やがったな──！　オレ達は後こう輩はいを守る為ため布ふ陣じんする。

　が。そんなダークハルトを前に。ユグドラは、予想外のことをいってくるのだった。

「何で今いま頃ごろ来たんですか、ハルト！」

　突とつ然ぜん叫さけぶユグドラ。

「いっとくけど……私は、あなたと、ヨリを戻す気なんてないからね!?」

「は？」

「へ？」

　いきなりのユグドラの先制攻こう撃げきに顔を見合わせるオレ達。

「ヨリ？」

「つか、ハルト……？　知り合い？」

　驚おどろいていると、

「ハルト──あなたは、私を愛しているといってくれた。けど、それは所しよ詮せん聖せい剣けん目当てだった──。私は深く傷ついたの。それで決めた。あなたのことは愛していたけど。私は、二度と、あなたには会わないと！」

　ドラマチックに叫ぶユグドラ……ってえええええええ!?

　何コレ？　何コレ？

　ユグドラとダークハルト……付き合ってたの!?

「確かに……それは事実だ」

　カシャーン。それに対し、兜を脱ぬぎ、それを力なく床ゆかに取り落としながら答えたのはダークハルト。兜の下から現れたのは、白はく髪はつが美しいあどけない青年の顔だった。

「かつて僕は、闇にのまれ、力を欲ほつし、そして聖剣を求めていた──この世界中の生物を下僕にする為に……！」

　力なくいう、ダークハルト。……なんで下僕？

「けれど、そんなすさんだ日々の中。僕は出会ったんだ……僕の天使……いや女神ミユーズ。

　ユグドラシルを護る精せい霊れい、ユグドラに……！」

　熱い語調でダークハルト。

「だ、騙だまされませんよ……！」

　ユグドラはそっぽを向きながらいった。

「そんなこといって……どうせ、結局、聖剣の在処ありかと力が望みなんでしょう」

　拗すねるように、ユグドラ。が、

「いや、聖剣はもういいんだ……！　その証しよう拠こに……」

　スッ、とダークハルトは手を上げる。

「《ユグドラシル》は、もう手にいれてる。君の力を借りずに」

　そこに握にぎられていたのは──鍔つばの部分が、生おい茂しげった木の葉のようになり、刀身が枝のようにクネクネと曲がっている不思議な剣。

「何!?」

「あれが《ユグドラシル》!?　本物!?　ユグドラ!?」

「ま、間違いありません……本物です。そんな……自力で見つけたというの？

　しかも……手に入れれば、いつでも願いは叶かなえられるはずなのに……未使用……」

「そうさ。僕は気付いたんだ……君さえいれば、聖剣なんていらない」

　そしてそう叫ぶと、ダークハルトは、カツン、と聖剣を床に投げ出した。

「僕の願いはただ一つ。

　君と……結けつ婚こんしたいだけなんだ！　だから戻ってきてくれ、ユグドラ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶダークハルト。お、おお!?　いきなりプロポーズしやがった!?

「な……何いってるの!?　た、たとえほんとにもう世界征せい服ふくを狙ねらってなかったとしても……わ、私にヨリを戻す気なんかないし！　あなたと結婚するかどうかは、別問題じゃない！」

「じゃ、じゃあ、交際……いや、こうなったら、文通でもいいよ！　まず文通からやり直そう！　僕の住所アドレス教えるから！　そっちの住所アドレス教えてくれ！」

「えぇぇ……ま、まぁ、住所アドレスくらいなら……」

「あ、ありがとうユグドラ！　明日あした絶対手紙出すから！」

「う、うん……。待ってる。あ、待って、あと……来週ヒマ？」

「え？　う、うん。なんで？」

「よかったら、遊びに行ってあげてもいいけど。この麓ふもとにいいカフェがあってさ……」

「!!　是ぜ非ひ是非！　約束だからね！　ヒャッホウ！」

　喜び勇んでコンビニから飛び出していく暗黒騎き士しダークハルト。

「……………………え？」

　なんか異常な速度で行われた目の前の光景に頭がついていかないオレ達。

　そんな中、ユグドラは最敬礼しながらオレ達にいうのだった。

「というわけで──不ふ肖しよう、ユグドラ。みなさんのおかげでヨリを戻すことになりました！」

　なんか笑顔で報告してくるユグドラ。

「はあ!?」

　何いってんだコイツ！

「ちょ、ちょっと待って……じゃ、じゃあ何？　今回の騒そう動どう……ただの、聖剣の精霊ユグドラと暗黒騎士ダークハルトの痴ち話わ喧げん嘩かだったの？」

「あ、はい」
















　照れながらユグドラ。

「お恥はずかしながら。付き合ってたんですけど……ちょっとケンカしちゃって。今は仕事に没ぼつ頭とうして彼のことを忘れたくて……それで不肖ユグドラ、デモン・イレブン勤務を希望しました！」

「はあああ!?」

　そんな、失しつ恋れんの対処法として!?　なんて今っぽいコンビニバイトの志望動機なんだ！

「まあ、でも、ほんとにヨリを戻す気はなかったんですけどね」

　ダークハルトが去っていったほうを見ながら、ユグドラはいった。

「でも、なんだかかわいくって……。あれなんですね。恋こいって……するもんじゃなく。落ちるもの。落ちたほうが結局負けなんですね。私、どうやら落とし穴に落ちちゃったみたいです。ダークハルトという名の落とし穴に、ね……☆」

「……にゃはは、待て、待て、マイ。気持ちわかるけど一回その鈍器ゴルフクラブ置け？　な？」

「お、お……置けるかぁぁ！」

　そこで爆ばく発はつしたのは九条だった。

「何なのよコレ!?　何なのよコレ!?　ストーカーに追われてるっていうからかくまったら結局案外相手は誠実なヤツでこっちもまんざらでもなくって最終的にヨリ戻もどす気配～～!?　ふざけんじゃないわよ！　何で私らが人のラブコメ見なきゃいけないのよ!?　しかもうまくいってるやつ！」

「まぁまぁ。大だい丈じよう夫ぶですよ、九条先せん輩ぱい。先輩にもそのうち春が来ますって」

　そんな九条に対し、ユグドラはなんかホクホクした顔で勝者の台詞せりふをはいている。

「ふ、ふざけんじゃないわよ！　私だって十年かけてそれなりに今春が」

「えーと。それよりユグドラ」

　もう収拾つかないので、店長代理が九条を遮さえぎって、ユグドラに聞いた。

「なんか、じゃあ。問題は解決したんだな？」

「はい！　カンペキです！」

「じゃあ、さっき、お前、バイト続けるかもっていったけど……どうすんの？」

「あ、それはいいですー」

　ユグドラは幸せ絶頂の笑顔で手をぱたぱた振ふりながら拒きよ絶ぜつした。

「カレシできたし、バイトしてる場合じゃないし。なんだったら花はな嫁よめ修業しないといけないし。お断りしますね」

「あぁムカつくわぁぁぁぁぁ！」

　九条の咆ほう哮こうが店内に虚むなしく響ひびいた。

「あ、あっそ。じゃ、じゃあ、お前、今日でバイト卒業ね」

「はい。お世話になりましたみなさん。このご恩は一生忘れません！」

　ぺこりと頭を下げるユグドラ。

「あ、でも、バイト代は指定の口座に振り込こんでおいてくださいね」

　そして最後に一言。それはちゃっかりもらうんかい!?

「何でバイト代まで払はらわなくちゃいけないのよ!?　恋れん愛あいうまくいってるヤツに！　あんたに、この店がどんだけ迷めい惑わくかけられたかちゃんとわかってんの？」

「まぁ、でも、よかったじゃないですか？　新しいバイト入れると、どういう感じかわかって、みなさんにとってもいい経験になったと思いますけど？」

「「「「「だからお前がいうな！！！！」」」」」

　全力で五人で叫ぶ。

　こうして、新人バイトユグドラは、三時間程でうちから卒業していった……。速っ。

　なんだったんだろこの騒動。ウチ、クレーム貰もらいまくって、どっかのバカップルのヨリ戻しただけ？

　そして勿もち論ろんその間、ウチは、【Ｓ】ランクに向かって全く進展していない……！

　いやむしろマイナスだったよな、これ……！




　　　　※




「あーもうマジ疲つかれたわ！」

　さっさと帰っていったユグドラを見送った後──反省会なんだかユグドラ無事卒業記念パーティなんだかよくわからない催もよおしを、無人になった店内で開くオレ達。

「ま、まぁでも……また前回の繰くり返しになっちゃうけど」

　オレはいう。

「これで、この〝世界樹〟エリアでの商売の情報、ちょっと出で揃そろっただろ……」

　気休めっぽいけどオレはいった。

「まぁそうね……」

　九条が頷うなずく。

　この騒動でオレ達が得た情報。


・このエリアには、とにかく、暗黒騎士の客が多い。

・午後五時以降はほぼ無人になる。──ので、それまでが勝負。



「兜かぶとさえ剝はがなけりゃ、暗黒騎士の人らもけっこういい人達っぽかったし……。ま、ここなら確かに、頑がん張ばれば【Ｓ】ランクも──」

　自分に言い聞かせるように、気き丈じように、前向きなことをいおうとするオレ。

　……だったが。その時だった。




　ドンッ!!




　オレ達の足下から。まーた覚えのある爆発音が、突とつ如じよ鳴なり響いた──！




　　　　※




「……え？　ウソだろ？」

　もはや、全員、同じリアクションだった。

　窓の外。そこに広がる光景に、全員、言葉を失っている。

　そこにあったのは、海上でも、世界樹でも、勿論もといた草原──でもない。

　赤い、大地。

　折れた剣けんや斧おの、槍やり、そして亡なき骸がらがどこまでも続く赤い大地が、デモン・イレブンの周りに広がっている。

「ちょ、ちょっとウソでしょ……!?」

「もしかして……また転移した……!?」

　目の前の現実を理解できないオレ達。

　しかしオレ達を本当に驚きよう愕がくさせる出来事が起こったのは、ここからである。




　[image: ワ゛]アァァァァァ！




　その時、いきなり、デモン・イレブンの周囲から、とんでもない人数の、とんでもない野太い声が響いてきた。

「は？」

「へ!?　こ、今度はなんだぁ!?」

　いきなりな展開に、若干たじろぐオレ達。

　そして窓の外に広がっていく光景に──

　オレ達はただただ圧あつ倒とうされた──！



















「あれ見ろよ……！」

　窓の外。店長代理が呆ぼう然ぜんという。

　店長代理が見る先。赤い大地の一部。

　そこには……

　[image: ワ゛]アァァァァァ！

　うちのコンビニと目と鼻の先まで、突とつ進しんしてくる……赤い鎧よろいの騎き士し団の姿があった。

「あっちにもいる……！」

　九く条じようも呆然と続く。

　勇ゆう気きが見たのは、店長代理と反対の方角。そこからも……

　[image: ワ゛]アァァァァァ！

　さっき見た騎士団とは鎧の色の違ちがう──黒い鎧の騎士団が殺さつ到とうしてきている！

「何あれ!?」

「まさか──」

「ここ……戦場!?」

　さらに両軍は、ある程度の距きよ離りまで近づくと、いきなり弓を引き絞しぼり──

「ていっ！」

「撃うてぇ！」

　号令と共に解き放ち。

　ウチと目と鼻の先で、大規模戦せん闘とうを、始めた！

「やっぱり……戦場だ！」

　眼前で行われる、まさかの〝戦争〟に絶句するオレ達……！

　大地は、赤い鎧を着た兵士と黒い鎧を着た兵士で埋うめ尽つくされており……恐おそらく、片方の軍で、三～五千人、あわせて下手したら一万人近くとかはいそうな気配である。

「海のど真ん中、世界樹の上と来て。今度は、〝戦場真まっ只ただ中なか〟!?　どうなってんのよ!?」

　ひゅんひゅん矢が飛来し、その度カンカン窓ガラスに当たる音が響く！

「てか……ちょっと待って」

　そして、そこで、九条が気づく。

「海のど真ん中、世界樹の上……と来て。

　今度は、戦場真っ只中なのよね？」

　もう一度確認するように、聞いてくる九条。

「ああ」

「ってことは──私達、今度はここで【Ｓ】ランク目指さなきゃいけないってこと!?」

「ウッ!?」

　それは、受け入れがたい事実だった。

　しかし現実問題、また転移しない限り、オレ達はこの環かん境きよう下で、売上げを上げて、【Ｓ】ランクを目指さなきゃならない……!?

「じゃ、じゃあ、もしかして。オレ達がここでお客さんとして相手にするのって……」

　青ざめながら、戦場で戦う兵士達を見ながらオレ。

　あの人らを……呼び込んだりして。うちの店に来させなきゃいけない……!?

「となると──」

　そこで、九条が、ぽつりと呟つぶやく。

「なんとか、誰だれか、呼び込みに行かないといけないわね。最低……二人くらいで」

　その言葉に、全員がゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　た、確かに。売上げ上げる為ためには、あの兵士たちを店に引っ張りこまなくちゃいけない。だから、誰かが、呼び込みをしなくちゃいけない。

　けど今回呼び込みを行うのは戦場なのである。

　戦場で、そんなことやりたくねー！　そんな気配が場に充じゆう満まんする。

「反はん馬まは……まず確定ね」

　そんな中……九条がいきなり先制攻こう撃げきをしかけてきた。なにぃ!?

「な、なんで!?　そこは公平にジャンケンとか……」

「にゃはは。いーのか透とおる？　うちの店のジャンケンは、基本、公平じゃねーぜー？」

　顔は笑ってるけど目は笑ってない、無む駄だにシリアスな顔で指し摘てきしてきたのは勇気。

（う、そうだった……！）

　オレは絶句するしかなかった。

　ウチの店のジャンケンは、ぜんぜん公平な決議方法じゃない……。

　勇気は勘かんが良いから高勝率だし。白しら雪ゆきもジャンケンを数式化した独自のメソッドみたいの持ってるらしく異様に強い。

　九条は別にそういう特とく殊しゆ能力もってないけど、負まけず嫌ぎらいだから、地球の命運かかってるみたいな気き迫はくで向かってきて、結果、相手を吞のんで勝っちゃうし……。

「く、くそ……！」

　理り不ふ尽じんな展開だが、残念ながらオレに抗あらがう手段はなさそうだった。

「し、仕方ない……じゃあ、オレ、やるわ」

　オレは諦あきらめて挙手した。

　まぁ女子にやらせるのもどうかと思うし。いいんですけどね!?

「じゃあ……残り一人は店長代理で決定ね」

　そこでさらに九条が機先を制する。

「あぁ!?　な、なんでだよ!?　俺これでもいちおう店長代理だぞ!?　なんでそんな前線仕事、管理職の俺が……」

「だってあんた、いちおう男でしょ？　反馬がやるっていってんのに、もう一人を女子の中から推挙する気？」

「ぐぅっ……！」

　店長代理は九条の都合の良い男女不平等理論で追おい詰つめられるが、

「しゃあねぇ……。けど、このまま無む抵てい抗こうでやらされるのは気にくわねぇ！　なんかさっき公平じゃねぇとかいってたけど……じゃあ、ジャンケンで決めようや」

　必死の抵てい抗こうを試みる！

「俺ぁこれでも、昔近所じゃ〝鬼おにチョキ〟の真ま壁かべっていわれてたんだ。そう簡単には屈さねぇぜ？」

　勝負を諦めない強い意志を感じさせる瞳ひとみでいう店長代理。

　いや〝鬼チョキ〟って……出す手宣言してるけどいいのか？　しかもだいたいそういう〝昔近所では〟的なプロフィール持ち出す人ってたいしたことないのがオチなような。

「にゃは！　いいぜー、んじゃ、ジャンケンやるかー？」

「塔とう子こもいいですよ……真壁ケイタのジャンケンデータベースを検けん索さく……ビッグデータから、次に出す手を確定、と」

「いいじゃない……でもじゃあ、その前にちょっとトイレいってきていい？　ギリギリまで精神研ぎ澄すませたいから」

　三者三様の準備体操を始める女子陣じん。

「望むところだ……！」

　店長代理が闘とう志しを引き上げていく！

「最初はグゥッ！」

　五分後、オレ以外によるジャンケンが行われ。

「ジャンケン──」

　四者四様のジャンケンの手が繰くり出され。

　哀あわれな敗者一名は、決定した──。




　　　　※




「クソ……バケモンかあいつら！」

　店の前。

　矢が飛び交う中、毒づいてるのは店長代理。

　勝負の結果、敗者は最終的に店長代理に決定していた。

　けど、店長代理は、いうだけあって、無駄な強さであの三人相手に善戦していた。

　八分くらいあいこの状態続いてたし。

　なんなんだよウチのバイトの異常なジャンケンレベルの高さ!?

　ちなみに最後に店長代理が出した手はパー。鬼チョキの真壁は、意外にパーを多用してたがそこはもう誰もツッコまなかった。

「仕方ねぇ。まぁどのみち女子供にやらせるわけにゃいかねぇし。やるっきゃねぇな」

　諦めたようにいう店長代理。ま、やっぱそうなるよね。

「じゃあオレは、チラシ配りをメインにやっていきます。新規オープン扱あつかいで、割り引き券もついたチラシ、さっき白雪に刷ってもらったんで」

「わかった……。んじゃ俺はコレで勝負する。死ぬんじゃねぇぞ、透」

「了りよう解かいです！」

　さぁいよいよ戦場での呼び込みである！

　オレ達はお互たがい覚かく悟ごを決め、店の前の平原に飛び出した。




「いらっしゃいませいらっしゃいませ！　ご戦争中のみなさま、〝異世界コンビニ〟デモン・イレブン、こちらの場所にて新規オープンです！　只ただ今いま一〇〇Ｇ引きクーポンついてるチラシお配りしております、是ぜ非ひお手にとってご来店くださいませ！」

　ワァァァァ！

　怒ど号ごう飛び交う戦場に向かって叫さけびながら、必死にチラシを撒まき始めるオレ。

　が。

「なんだお前は!?」

「邪じや魔ま！」

　すぐさま、オレがたった今まで立っていた場所に、馬にまたがる騎き士し達が疾しつ駆くしてきて、オレは途と端たんにそれどころではなくなった。

　うおお!?

「いらっしゃいませ、いらっしゃいませ！　激しい戦争スポーツのあとには、あったかいおでんで小腹を満たしませんか？　ちくわにはんぺん、たまごにコンニャクもよく煮にえております！　試供品もございますよ、一度お口にしてみて──！」

　隣となりで、店長代理も、さすが声優だけあってなかなかの声量で訴うつたえているが、

「うるせー！　んなことより武器もってこい、武器！」

「こっちもだ！　メシより……ブッコロス為の武器が足りねーんだよ！」

　──その前で、槍やりと斧おので今まさに斬きりあっている騎士達には、まるで届かないらしく。完全にスルーされていた。

「馬ば鹿かな……俺のおでんがスルーだと……？」

　店長代理が青ざめてる声が聞こえる。

　くっ、さすがマジの戦場！　今までとはコンビニプレゼンの届き方がまるで違ちがう！

（けど、諦めるわけにはいかない……！）

　店を守る為には。この状じよう況きようでも、デモン・イレブンになんとか客を呼び込まなきゃいけない……！　どうすれば……!?

（ん……!?）

　と、その時──。

　オレの視界に、とある物が映った。

　まず目に入ったのは、黒い鎧よろいを着た兵士達が最初駆かけてきた方角──その遥はるか向こうにある、大きな黒いテント。

　そして。

（んん……!?）

　なんとなく視線を逆にやってみる。

　するとそこには……赤い鎧を着た兵士達が最初駆けてきた方角──その奥に。赤い大きなテントがあった。

（あれは……本ほん陣じんか？）

　それを見て、オレはふと思う。

　そうだ。この状況で無理でも。あの辺うまく使えば、なんとかこの状況打開できるんじゃ……!?

「て、店長代理！　一いつ旦たん退きましょう！」

　オレは店長代理に指示した。

「はぁ!?　なんでだよ、俺のおでんたちはまだ負けたわけじゃねぇ！」

「い、いや、そりゃわかりますけど、一回冷静になってください！　いくらなんでもここじゃ呼び込みできないですよ！　重要なのはタイミングです、タイミング！　タイミングを変えて──もう一回勝負しましょう！」

　オレはそういって、未だ渋しぶる店長代理を無理やりつれて店内に避ひ難なん。

　作戦を一から方向転てん換かんすることにしてみた──！
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　ジリリ……。ジリリ……。

　虫達の鳴き声がこだまし、

　パチパチ……、パチパチ……。

　陣じん地ちを照らす松たい明まつが爆はぜる音が聞こえる。

　夜。

　戦せん闘とうは休止し、辺りは静まり返っていた。

　そんな中、

「この辺でどうだ、透……？」

「いえ、まだもうちょいいけますよ……もうちょい……もうちょい……よし、この辺でやめときましょう」

　オレと店長代理は、荷物を背負った状態で赤い大地を匍ほ匐ふく前進し、まず、赤い鎧を着た兵士達の本陣、そのギリギリ手前で止まり、準備を始めた。

「しかし、ほんとにいけんのかよこんな策で……」

　持ってきた、折おり畳たたみの簡易机を組み立てながら店長代理。

「大だい丈じよう夫ぶですって。兵士だって、戦争やってない時は人間なんですから。こういう時こそ店長代理のおでんの出番ですって」

「うぅむ……そりゃおでんの味自体には自信はあるけどよ、俺ぁ」

　半信半疑にいいながら、準備完かん了りようする店長代理。

　完成した折り畳み机の上には、店長代理が、亀かめの甲こう羅らのように背負ってきていたおでんの什じゆう器きが湯気を放った状態で置かれていた。

「ＯＫです。始めましょう！」

「おっし」

　オレ達はうなずき合い、オレは、団扇うちわを、そして店長代理は、もってきていた卓たく上じよう扇せん風ぷう機きを駆く使しし、パタパタパタ、ゴォ～……おでんの匂においを赤い兵士達の陣に届くようにする。

　すると、開始から約一分──。

「なんだこの匂い……!?」

　風下。兵士達の陣じん営えいが騒そう然ぜんとなったのが聞こえた。

　オレ達は顔を見合わせる。予想以上にあっさり釣つれた!?

「透！　もっとだ！」

「は、はい！」

　俄が然ぜん元気になってはりきるオレ達。

「こっちのほうからだぞ……！」

「うめぇ……ぜってぇうめぇもんの匂いだよ、これ！」

　すると、ザカザカザカ！

　兵士達が、ひいふうみい……一〇人くらい飛び出してきた。き、きた！

「おい！　何者だお前ら!?　我ら『ルージュ』に──何か用か!?」

　そして兵士達は槍を構えながらオレ達をすぐ取り囲んだ。ひぃぃ、怖こわい、怖いには、怖いが……！

「て、店長代理」

「わぁってる」

　オレ達は必死に臆おく病びよう風かぜを振ふり払はらい、前を向く！

「いらっしゃいませ。ここは異世界コンビニデモン・イレブン臨時出張所。みなさまにウチの店を知っていただきたくて馳はせ参さんじました！」

　頭を下げながら慇いん懃ぎんにいう店長代理。

「デモン・イレブン……？」

「そういや、なんか昼間そんなわけわかんない奴やつらが、戦場にいたような……？」

　ざわざわと、兵士達。あー……やっぱり、あの状じよう況きよう下かじゃ、いくらオレらが必死に叫んでも、そんな程度の認識しか与あたえられないんだな、戦場の真まっ只ただ中なかじゃ……。

「お前らがそうか。で？　お前らは……何がしたいんだ？」

　不思議そうに、兵士。店長代理は頷うなずき、

「先ほども申しましたが、まず、うちの店を知って欲しいのです。で、最終的に、うちの店でお金を落としていっていただくのが、正直な目標でございます」

「ほんとに正直なヤツだ……。で？　じゃあ聞くが……お前らは、何売ってるんだよ」

「なんでも売ってます。飲食もありますし、読み物も販はん売ばいしております。でもまずは、一番代表的な……我が店の魂たましいともいえるコンテンツをお持ちしました。これは『おでん』といいまして、古くは室町時代から」

「店長代理、その辺の説明はあとまわしで！」

　店長代理におでんのウンチク語らせたら夜が明けてぜんぶ台無しになっちゃう。

「とにかく、あったかくて、懐なつかしい味で、栄養もある商品です。本来、一〇〇Ｇ前後の商品ですが……今日は、ここに、一〇〇Ｇ引きの商品券があります」

　オレは、兵士達にクーポンを配る。

「ですので、これをお使いいただければ、お試し期間ということで、どれでも好きな具を無料で召めし上がっていただくことができます。いかがですか!?」

　勢い込んで、店長代理に代わっておでんを売り込むオレ。

　が。

「待て」

　その時だった。

「残念ながら──それはできねぇ」

　予想外の展開。兵士達の後ろから、声。

　そこから現れたのは──荒あら々あらしい金きん髪ぱつをオールバックにした、歴戦の勇士感が半はん端ぱではない、チョビヒゲの体格の良いオッサン──。

「総隊長！」

　そして、その男の登場に、今までいた兵士達は萎い縮しゆくしたようにその場に跪ひざまずいた。

　総隊長!?

　まさかのビッグネーム登場に、オレと店長代理は緊きん張ちようするが、そんな中、その総隊長とやらは、兵士達に気にするなときさくな感じで跪かないように指示し、

「お前ら、旅の商人かなんかか？」

　そして、オレ達に水を向けてくる。

「あ、はい。我々はデモン・イレブンという店の者で、本日はこのおでんを──」

　店長代理は、改めて、今度は総隊長に商談しようとするが、

「そこまでだ」

　その総隊長は、有無をいわさぬ調子でそれを遮さえぎる。

「さっきもいったが、その商品は食べるわけにはいかねぇ。何な故ぜなら、お前らが『ノワール』どものスパイじゃないって保証がねぇし。そこに毒が混入されてないとも限らないからな」

　淡たん々たんと、総隊長。

　え、えぇぇ!?　毒!?

「いや、そんな、まさか……!?」

　オレ達は呆ぼう然ぜんとなるが、

「長い間戦争してて、どっちの国にも、いまやスパイだらけだ。だからオレ達は、今、基本、自分で調達して自分で調理した食いもん以外、口に入れねぇ」

　さらに続ける総隊長。

　オレと店長代理は顔を見合わせる。

　え？　ってことは──この状態じゃ、デモン・イレブンの最大の長所である〝飲食〟によるアピールが、この人達には出来ないってこと……!?

「いっとくけど。飲食じゃなくても一いつ緒しよだぞ」

　そして、気配でも読んだのか。その総隊長は、オレに忠告してくる。

「思想で洗脳してくる可能性もあるし……あらゆる外部書物の読書も禁止されてる。

　お前らの店、昼間外からチラッと見たけど書しよ籍せきと飲食物が基本なんだろ？

　だから、たぶん、今この軍に、お前らの店利用できる人間はいねぇぜ？」

「そんな……！」

　まさかの完全シャットアウト宣言にオレと店長代理は顔を見合わせた。

　た、確かに、飲食も不可で、書物（つまり雑誌等）も使えないとなると……デモン・イレブン、けっこう両翼が使えないような状じよう況きようじゃないか……！

「い、いえ、あの」

　けどここで諦あきらめるわけにはいかない。オレは喰くらいつく。

「でも……オレ達……本当にスパイとかでもなんでもないですよ？

　冥めい界かいとこの世界の戦争仲裁したり。勇者と魔ま王おうの戦い仲裁したりしたこともあるくらい、中立さに定評があるくらいで」

「そういうこっちゃねぇの」

　しかし総隊長はピシャリとオレの話を遮った。

「オレだってお前らが悪いヤツらな可能性は限りなくゼロに近いと思ってるよ。けど、ゼロって確証がないもんに手ぇだして、やっぱダメだった！　じゃすまねぇのが戦争なんだよ。だから、無理だ。

　まぁどうしてもってんなら……敵方……今日昼間戦ってた『ノワール』いってみりゃいいんじゃねーか」

　そして、吐はき捨てるようにいうのだった。

「向こうが今どんな状況かわかんねーけど。

　アイツらは、なんでもアリのパッパラパーだからな……。

　もしかしたら案外コンプライアンス緩ゆるくて、店利用してくれるようなやつもいるかもしれねーぞ」

　面白くもなさそうにそういうと、その総隊長は周囲の兵に帰るぞ、と促うながし、そのままごくアッサリその場から去っていく。

　残されたのは、オレと、店長代理と、おでんの什器……。

　ヒュウゥゥ……なんかわびしい風がオレ達の間を吹ふき抜ぬけ、

「おい……透……全然ダメじゃねーか!?」

　その瞬しゆん間かん、ここまで匍匐前進したりして、めちゃめちゃ頑がん張ばっておでんの什器を運んできた店長代理が、絶望したように叫さけぶ。

　オレは返す言葉もなかった。

　戦争休止中の状態なら、話も通じるだろうし、あとはおでんさえあれば、いつもの具合でなんとかできると思ったんだけど……

　こりゃあ予想以上に状況こんがらがってるわ。

　いつもの手段じゃ状況打開できないかもしれない……!?

「し、仕方ない……じゃあ、今の人のいった通り、今度は反対の『ノワール』いってみましょう!?　店長代理、その什じゆう器きお願いします」

「またぁ!?　お前、俺な、自衛隊で訓練積んだ兵隊とかじゃねぇんだぜ……？　むしろ声優、バリバリの非戦せん闘とう員なんだぜ……」

　ガックリ肩かたを落とす店長代理。

　こうして今度は、オレ達は、もう一つの国──『ノワール』のほうの本ほん陣じんへ〝呼び込み〟に向かうことにした。
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　一時間後──。

　オレ達は、篝かがり火びがたかれ、超ちよう警けい戒かい態勢のまま夜を明かしている黒い鎧よろいを着た兵士達のいる陣じん地ちに到とう達たつしていた──。

　が。

「はあ？　〝おでん〟？　買えるわけないだろ、そんなの……」

　そこで待っていたのは、『ルージュ』で経験したことと全く同じだった。

『ノワール』の陣地に着くと、どうもたまたま、風にでも当たりにきてたらしい、銀ぎん髪ぱつをオールバックにした、精せい悍かんな顔つきの黒い鎧の騎き士しに鉢はち合あわせたので、そこで早速商談を開始したのだが、それは即そつ刻こく玉ぎよく砕さいに終わった──。

「な、なんでですか？　オレ達はデモン・イレブンっていって、」

　それでもオレは諦めきれず、詰つめ寄よろうとするが、

「なんでもいいけど。お前らが『ルージュ』のスパイじゃねぇって確証ねぇだろ？

　だったら買うこたできねーよ」

　にべもなくいってくる黒騎士。

　またこの展開かよ……!?

「まぁどうしてもってんなら、『ルージュ』いってみりゃいいんじゃねーか？

　向こうは物を粗そ末まつにしねぇ連中だから、案外食ってくれるかもしんねーし」

　そしてその後ろに繰くり出されるアドバイスも全く同じだった。

「いや、もう行ったんですよ……」

　なのでオレは正直にいった。

「そしたら、チョビヒゲの兵隊さんに、こっち行ったらなんとかなるかもっていわれて」

　オレ達は愚ぐ痴ちっぽく事情を説明しようとする。

「な、何……!?」

　その瞬間だった。

　目の前のオッサンの目の色が変わった。え？

「チョビヒゲの兵隊!?　そいつ、どんなヤツだった!?」

「え？」

「どんなって……」

「こんなヤツじゃなかったか!?」

　いいながらオッサンが取り出したのは──

　プレートアーマーの下にあった、一つのロケット。

　そこには小さな写真が入っており──

　そこに、今目の前にいるオッサンと。

『ルージュ』で遭そう遇ぐうした金髪オールバックのチョビヒゲのオッサンが、肩を組んで並んでいる姿が写っていた。

「あ……こ、この人です、この人ですよ！」

　なんか、奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんに立ち会ったような気がしてオレと店長代理はちょっと興奮。

「そ、そうかぁ……」

　その答えを聞いて、オッサンはガックリ肩を落とし、

「こいつはな、〝オルバ〟っつって、オレの双ふた子ごの兄貴なのさ」

　何故かオレ達にそんな事情を話してくれた。

「え？」

「双子の兄？　違ちがう国同士なのにっすか？」

「ああ。ちょっと複雑な事情があってな……」

　オッサンはそういうと、その複雑な事情とやらを話し始めてくれた。

　そこで語られた話は──なるほど、確かに、想像以上に複雑な事情だった。




　　　　※




「三年前。──つまり、つい最近まで、実は『ルージュ』と『ノワール』は同じ国の中の、ただ一政治的派は閥ばつに過ぎなかったんだ」

　オッサンは、まず、両軍間のそんな事情をオレ達に話してくれた。

「三年前って……マジで最近じゃねっすか」

　不思議そうな表情で店長代理。

「それが、なんで全軍あげて戦争することに？」

「まぁ要するに──考え方の違いさ」

　オッサンはサッと手を上げ、

「一つの勢力は、国を想って、もっともっと新しい文化を取り入れて、国を良くしようとした──。

　それが、オレら『ノワール』」

　そしてもう一方の手を上げ、

「そしてもう一つの勢力は、国を想って、今までの文化を大事にして、今まで以上にシキタリを大事にして、国を良くしようとした──。

　それが、『ルージュ』」

　オッサンは手を浮うかせたまま、

「国を想う気持ちは、二つとも、同じだった。けど、話し合えば話し合うほど、分かり合おうとすれば分かり合おうとするほど、だんだん二つの派閥の気持ちはすれ違い、いつのまにかとりかえしがつかないくらいの距きよ離りになって──

　こうだ」

　そして最後に一気にその二つを手が伸のびる精せい一いつ杯ぱいまで離はなし、──そして最後にゲンコツにしてぶつけあった。

「で。オレは、そもそも『ノワール』の総大将だったから、国が分ぶん裂れつした後も、『ノワール』の総大将のままだし。

　兄貴は『ルージュ』派の総大将だったから、もちろんそのまま総大将。

　結果、オレ達は、国を真っ二つにしてるこの騒そう動どうに、兄弟なのに、総大将同士として、完全に敵対する状況になっちまったのさ……」

　肩を落としながら、オッサン。

「そ、そうだったんですか……」

「けど……」

　店長代理が口を開く。

「けど、両軍の総大将が兄弟って、ある意味チャンスですよね？　和平しやすいっつーか……。そこで和平とかできねぇもんなんですか？」

「和平なんかするつもりはねぇよ」

　オッサンは力なく吐き捨てるだけだった。

「そりゃ、兄貴が、こっちの思想に賛同してくれるってんなら……大だい歓かん迎げいだけど。あの兄貴のことだ、そんなことありえねぇ。

　かといって、こっちだって、向こうの思想に賛同なんかできるわけねぇ。あんな思想じゃ国がダメになっちまう。だから、たとえ相手が兄貴だろうがなんだろうが、オレ達には、剣けんを納められない理由があるのさ」

　どこか寂さびしそうな、けどそれを上回る断固たる口調で言い切るオッサン。

「そんな……けど……兄弟なんでしょ……？」

　その返答に対し、店長代理は、不思議なくらい、納得のいってない表情で呟く。

（ん？　店長代理……？）

　なんだ？　店長代理、なんか、オレ達に見せたことない表情になってる？

　そんな店長代理を見て、オッサンは苦笑。

「ワリワリ。なんかリアクションに困るような話しちまったか？　忘れてくれ」

　そして店長代理の張った気をほぐすように背中を叩たたき、

「なんだか、お前ら弟みてぇで、つい色々くっちゃべっちまったぜ。

〝おでん〟とやらは規則で買ってやれねーけど……これとっとけや」

　そういってオッサンが渡わたしてくれたのは、一万Ｇ札。

「え？　い、いやいいですよ！　てか……オレ達、一応コンビニ店員なんで。商品売ってない人からお金もらいたくありません」

　ほんとは欲しかった……が。ギリギリのプライドを発揮してオレはいう。

「あそ。残念だな。そりゃ確かにお前らの商品買ってやりてぇんだけどな。オレが見る限り、お前らぜってースパイじゃねぇしな……」

　オッサンは笑いながら踵きびすを返し、

「でも無理なんだ。今は戦争中、だからよ。

　だからまぁ気が向いたらまた来てくれや。商品は買ってやれねーけど……今度はお前らの話、聞かせてくれよ」

　そういって、どっちかっていうと店長代理の方を見た後、本陣のほうへ去っていく。

「はあ……また売れませんでしたね……おでん」

　ガックリ肩を落とすオレ。店長代理は黙だまりこくっている。

　その背後には、グツグツ煮にえたまま、誰だれも手をつけてないおでんの什じゆう器きが置かれている。
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　夜の赤い大地を、デモン・イレブンに向かって進むオレと店長代理。

「……………………」

　その道中──

　店長代理は、やはり、静かなままだった。

　行きは散々文句いってついて来てたのに、今は文句ひとついわず、什器を背負ったまま黙もく々もくとデモンに向かって歩いている。

　どうしたんだろう。

「俺さ……」

　と、思っていると。オレの疑問に答えるように、唐とう突とつに、店長代理が口を開いた。

「は、はい」

「俺も、兄貴いるんだよ」

　唐突にいってくる店長代理。

「え!?　そ、そうなんですか？」

「うん。でさ。まぁありがちなんだけど。ある日、なんかくだらねぇことで喧けん嘩かして──もう帰ってくんな、みたいなこといっちまったんだよ。

　そしたら──。なんか、いきなり、次の日から、マジで家出ていっちまってな」

「えぇぇ……!?」

「まぁ、とっくに社会人になってたし。自立するってんで、家出たみたいなんだけど。なんか、こう……多少責任感じるよな」

「はい……感じそうですね、それは……」

「で、この話、続きがあってよ……」

　店長代理は続ける。

「その兄貴。家出て、一人暮らしになってから、より仕事に邁まい進しんしてったんだけど。その結果、パワハラ？　勤続疲ひ労ろう？　なんかよくわかんねーんだけど……なんかボロボロになって、一人暮らしの部屋から、出られなくなったらしいんだよ」

「えぇぇぇ!?」

「責任感じんだろ？」

　店長代理は苦笑。

「で、なんとか謝ったり、もしくは元気づけたりしてぇんだけど……なんか、兄貴、俺に会いたくねーらしいんだよ。だから、親も教えてくれなくて。住所もわかんねぇ。

　それで、俺、考えてさ。こうなったら──声優になるしかないんじゃねぇかって」

「え？」

　オレは一いつ瞬しゆん意味がわからないが、

「いや、うちの兄貴、アニメとかゲームは好きだし。あと、近所のコンビニくらいまではいけるらしいんだよ。でさ。今ってけっこう、コンビニでもアニメとのコラボとかやるじゃん？　店内のラジオに出たり。

　どうも、そういうのは楽しみに聞いてることは聞いてるみてぇなんだ。

　だから、それで、じゃあ。声優になったら。俺の声も届くんじゃね？　元気付けたり謝罪の気持ちも伝えられるんじゃね？　そう思って声優になったんだけど……」

「え……ええええ!?」

　意味を理解して、オレは思わず絶ぜつ叫きようした。

「そ……そんな感動的な理由で声優になってたんですか!?　店長代理が!?」

「へ？　あぁ、ま、それだけじゃねーけどな。元々、声、褒ほめられること多かったし。声で人を元気にするって中々いいじゃん？　だからいい仕事だと思ったんだよ。

　ま、とはいえ。今んところ、兄貴ぜんぜん回復してねーらしいし。

　兄貴が聞いてそうな番組にも中々出れてねーし。

　俺の判断あってたんかどうか、微び妙みようなトコなんだけどよ」

「い、いやいやいやいや……」

　オレは感心しきりだった。

　店長代理、確かに、二十歳そこそこにしては、いざという時けっこう落ち着きあったり。大局的なものの見方できたり。人生経験積んでるなーって思えるとこもあったけど。けっこう色々考えて人生経験積んでたんだな……！

　なんだか、リアルに、四歳年上ってことの経験値の差が感じられた。

「ま……だからさ。こう……断絶された兄弟の絆きずな、みたいな話聞くと。俺、なんか考えちまうんだよなァ……」

「そうだったんですか……」

　オレはここでようやく合点がいった。

『ノワール』行って兄弟の話聞いて以降、なんかいつもと様子変わっちゃったのは、だからだったんだな……。

「まぁけど……さすがに今回は俺らにどーしようもねーレベルの話だよなぁ」

　店長代理は嘆たん息そくしながらいった。

「魔ま王おうと勇者のオヤツ戦争止めんのとはわけが違ちがうぜ。おでんも食わせられねーし。今回ばかりはコンビニでどうこうできる規模の話じゃねーよ」

　そして、

「これがうまく解決できりゃ。まぁ罪つみ滅ほろぼし？　いや違うか。んー……なんかこう。俺と兄貴にも、明るい未来待ってるんじゃねーかって。気休めみたいなのになる気がしたんだけど。さすがに世の中……いや、異世界、そう甘くねーわなぁ」

　力なくそう呟つぶやく。

　さすがに世の中……いや異世界そう甘くはない、か……。

（そう……なんだろうか？）

　オレはなんとなく同意しかねた。

　これは、オレ達の手に余る事件で。今までとは深刻さが違う事件で。

　だから、オレ達にはもうどうしようもない。

　そういう、諦あきらめるべき事件……なんだろうか？

　などと考えてる時だった。

「おっ。見ろよ透」
















　店長代理が、急に前方を指した。

　そこにあったのは──

　夜の赤い大地の上。

　まるで地上の月のように、ほんのり周囲を蛍けい光こう灯とうで照らしているデモン・イレブン。

「な、なんかこうしてみっと、ホッとすんな。ホームに帰ってきたみてぇで」

　ちょっとホッとしたようにいう店長代理。

「そう……ですよ……！」

　その光景に、オレは、たぶん店長代理が思っていた以上に感かん銘めいを受けていた。

（そうだ………………まだ、諦めるのは早いよ！）

　デモン・イレブンを視界に入れた途と端たん、急激に元気になってオレは思う。

　そうだ、確かにここは異世界で、事態はめちゃくちゃ複雑だけど。

　オレ達にはデモン・イレブンがあるじゃないか。

　今までだって、色んな事件解決してきた実績もあるし。

　そこで働く、今ここにいない優ゆう秀しゆうなバイト達もいる。

　あホそーこムに戻もどって。

　もう一度考えれば、何かできることがあるんじゃないか!?
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「まぁ…………事情は分かったわよ」

　そして三〇分後──。相変わらず、店員以外客がいない店内、レジ前にて。

　オレの話を聞いていた、女子三人のうち、九条が深く嘆息しながらそういった。

　店長代理は今ここにいない。

　聞かせたくなかったので、なんとか店長代理だけ部屋に帰す方法はないか……と思ってたんだけど、特にオレが動くまでもなく、店長代理は

「疲つかれた……寝ねるわ。あ、おでんの仕込みだけやっといてくれ……」

　とフラフラになって一人部屋に戻っていった。まぁ、あんだけ働いたんだし、そうなるわなぁ……。

「要するに、また【Ｓ】ランクのことは一いつ旦たん置いといて。あのおでんバカの為ためにも、その兄弟の仲をとりもってあげたい……そういうことでしょ？」

「う、うん」

　確認してくる九条に、オレは頷うなずく。

「あのね、まずいっとくけど。私だって、その……店長代理に感謝してないこともないのよ」

　すると九条は、ハッとふんぞり返りながら意外なことを言い出した。

「へ？　そうなん？」

「そりゃそーよ。あのね、普ふ通つうに考えてみてよ。あの人、元々一日店長だったのよ？　いってみりゃ、他に仕事あるれっきとした社会人。ハッキリいって無関係なわけ。

　余よ裕ゆうないから、私が強引に手伝わせちゃってるけどさ……。

　その、お兄さんとのこともあるのに、こんなことさせちゃってるんだから。さすがの私だって感謝するわよ」

　口をとがらせながら、九条。

　うわー意外……。九条ってもうちょい店長代理のこと嫌きらってると思ってた。

　ちなみに、店長代理のお兄さんのことは、みんなにはとりあえずただ喧嘩中で、そのお兄さん、コンビニのラジオなんかは聞いてるみたいだから……そういうのを使って仲直りするため店長代理は声優になった……と微妙にボカしてお伝えしてる。部屋から出られないうんぬんは、店長代理に話していいか許可得てないしな。

「塔子もぜんぜん構わないですよ」

　スマホいじりながらいったのは白雪。

「確かに塔子達の勤務態度本部に送ったり、本部と細かい売上げのデータやりとりしたり、めんどくさいめんどくさいいいながら、一番めんどくさい店長としての業務ぜんぶやってもらってますからね。

　借りは充じゆう分ぶんあると思いますけど」

　そして白雪も淡たん々たんとだが、意外なことをいう。

　お、おお……。なんだよ。店長代理、意外に人望あるじゃないか……。

「ただ」

　しかし白雪の言葉には続きがあった。

「それと、実際この状じよう況きようをなんとかできるかどうかは別だと思いますけどね」

　現実的な意見をいう白雪。

「そーなのよ」

　九条も同意した。

「そこなのよ。その、二つの勢力に引き裂さかれた兄弟の為に。

　それと──

　まぁついでに、ウチの店長代理の気持ち軽くする為にも。

　その兄弟を仲直りさせる。

　その状況自体はわかったんだけど……いくらなんでも、今回ばっかりは何をすりゃいいわけ？」

　お手上げのようにいう九条。

「戦争やってんでしょ？　しかも……今回は、デモン・イレブンウチの両りよう翼よく。二大大たい砲ほう。飛車角。飲食と雑誌も使えないってんでしょ」

　腕うで組ぐみしながら九条はいう。

「今まで私らが問題解決してきた時、ほとんど飲食と雑誌頼だよりだったのよ？

　この状況で一体何をどうするってのよ」

「う───ん……」

　その問いかけに、みんな、困った。

　まぁそうなんだよ……。

　確かに、動機と目的はけっこうハッキリしてるんだけど。

　解決策が、いまのところ、完全に雲に包まれてる。

「飲食、書しよ籍せき以外ですと……たとえば、文ぶん房ぼう具ぐとか、軽衣類なんかですかねぇ？」

　とりあえず叩たたき台だいを、という感じでまず白雪が意見した。

「文具と軽衣類って……消しゴムとか丸首アンダーシャツとかで、どうやって戦争終わらせんのよ」

「まぁそうですねぇ」

「あとは、まぁ…………ＡＴＭとかチケット端たん末まつ。各種公共料金のお支し払はらい──なんかも、あるっちゃあるな」

　オレも、思いついたままにいってみる。

「それも微び妙みようよねぇ……」

　九条が腕組みしたまま難しい顔でいう。

「その兄弟が、戦争中に、各種公共料金のお支払いに来るとは到とう底てい思えないし……！　チケット取りに来るわけもないしねぇ」

「う───ん……」

　オレ達は頭を抱かかえる。

　デモン・イレブン。なんでもできると思ってたけど……当たり前かもしれないけど……戦場の真まっ只ただ中なかでは意外にできること少ないな！

「ユーキは？」

　そんな中、九条が勇気に振ふる。

「なんかあんたさっきからぜんぜん喋しやべってないけど。なんか案あったりしないの？」

「うーん？」

　曖あい昧まいな笑顔で、勇気。

「ちょっと、あんた、聞いてた……？」

　九条がその勇気の様子に睨にらみつけるように聞くが、

「にゃはっ、ワリワリ。いや、聞いてたぜ？　ただ、さっき、透から店長代理の兄貴の話聞いて、ちょっと気になってさ。

　そういやウチの店……ラジオやってたんだなーって」

　天てん井じようを指しながら、勇気。

　そこからは──もうオレ達にとっては、ヘビロテが過ぎて、完全に道路を走る車の音のように聞き流していた、デモン・イレブン専用ラジオ──〝デモン・ウェーブ〟のくだらない内容の声が聞こえてきていた。

「なんか……あんま面白くねぇし、流れる音楽のチョイスも微妙だし。異世界来てからこっち、店内ウルサすぎたってのもあって、日本にいたとき以上に聞いてなかったけど。

　異世界に来ても、がんばって、毎日流れてたんだなーと思って」

　感心するように勇気。

「そういやそうね……あまりに存在感無さ過ぎて忘れてたわ」

「けど、これたまに思い出すとそれはそれでうるさいですよ。塔子、同じの何回も聞かされるからむしろきっちゃえばいいのにっていつも思ってましたけど」

　そして九条と白雪に散々にいわれるデモン・ウェーブ。

　まぁ、でも、みんなそんなもんだよな。

　オレだって基本、このラジオちゃんと聞いたことないし。

　わざわざこのラジオちゃんと聞いてる店員やお客さんがそういるとも思えない。

　そんな中、ラジオパーソナリティは、気にせずコンビニに寄せられたハガキの内容を健気に読んだりしている。

　それはいつも通りくだらないコーナーで、自分にとって近しい人に、普ふ段だんはいえないような素直な気持ちを、コンビニエピソードを交えてコンビニラジオで伝えよう……という、正直、関係ない人間にとっては、かなり興味が持ちにくい内容。

　今日は、なにやら娘むすめがお母さんへの感謝の気持ちを、昔コンビニでアイスを買ってくれた思い出なんかを絡からめながらハガキに認したため、それが読まれていた。

　最初は感動したような気もするけど、これって生じゃなく録音だから。まぁ無意識に何回も聞いてるし、今さら何も感動しようがない……。

　なのでオレは、それをいつも通り聞き流そうとしたのだが……………………

「ん？」

　その時。オレはハタと気づいた。

「いや、待てよ。ラジオ？」

　飲食がダメ。

　雑誌がダメ。

　飛車角落ちの状態で、さらに軽衣料やら各種サービスも望のぞみ薄うす。

　ほとんどの機能が封ふうじられている今回のデモン・イレブンだけど、

「そーか……そうだよ」

　オレは気づいてしまうのだった。

「まだオレ達には……〝デモン・ウェーブ〟があるじゃないか！」
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「おまーら……な、何やってんの？」

　翌朝。そろそろ日が完全に昇のぼろうとした頃ころ。

　騒さわぎを聞きつけ、デモン・イレブン屋上まで上がってきた店長代理は、啞あ然ぜんとした顔でいう。

「ラジオですよ、ラジオ！」

　オレは、慌あわただしく準備しながらいうのだった。

「店長代理、オレ、気づいたんです。飲食ダメで雑誌がダメでも。コンビニには隠かくし武器……〝ラジオ〟がまだあるじゃないですか。

　オレ達なりの、オリジナル〝デモン・ウェーブ〟、こっから平原に流すんです。それで……あの戦争止めましょう！」

「はあ!?」

　と呆あきれる店長代理の前には、現在、白雪が屋上に設置した、急造の公開生放送用の簡易ラジオスタジオ。

　そして、戦場のできるだけ広い範はん囲いに拡大するために置かれた巨きよ大だいなアンプが置かれている。

「ど、どうやって？」

「オレ達、今、直接コンビニの商品は売れませんけど、ラジオ使えば、戦場にいるお客さんに、コンビニ店内の商品の凄すごさとか、あとはオレ達店員の独自のサービスとか──そういうの伝えることは出来るじゃないですか」

　オレは店長代理に身み振ぶり手て振ぶりを交えながらいい、

「それで、両軍の兵士達を精神的にこう……堕だ落らくさせて。戦争なんかやめてコンビニ行きてーって戦意喪そう失しつさせて。戦えないような状態にするんです。

　兵士が戦争できない状況になれば……〝総大将〟も、もういがみ合い、続けられないですよね？

　そうすれば──こう、兄弟仲直りもグッと近づくじゃないですか」

「無茶が過ぎねぇか、それ!?」

　ビックリしたようにいう店長代理。

「もう、どっからつっこみゃいいんだよ!?

　そもそも、俺ら、シロウトだぞ？　俺一応ラジオの経験もあるけど、それだってそんなガチでやってたわけじゃねーし……。お前らに至ってはコンビニバイトじゃねーか！

　その面子がやったポンコツラジオで戦争とめられると思ってんの？」

「んなの、やってみなきゃわかんないじゃない」

　公開ブースの椅い子すに座り、ヘッドホンをつけながら九条がいう。

「そーそー。それにサ、真壁サン。コンビニ店員だからできるナイスなラジオってのもあると思うぜー？」

　同じく、ヘッドホンをつけながら勇気。

「は？」

「おまけにあたし達は異世界コンビニでそれなりの期間バイトしてんだぜー。異世界人の生態は、けっこう知り尽つくしてると思わねー？」

「そ、そりゃそーかもしんねーけど……」

　店長代理は、ちょっと納得しかかったような表情になるが……

　そこで、チラッと、白雪のほうを見る。

「白雪……お前もか？　お前も……んなシロウトくせぇ無茶な作戦にのっかんのか？」

「え？　いやシロウトって。塔子、オクラホマではパーソナリティとして三つくらいレギュラー持ってましたし。自分でも聞きますからそんな無茶な作戦とも思いませんけど？」

　淡たん々たんと白雪。そうだったの!?

　もう、それ、〝天才〟とかって言葉じゃ説明できないマルチな活かつ躍やくぶりじゃない!?

「えぇぇぇ…………」

　トドメをさされたように店長代理は呻うめく。

「マジか……？　アホだアホだと思ってたが、まさかそこまで無む謀ぼうな奴やつらなのか、デモン・イレブンバイト陣じん……？」

「さ──あんたもさっさと座りなさいよ」

　そして九条が店長代理を促うながす。

「あんただって、一応プロなんでしょ？」

　そしてヘッドホンを店長代理に投げて渡わたす。

「たまには格好良いところ見せなさいよ。じゃないとあんた、このままじゃほんとにただの店長代理……もしくはおでんバカになるわよ」

「にゃははは！　そーそー」

「てか、店長代理、ほんとに人気声優だったんですか？　塔子の持ってる独自データベースには載のってないんですけど？」

　三者三様に店長代理を誘さそう女子陣。

「店長代理」

　オレも続く。

「店長代理、いってたじゃないですか。お兄さん、ラジオは聞いてるから、それでなんとか自分の気持ち伝えたいって。

　ここで、ラジオ使って、あの兄弟の喧けん嘩か仲裁したら……気休めどころか、ほんとにそういうことができるんだって、自分が間ま違ちがってなかったって証明になるんじゃないんですか？　だから……」

　オレはなおも言い募つのろうとしたが……

「チッ……あーもーあーもーわーったわーったわーった。

　わーったよ！」

　店長代理は、何かを諦あきらめたようにめんどくさそうにいうと、ヘッドホンを装着し。

　そして机に腰こし掛かけた。

　おおっ!?

「やりゃあいいんだろ、やりゃあ。オッケ、いいじゃん。俺だって、ずぅぅっとこの店でコキ使われて、声優魂だましいの鬱うつ憤ぷん随ずい分ぶん溜たまってんだよ。

　こうなりゃ……声優、真壁ケイタの本領、発揮してやらぁ！」

　いいながら、スピーカーの音量を最大に上げ、平原にデモン・ウェーブを大音量で流し始める店長代理。

　さぁここからである。

　デモン・イレブンの、デモン・ウェーブによる、デモン・イレブンの為ための、そしてあの兄弟と店長代理の為の反はん撃げきが始まる──！
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『さぁ始まりました〝デモン・ウェーブ異世界版〟！　最初のパーソナリティは、私、アニメ〝小さくセットポジション〟や〝プラチナのＡ〟への出演でお馴な染じみ、真壁ケイタでございます』

　店長代理がデモン・ウェーブを始める！

「な、なんだ!?」

「声が……オレ達のものではない、声が聞こえてくる!?」

　ワァァァァァ！

　店の前では、ちょうど、『ルージュ』と『ノワール』の合戦が再開されたんだけど。

　しかし今日は、昨日とは違ちがう。

　店長代理のラジオが流れた途と端たん、平原に、ささやかだけど、混乱が広がった。

『突とつ然ぜんですけどみなさん、〝おでん〟って食べたことありますか？』

　そんな中、店長代理が、両軍の戦意喪失の為、早速おでんトークを開始する。

『要するに、芋いもやら練り物を、グツグツ出汁スープで煮に込んで、味を染みっ染みにして、それをまだ熱いうちにハフハフいいながらむしゃぶり食うっつー割と庶しよ民みん的かつ国民的な料理なんですが──』

　相変わらず、おでんって日本でそこまで国民的人気あったっけ!?　とも思える、贔ひい屓きが過ぎるような内容のおでんトーク───。
















『いや、なんでこんな話するのかっていうとね。なんのことはない。昨日、久々に、おでんの卵、食べたんですよ。

　あ、卵、分かりますよね？　鶏にわとりの卵。

　おでんには、ゆで卵を、他の色んな具材──ちくわだのコンニャクだの牛スジだの醬しよう油ゆだの──っていってもわからないかもしれませんが──。

　ともかく、色んな具材が溶とけ出した少し甘みのある汁しるで一いつ緒しよに煮て、たっぷり味を染みこませて、それを喰くらう──そういう意味の〝たまご〟ってメニューがありまして。これ久々に、原点回帰で食ったら……まァうまいんですよ』

　恐おそろしいほどの実感・情感をこめながらマイクの前で語る店長代理。

　ごくり……。

　その瞬しゆん間かん、平原の端はしと端。

　その両りよう端たんから、軽く千は超こえる数の〝ごくり〟が──平原に向かって放たれた。

　すげぇ！　さすが店長代理！

　早くもけっこうな数の兵士惹ひきつけることに成功してる!?

　確かに今日ほど、店長代理のおでんスキルが役立つ日もそうはあるまい！

　経験上、この世界じゃ、戦意喪失に、おでんは最強ともいえる効果をもってるからな何故か……！　店長代理は続けた。

『まずね。味がたっぷり染みた、白身の部分を食べる。これが──もう──俺千回以上食べてんのに、なんか涙なみだ出そうになりましたよ。甘い出汁で煮ることで、卵の白身自身が持つうまみを最大限引き出してて──すんごいやさしい味がするんです』

　ごくり……。

　再び戦場に鳴なり響ひびく〝ごくり〟。

「なんだよ……コイツ、何の話してんだよ!?」

「おでんって何だ!?　おでんって何だ……!?」

　両軍から、そんな悲鳴にも似た声が聞こえてくる。まぁ、両軍、戦争中ってことは、食事も食べたいものを食べたいだけ食べられるって状じよう況きようではまずないだろうし。その辺、フラストレーション溜たまってるのかもな……。

　店長代理が続ける。

『でね。まぁ基本っちゃ基本なんですけど。勿もち論ろん、いくら美お味いしいからって、ここで一口で食べたりしちゃいけません。

　おでんってのは、基本、食べる時、そこに、無料でスープがついてくるんです。さっきもいった、色んな味が溶け込んだ……おでんの魂たましい、とも呼べるスープが、ついでのようにね』

「マジかよ……!?」

「無料でスープが……!?」

　あっさり食いついてくる兵士達。もう完全に興きよう味み津しん々しんだ……！

『そのスープを、半分食べて、黄身が大部分顔を出している残りの半分卵にかけて食べるんです……これが……スープで卵がホロッホロになって、なんか……。

　行ぎよう儀ぎ悪いんですよ？　行儀悪いんですけど……黄身の味とスープの味が絡からまりあって、今まで食ったどんな高級料理より、何倍も、何十倍も、舌が喜ぶ味がするんですよ……』

「マジかよ……!?」

「殺す気かコイツ……!?」

　ごくり、ではなく、じゅるり、という音と共に、悲鳴のような声が大地に響き渡った。いやなんかむしろノリいいなこの戦場の兵士達!?　昨日の無関心どこいった!?

『で、ね。最後。スープをかけて、ホロッホロに崩くずれて、逆に、スープに崩れ落ちた、卵の黄身あるじゃないですか？

　この崩れ落ちた黄身ごと、ズズ、とスープを飲み干すんです。これが、さっきとはまた違う……けっこう濃こい味のスープの中に、い～い感じのアクセントとして、黄身の断片が混じってて……もう、ほんと、自然に顔ほころぶんですよ……ふぁぁ～って』

　ふぁぁ～とほんとに顔をほころばせながらいう店長代理。

　ふぁぁ～。その幸せオーラは、瞬またたく間まに平原に伝でん播ぱしていった。

「クソ……なんだよ……憎にくしみが……憎しみが消えていく……!?」

「俺達……なんでこんなことやってたんだっけ？　その結果、こういう……うまいもんもロクに食えないって。なんか本末転倒じゃね？」

　カランッ。ガシャッ。

　平原のところどころで、兵士が武器を捨てていくのが見えた。

　いやいやいやいや！

　凄すごすぎるだろおでん×店長代理×ラジオの効果！

　期待以上に、オレ達の作戦効果発揮してる!?

「おい……お前ら……どういうつもりだ!?」

　が、その時だった。

　デモン・イレブンに駆かけ寄ってくる騎き馬ばがあった。

　見るとそこにいるのは、銀ぎん髪ぱつオールバックの渋しぶいオッサン──。

「あ、オジサン……」

「サムソンだ！」

　オッサンは名乗った。

「それより──何やってんだお前ら!?」

　嘶いななく騎馬に乗ったまま、こちらに怒ど鳴なってくるオッサン。

「余計なことすんじゃねぇ！」

　そしてオレ達を一いつ喝かつする。

「このままじゃ戦争が続けられねぇだろ！　オレ達は……譲ゆずれねぇもんがあって戦争してるんだ！　国の為に、オレ達は、どっちかが勝つまでちゃんと戦争を──」

『うるっっせぇぇぇ！』

　しかしその一喝を、今度は店長代理が一喝した。

『あんたら兄弟なんだろ？　兄弟だったら……いつまでも喧けん嘩かしてんじゃねぇよ！』

　店長代理が、マイクをオンにしたまま叫さけぶ。

『兄弟喧嘩は、一晩寝ねて、一緒に朝メシ食って、夕方一緒にゲームしたら……それでなんだかんだ手打ちってのが兄弟界の基本的なルールじゃねぇか！』

　怒いかり狂くるう店長代理。いや、それ、兄弟界っていうか、真壁家のローカルルールなのでは……とも思ったが、

『その手打ちにする手順、踏ふみたくても、踏めない兄弟だってこの世にはけっこういるんだぞ！　兄貴の居場所わからねぇとかさ！　その点、あんたらはちょっと歩み寄ればそれ実践できんだ！　この世の、仲直りしたくてもできない兄弟達の為にも──くだらねぇ意地はってねぇでさっさと仲直りしろや！』

　切実な声音で、サムソンさんを𠮟しつ責せきするようにいう。

「…………」

　その、店長代理にしては珍めずらしく真ま面じ目めな説教に、サムソンさんも、何か感じるものがあったらしい。

「……お前も兄弟いんのか!?」

　サムソンさんは、下から店長代理に聞いてきた。

『いるよ！　暴言吐はいて、喧嘩した後……心も身体からだもバラバラになっちまって、失しつ踪そうして、仲直りしたくても、物理的に仲直りできねぇ……厄やつ介かい極まりねぇ兄貴が！』

「仲直り……したいのか！」

　真しん剣けんな表情で確かめてくるサムソンさん。

『当たり前！』

　即そく答とうする店長代理。

「……………………」

　その返答に、サムソンさんはしばし沈ちん黙もくしていたが、

「クソったれ──勝手にしろ。オレには……オレのやり方があるんだ！」

　気に入らないように、納得いかないように、そう吐き捨て。そのままデモン・イレブンの下から駆けていってしまった。

「あぁぁあ……」

「くそ、何よあいつ！　説得失敗!?」

　それを見て、オレと九条は肩かたを落とすが、

『気にすんな』

　店長代理は肩をすくめて、さほど気落ちした様子でもない声でいった。

『当初の計画通り行こう。俺達は、ラジオで、両軍の思想の壁かべを打ち砕くだくんだろーが』

　前向きにいう店長代理。

　確かに……！

　オレ達は、その言葉で再び前を向いた。

　もともとオレ達は、あの二人に直接訴うつたえかけるんじゃなく、周りでやってる戦いそのものをやめさせて、結果的に仲直りさせようってのが狙ねらいだったんだ。

　当初の狙い通り、戦争終結させればいい！

『えー失礼しました。ちょっと公開収録にありがちな乱入者が一人現れまして。

　気を取り直して、ここで音楽行きましょうか。音楽はこの人。野の宮みや勇気さん』

『にゃははは！　了りよう解かいだぜー真壁サン』

　勇気がブースに入った。




『さぁ、ここからは、あたし、野宮勇気の邦ほう楽がく洋楽セレクション。最新のブラックミュージックから今流行はやりのＪポップまで、今この瞬間にマッチする音楽をセレクトして、この草原をダンスホールに変えてやんぜー！』

　ここでパーソナリティがもう一人のパーソナリティ、野宮勇気にスイッチ！

　勇気のコーナーが始まった！

『今日はおでんの話から入ったからな……。今、日本じゃ『ＢＩＧ‐４』って超ちよう人にん気きアイドルがいるんだけど、そいつらのトリプルミリオン曲、〝世界に一つだけのおでん〟いってみっか！』

　そして流れ出す音楽。

　勇気は、普ふ段だんラジオをよく聞いてるとかで、ラジオに詳くわしい。また、音楽の趣しゆ味みは素人しろうとのオレから見てもなんかセンス良さげだった。だからこのコーナーを任せてる。

　そして、流れ出したオレはよく知らない〝世界に一つだけのおでん〟は──

　なるほど、最初はなんかネタ系の音楽かと思ってたけど……歌詞をちゃんと聞いてみると中々良い歌だった。

　おでんには、様々な具がある。

　けど、おでんの具達は、別に、どの具が一番だなんて競い合ったりしてない。

　おでんの具には、それぞれ、良い部分がある。

　人間もおでんの具のように、ナンバーワンじゃなく、オンリーワン、いやむしろオデンワンを目指そう、そんな歌詞の曲。

「ほんとだ……なんでオレ達、こんな不毛な争いしてるんだ……」

「ちくわに牛スジ、たまごに大根、ロールキャベツに白しら滝たき……。全く出自も個性も違ちがうそいつらが共存してる〝おでん〟とやらのように……オレ達も……共存できないものだろうか？」

　そして、その効果は抜ばつ群ぐんだった。

　カランッ。

　カランッ。

　次々戦場に放り出される槍やりや弓。

「やっぱいいわよね、セカオデは」

　そして、隣となりでは、ちょっと目を潤うるませながら九条がいった。セカオデ!?

「そんな愛あい称しようなんこの歌!?　つか、これ、そんな有名なんだ……？」

「当たり前でしょ？　カラオケじゃ定番よ。今度ＣＤ貸したげるから聞きなさいよ」

「あ、うん、はい……」

　頷うなずくより他ない。でも確かにいい歌だし、オレも聴ききこんで練習しよ……！

　そしてその勇気の音楽が終わり、次は、

『さぁ次は、新コーナー。恋こいのミューズ九条の〝恋れん愛あいお悩なやみ一一〇番〟のコーナーだぜー？　じゃ、頼たのむぜマイー？』

『わかってるわよ。今日は第一回目だから、さっきＡＭ通じて緊きん急きゆうに募ぼ集しゆうした、日本人からの恋愛相談に答えるわよ。

　えーと、ＲＮラジオネーム〝イナバの白ウサギさん〟から。

〝最近、好きな人が出来ましたが、どうもその好きな人は、私の気持ちに全然気づいていないようです。彼と私は、幼おさな馴な染じみのような関係で、今さら言い出すのはちょっと難しい状じよう況きようでもあります。いまの関係のままでも充じゆう分ぶんだし、それを壊こわしたくない気持ちもあるし、でも、気持ちを伝えたい想いもあって……麻ま衣い姉なら、どうしますか？〟』

　お便りを読み上げていく九条。麻衣姉!?　なんで一回目で早くもそんな愛称定着してるんだこの番組!?　それに対し九条は、

『うわ、何これ……めちゃくちゃ気持ちわかるわ……。

　私も同じような……ううん、私の知人にも同じような状況に置かれてる子がいてね。ほんと、ニブイ男相手の片思いってのも、これはこれで辛つらいもんがあるのよねぇぇぇ……！　ああ、うん、あくまで知人のハナシだけど……』

　なんか親身に相談にのっていく九条。

　この、とりたててラジオ好きでもないという九条のコーナーを提案したのは勇気だった。

　ラジオ好きの勇気曰いわく、ラジオでは、恋愛相談がテッパンだと。

　聞いてるほうも感情移入して、このシチュエーションでも効果大のはずだと。

　そして、今、デモン・イレブンでそれができるのは……サブリーダー、九条しかいないと。その勇気の言葉は、どうやら正しかったらしい。

「恋愛か……。そういや、オレ、この戦争終わったら結けつ婚こんしてくれっていった婚こん約やく者故郷にいるんだよ……」

「マジ!?　オレも全く同じ！」

「マジ!?　オレも、この戦争終わったら結婚してくれっていったやついるわ。あぁぁぁ……あいつ、元気にしてっかなー……」

　この戦場、どれだけ〝この戦争終わったら〟フラグを立ててた兵士がいたのだろう。

　カラカラカランッ。

　店長代理と勇気のコーナーに匹ひつ敵てきする勢いで、また、戦場に武器が置かれた。

　前の勇者と魔ま王おうのオヤツ抗こう争そうの時も思ったけど、九条って、なんか妙みように親身というか？　恋愛に関して自分事として考えるの得意だよな。

　しかし九条にそんなニブイ男に苦しんでる知人がいるとは……。オレでよかったら何か相談のれるかもしれないし、後でちょっと九条に声かけてみるか……。




　そんな具合に、三人のパーソナリティを中心にラジオを展開し、ラジオで戦争をとめようとするオレ達。

　しかし、相手は〝戦争〟である。さすがに、ことはそう簡単に運ばず、両軍で戦せん闘とうを止やめようとしない勢力は、中々なくならなかった。

　そして、そんなジリジリした状況がしばらく続いた頃ころ。

　事態が、少しずつ、悪い方向に流れ始める。

「あの施し設せつを撃うて！　あれは『ルージュ』の洗脳施設である！」

「あれは『ノワール』の新兵器だ！　あれを駆く逐ちくしろ！」

　自分達の軍勢が、どんどん戦意喪そう失しつしていく事態に動どう揺ようしたのだろう。

　両軍の、一部の位階の高そうな兵が、デモン・イレブンを攻こう撃げき対象に据すえ、部下を使って攻撃を仕し掛かけてきたのだ。

「うおおおおおおおお!?」

　一気に矢や火矢、弩いしゆみの矢にさらされるデモン・イレブンの録音ブース。

「リーダー！」

「わかってる！」

　そこで動くのは、オレと白雪。

　オレと白雪の役割は、パーソナリティではない。

　白雪はディレクター兼けん警備主任。

　オレはＡＤ、警備員を兼任していた。

「デモン・バリア発動！」

　白雪がスマホをいじると、

　ヴンッ──。

　どういう仕組みなのかしらないが、デモン・イレブンの上空に薄うすい膜のようなものが展開──

　カカカカカカ！

　殺さつ到とうする矢その悉ことごとくを弾はじき返した！

「「「「すげぇ！」」」」

　その光景に、オレを含ふくめた残り四人の店員はさすがに叫さけばざるを得ない。バリア設置店だったのか、うちのコンビニ……！

「リーダー！」

「わかってる！」

　とはいえ、すべての矢を打ち落とすのは不可能らしい。

　三本、バリアのさらに上から、矢が屋上に殺到してくる。

「そこっ！」

　それに対し、オレは白雪特製の例の万引き防止ボールを放り迎げい撃げき！

　ゴッ！　二本を無事爆ばく破はし、残った一本を、

「あぶねっ！」

　パシッ！　ラジオブースに突つき刺ささる直前、かろうじて、手づかみでローリングキャッチした。

「「「「すげぇ！」」」」

　その瞬しゆん間かん、屋上で思わぬ歓かん声せいがあがった。

「むしろリーダーのほうが凄すごいんですけど!?」

「あんたどうやってんのそれ!?」

「え？　ど、どうっていわれても……。矢っていったって、いつも店内で暴れてたやつらの剣けんとか魔ま法ほうよりは遅おそいし……。自然とこれくらいなら捕とれるようになっちゃったんだけど……」

「「「「……………………」」」」

　全員何も答えてくれなかった。勇気ですら引きつった顔で沈ちん黙もくしてる。

　な、なんだよ……オレ、なんか変!?

　オレ、ちゃんと、どこにでもいる普ふ通つうのコンビニバイトってキャラ保ててるよな!?




　しかし、そんな、白雪のバリアと、オレのキャッチで防戦したところで。

　さすがに、プロの軍勢、しかもこれだけの数を相手に、いつまでも抵てい抗こうできないのは目に見えてる。

「どうします!?　この塔子のバリア、店の電力使って展開してますから、もうそう何回も張れませんし……そもそも、電気代半はん端ぱじゃないことになって本部にブチコロサレルかもしれませんよ!?」

　止まない攻撃に、次の手を決めきれないように白雪。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……」

　オレの疲ひ労ろうも限界に達していた。まぁそりゃそうだろ……何本弓矢ローリングキャッチしたか……。

『クッソ……ここまでか？』

　悔くやしそうにいう、店長代理。

『やっぱ……オレの声の力なんか、こんなもんなんか？　俺には、戦争とめることも……兄貴と仲直りすることも、できねぇんか……』

　希望を手放すような声でいう店長代理。

　だが、その時だった。

「「諦あきらめんな！」」

　戦場に、思いがけない声が響ひびき渡わたった！




　　　　※




　声の主は、地平線より現れた。

　赤と黒。大軍を引き連れた、二つの騎き馬ばがこちらに駆かけ寄ってくるのが見えた。

「え？　あれは……」

「例の兄弟じゃない！」

　叫んだのは、九条。そう、現れたのは、オレ達が助けようとし、そしてさっきは店長代理の言葉に耳を貸さず去っていったサムソンさんを含む──

　サムソンさんと、兄貴、オルバさんの兄弟だった。

「兵を退け！」

「これ以上誰だれも攻撃してはならぬ！」

　そして二人は、デモン・イレブンを攻撃していた兵士達に停戦命令を下す。

『ど、どういうこった……？』

　店長代理がマイクの前で思わず困こん惑わくの声をあげるが、

「どうもこうも。だからいったろーが！　オレにはオレのやり方があるって。

　オレはオレのやり方で。

　兄貴と和解して。

　この戦争──止めに来たんだ！」

「感謝するぞ、若いの。お前のおかげで、オレも、決心がついたよ。確かにお前のいう通りだ。世の中には、仲直りしたくてもできない兄弟もいる。

　オレ達──ちゃんと、直接あって、もっかい話あってみるわ」

　いったのは、おでん売りに行った時に会ったチョビヒゲのオッサン、オルバさん。

『マジかよ……!?』

　その展開に、オレと店長代理は思わず顔を見合わせた。

　よかった……諦めかけたし。オレも、無む駄だだったのかもしれないと思いかけてたけど。

　意味あったんだ。

　そして、店長代理の声は届いたんだ。

　自分達兄弟じゃないけど……少なくとも、こうして、店長代理は、異世界の兄弟、一組、仲直りさせられたんだ。

「さぁラジオ続けろよ！　お前らはお前らでラジオで戦争止めるんだろ？」

「オレ達はオレ達で、両軍のまだ抵抗したい奴やつらを説得して回る。

　それで──どっちが先に戦争終わらせられるか……勝負だ」

『おっしゃ……！』

　俄が然ぜんやる気が蘇よみがえった声で店長代理がいった。

『いいじゃねぇか。ここからが本番だ。魂たましいのパーソナリティ、真壁ケイタのトークで戦場におでんの花を咲さかせてやる──』

　再び話し出す店長代理。

　そこからは、急展開だった。

　ただでさえリーダー格が停戦を決めた状態、しかももともとラジオの効果で、両軍の戦意は喪失中。

　当初、停戦に合意してなかったグループも次々停戦に合意し、瞬またたく間まに、戦場に、戦争続行を叫ぶグループがいなくなる──。

　そして。

『さぁここで特別ゲスト！　『ルージュ』の総大将オルバさんと、『ノワール』の総大将、サムソンさんだ』

　争いがなくなったのを見て。

　店長代理が、オルバさんとサムソンさんをゲストに呼ぶ。

『こんにちはサムソンです』

『オルバです』

『この度我々は──『ルージュ』と『ノワール』の完全停戦に、合意しました』

　そして早速、停戦を発表するサムソン＆オルバ兄弟。おお！

『正直、両軍にはまだ埋うめ難い溝みぞがあるとは思う。オレ自身、兄貴とそんな感じだし』

『だが……そもそもは、互たがいに、国を良くしようという思いでは同じだったはず。それがいつのまにか、大きく袂たもとをわかって、戦争にまで発展してしまったが……』

『オレ達が犯した罪は大きい。けど──これ以上罪を大きくしないようにすることはできるはず』

『もう一度、国民全員で考えよう。自分達の考えだけでも、相手の考えだけでもない。本当に国の──いや、国民の為ためになるルールを』

　訥とつ々とつと語り切る、オルバさんとサムソンさん。

　その瞬間──

　ワァァァァァァァァ！

　オレ達がこの草原に来て以来、一番とも思える大だい歓かん声せいが平原から上がった。

　おお……！　その様子に、オレ達は顔を見合わせる。

　本当に、戦争が、終わった……！

　それを受けて、店長代理がマイクをとるのだった。

『そろそろお別れの時間が近づいてきました。

〝戦争撲ぼく滅めつスペシャル〟と称しようして八時間ぶち抜ぬきでお送りした今日の放送、いかがだったでしょうか。

　個人的には、いろいろ学ぶことがあったように思えます！』

　満足げに店長代理はいい、

『これからも、『ルージュ』と『ノワール』のみなさんに大きな幸せがありますように──それを信じつつ、この辺で〝デモン・ウェーブ〟今日はお別れです。野宮』

『はいよーお別れの曲は〝オデン・スゥィート・サンバ〟。じゃなー』

　平原に流れ出す、けだるくもリズミカルな音楽。

　こうして、オレ達初の〝デモン・ウェーブ〟は無事？　成功した。そして──。




　　　　※




　数日後。

　ワァァァァァァァ！

　デモン・イレブン店内は。

　阿あ鼻び叫きよう喚かん、殺到するお客さんで強きよう烈れつな混雑状じよう況きようになっていた。

「どんだけ混んでんのよ……!?」

　その状況に忙ぼう殺さつされながら叫んだのは九条！

「しかも、こんだけ混んでんのに……目当てが店長代理のサインと、おでんだけで。ほとんど売上げ稼かせげてないって……ほんといい加減にしなさいよこの異世界!?」

　あの後──。

『ルージュ』と『ノワール』は停戦をもう一度、公式発表し。

　今、オルバさんとサムソンさんは、国のみんなを巻き込んで、今後の展開を話し合っていた。

　そして、停戦したことにより、デモン・イレブン周辺は戦場ではなくなり、それどころか、戦争をとめた英えい雄ゆうの一味ということになり、またラジオの効果もあってお客さんは殺さつ到とうしていた。

　が。九条のいう通り。お客のお目当ては──

「真壁サーン！　おでん下さい！」

「店長代理～！　おでんを！」

　あのラジオで、一いち躍やく有名になった真壁ケイタ──店長代理。

　そして仕込みがあるからそんなに数が出せるわけもない店員泣かせの商品、おでんだった。

「マ、マジかクソ……つかちょっと待ってくれ……おでん売れすぎて、おでんが食えず力が……」

　そんな予想外の状況に店長代理はなんか半分ミイラみたいな表情になっているが、

（まぁ、でも、良かったですね、店長代理）

　その光景を見ながら、オレは少し安あん堵どしていた。

　この前ラジオ終わり。

　店長代理はオレにいってくれた。




「透。お前……ありがとな」

　あの日。へとへとながらも、どこか充じゆう実じつ感かんのある様子で店長代理はいった。

「俺の為に、九条達巻き込んで、ラジオやろうとしてくれて。

　これで──なんか、兄貴とのことも、吹ふっ切れたっつーか。自信になったわ。俺の選んだ道はそんな間ま違ちがってなかった。ラジオには……つーか声には、そういう力がある。鍛たん錬れん積んでけば、いつか俺の声も、兄貴に届くんじゃねーかな……ってな」




　勿もち論ろん──現実の店長代理のお兄さんと店長代理の関係は、まだ何も解決していない。

　けど、その言葉からは、強がりじゃなく、本当に店長代理は少し吹っ切れた──そんな風に見えた。

　あとは、いつか、お兄さんとちゃんと和解できたらいいんだけどな──




『さぁ、続いてのお便りです』

　──その時だった。

　天てん井じようから、正規のデモン・ウェーブのラジオが流れて来たのが、聞こえた。

　あ。そういや、これ、未だ常に流れてるんだよな……。相変わらず川のせせらぎみたいなもんで、ぜんぜん気に留められないけど。ラジオの声は続ける。

『〝この前、不思議な経験をしました。

　近所のデモン・イレブンに行ったら、なんか変なラジオがノイズ交じりに聞こえてきて……そこから、ところどころ、弟に似た声が聞こえてきたのです〟』

　ハガキが読み上げられていく。なんだこりゃ？

『〝私の弟は、職場で心を病んで、引きこもりになってしまった私の為に、声優になった男です。

　元々仲が良かったわけじゃないですし、そして、私が引きこもった後の、そういった行動も、私は、一時期、なんだか面めん倒どうで、ありがた迷めい惑わくな気がしていました──。　──けど。

　この前、そのラジオの似た声を聞いて、いつのまにか……私は、前向きな気分になっていました〟』

　一いつ瞬しゆん間があって、

『〝そういえば、弟の声には、人を前向きにさせる、そういう良さがあるんです。悔くやしいけれど、元気が出てしまいました。

　これからは、あまり強がらず、今度もし、ラジオや、本人の口から弟の言葉を聞いた時は、素直に耳を貸してもいいかな、そしてそれを本人に伝えられればな、そう思います。

　そんな風に思わせてくれた、弟に似た声（なんか異世界がどうとかいっていたような気がします）の不思議なパーソナリティさんに、感謝したいと思います〟

　……だ、そうです。ＲＮ・マカベリュータローさんから。

　？　なんか、不思議な投とう稿こうですねぇ』

　困こん惑わくした様子で喋しやべり始めるパーソナリティだったが、

「いやいやいや…………？」

　職場で心を病んで引きこもって、そしたら弟が声優になった。

　弟とは仲なか違たがいしていた。

　けど。異世界から聞こえた弟そっくりの声のラジオを聞いて、元気が出た。

　で──ＲＮが、真マ壁カベリュータロー……。

「て……店長代理！」

　思わず叫さけぶオレ。

「なんだよ!?　今それどころじゃねぇんだよ、こっち手伝え透！　おでんの仕込みが全然追いつかねぇ！」

「こっちのほうが全然それどころじゃないんですけど!?　今ラジオで──」

　思わず絶ぜつ叫きようするオレ。

　店長代理の目が、驚きよう愕がくに見開かれたのは、そのすぐ後のことであった──。



















「いらっしゃいませいらっしゃいませ！」

　今日も今日とて、〝戦場〟で営業を続けるデモン・イレブン。

〝戦場〟に来てから、一週間が経っていた。

　当初はおでんしか売れなかったこの〝戦場店〟だが、努力の甲か斐いもあってか、ぼちぼち、売上げも上がっていきそうな気配である。

「よし、今度こそこの場所で──」

　期待に目を燃やし、決意を固めかけるオレ──だったが、そうは問屋がおろさない。




　ドンッ!!




　四回目の爆ばく発はつ音が、足下から鳴なり響ひびいたのは、その時だった──！




　　　　※




「ウソでしょ……!?」

「えええええええええええええ!?」

　爆発直後、頭を抱かかえるオレ達。今回は五人全員店頭にいた。

「また〝ドンッ！〟!?　これ、まだ続くの!?」

「さすがに飽あきてきたわよぉぉ!?　もう打ち止めなんじゃなかったの!?」

　爆発が終わり、一いつ瞬しゆんにして切り替かわった外の光景を見る。

　窓の外には、赤い絨じゆう毯たんの先にある、黒い玉座。ひび割れた石いし畳だたみや石の柱。

　灯りがない薄うす暗ぐらい部屋で、怪あやしげにゆらめく無数の蒼あおい蠟ろう燭そくの炎ほのお。

　そんなものが見える、巨きよ大だいな広間に──どうやらデモン・イレブンは、無理やりのように出現していたらしい──。

「もういいわよ……どこよ……今度は、どこよ、ここは……!?」

　なんか諦あきらめたようにいう九く条じよう。

「あり？」

　そこで、気づいたのは勇ゆう気きだ。

「ここ、なんか見たことあるぜ？　もしかしてここ……魔王城なんじゃねーの？」

　そしてさらりといってくる、勇気。

「はあ!?」

「魔王城!?」

「うん。あたし、何回かここデリバリーで来てるし、見たことあんぜ？　それに、ほれ……みろよ、広間の入り口の向こう。廊ろう下かんとこ」

　勇気が指したほうを見ると……

　そこを、醜しゆう悪あくな目つきの巨大な猿さるのような生物、カタカタ骨を鳴らしながら行進していく骸がい骨こつ達、地面をのたくってはっていく巨大な軟ス体ラ生イ物ム──

　魔族。魔族が、慌あわただしく、この広間の前を横切って、どこかへ向かっていた。

「魔族……」

「って事は……!?　やっぱここ、魔王城なのか？」

　詳くわしくはわからないけど、この重厚な雰ふん囲い気きの中、魔族があんな続々出てくる城といえば……普ふ通つうに考えたらこれ、魔王城だよな。ベアトリーチェとかいるのか？

「けど……だとしたら、何か様子変じゃない？」

　その魔族達のほうを見ながらいったのは九条。

「なんか魔族達に余よ裕ゆうないっていうか。みんな、何慌しく走りまわってんのかしら」

　怪け訝げんにいう九条。

「にゃはっ。じゃあさ、あたし、ちっとひとっ走りいって事情聞いてくるぜー」

　そんな中、笑顔でいったのは勇気。

「え!?」

「いや。さっきもいったけど、あたしこの辺、配達で何回か来てるし、顔なじみも何人かいるんだぜー。ちょっと待ってろ、ジョウホウシュウシュウしてくっから！」

　いうが早いか、店を飛び出していってしまう勇気。

　す、すげぇ。オレはなんだかんだこの辺は来たことなかったんだけど。確かに勇気は魔王城デリバリー行ってたし、顔利くのか？

　そのまま勇気は、本当に、廊下で体長十メートルくらいある、三つ目の石像を摑つかまえ、談笑。

　二人は最後はお互たがい可お笑かしくて仕方ないといった感じで肩かたを叩たたき合うくらい盛り上がり、別れ際、小こ粋いきに手を挙げて会話が終わった。

「行ってきたぜー」

　ウィン、自働ドアを開き、店内に戻もどってくる勇気。

「お、おお。まじで凄すごかったな勇気……。今の知り合いだったんだな？」

　オレは確認するが、

「んにゃ？　いや知り合いかと思いきや、他人の空似だったらしく初対面だったぜ？」

　飄ひよう々ひようといってくる勇気。

　はあ!?　初対面!?

「お前、初対面の魔族とどうやったらあんなスピーディーに打ち解けられるんだよ？」

　店長代理が啞あ然ぜんといっているが、

「いや、共通の知人いたからよー。魔王とか、四天王とか。

　で。聞いた話だと、やっぱここは魔王城。ベアトたちの城で間ま違ちがいねぇみたいだぜ？」

　と、報告してくる勇気。お、おお!?

「ただ、ここは、正式には〝旧魔王城〟。老ろう朽きゆう化かが進んでて、今は主力メンバーはいなくて。若手の魔族が修行とか積んでる──そういう城なんだってよ」

「へぇ……」

　魔王城に、旧と新とかあるのか……。

「で。なんか今、城が慌しいことなんだけど。まぁそれも、老朽化がからんでくるんだけど。それがけっこうシリアスな問題が原因なんだってサ」

　そして勇気が続ける。

「シリアスな問題？」

　怪訝にオレ達。

　シリアスな問題──。この前の〝戦場〟編もシリアスだったと思うけど……。

　デモン・イレブンには珍めずらしく、シリアスな問題二連発か？　と思いきや──。

「なんか。今この魔王城のトイレ、老朽化が進んで、水回り壊こわれて、ぜんぶ使用できない状じよう況きようになっちまったんだと」

　同情を孕はらんだ嘆たん息そくとともに言い放つ、勇気。

「ん？　ト、トイレ？」

　オレ達は困惑する。

「クーデター起こったとか、なんか、勇者が乗り込んできたとかじゃなく？」

「そ。トイレ」

「それのどこがシリアスなのよ……？

　そんなのどこにでもあることじゃない。うちの店だってトイレ壊れたことあったし」

「わかってねーなーマイ」

　勇気は笑顔でいう。

「一個じゃねぇんだぜ？　ぜんぶのトイレが使えねーんだぜ？」

　勇気は両手を広げながらいい、

「しかも、ウチのトイレが壊れるのとは問題の規模が全く違うぜ。

　何千、下手したら何万の社員？　が働く魔王城だぜ？

　そこのトイレが壊れたら、どうなると思う？」

「どうってそりゃ……困る？」

「そう、困る。用を足すにも困るし、トイレって、用を足すだけじゃねーだろ？

　女子は化け粧しよう直したりするし、男はそこで他部署の人間と交流深めたりするっていうし。眠ねむくなった時や一人になってサボりたい時、人はみなトイレの世話になるもんさ」

　急にトイレ伝道師みたいなことをいいだす勇気。お前は今どこのポジションなの？

「ま、まぁわかったわよ」

　その説明を受け、たじろぎながらだが、九条は頷うなずく。

「あんま花も恥はじらう女子の前でトイレトイレいうんじゃないわよ……。要するに、今魔王城は、そういう問題があって、だから今、あんな感じに普通じゃない様子になってるってわけね？」

「そのとーり。ちょっとした機能不全みたいな状況になってるらしくてよー。

　まぁだから？　レコメンドしてきたぜ」

　得意げにいう勇気。

「レコメンド？」

　文脈が分からず全員が首をかしげた。

　レコメンドって……なんかＣＤショップとかに貼はってある、スタッフの人のオススメ文……みたいなやつのことだよな？　推すい薦せん文っていうか。

「レコメンドって……何をレコメンドしてきたのよ？」

「だから、トイレだぜ？」

　楽しそうな笑顔でいう勇気。

「コンビニってトイレ使用自由だし。うちもトイレはけっこう自じ慢まんじゃん？　ウォシュレットもついてて便座もあったかいタイプだし。

　だからそういう事情なら、気き兼がねなくトイレ使っていいってみんなに伝えてくれって、さっきの石像さんにレコメンドしといたんだぜー？」

「「「「え？」」」」

　その説明に、オレ達四人の目が点になった。

　全トイレ使用不可になり、トイレ難民溢るる魔ま王おう城。その魔王城に通う魔族に、デモン・イレブンのトイレ、自由に使っていいってレコメンドしといた？

「あれ？　なんだろ、透とおる」

　その時、店長代理が、フラリとしながらいった。

「なんだか俺。すげぇ嫌いやな予感がしてきやがったぜ？」

「オレもです」

　口々に不安を漏もらすオレ達──

　するとその時だった。

　ピンポーン。

　おなじみの入店音が鳴なり響ひびき──入り口から、十体近い魔族が殺さつ到とうしてきた。

　先頭にいるのは、さっき勇気が話していた石像、に見た目が酷こく似じした、色いろ違ちがいの像。

「ここか!?」

　そして石像はいうのだった。

「弟がいっていた──無料でトイレが借りられて、しかもそのトイレは、便座があたたかくて、水流を駆く使ししたおもてなしまで付属しているという──

　そんな極上のトイレを貸し出す店、デモン・イレブンというのはここか!?」

「いや、確かにここはデモン・イレブンですけど別に極上のトイレって程じゃ……」

　オレはいったが、もはや石像は聞いていなかった。勇気に案内され、勝手に窮きゆう屈くつに身体からだを屈かがめてトイレに入り、用を足し──。

「極上だ……」

　恍こう惚こつの表情でトイレを後にする。

「こんなトイレタイムは初めてだ……。これはもはや生理現象を済ますだけの場所ではなく一種のアトラクション……！　完全に今、魔ま界かいのトイレの歴史が変わった──」

　どっかのトイレ会社の回しもんかってくらいトイレを褒ほめてくれる石像さん。

　その発言で……完全に、他に並んでいたトイレ難民に火がついたらしい。

「どけよ！　次はオレがトイレに行く番だろ!?」

「笑わせるな小童！　序列からいえばワシが……」

「いいやオレだ。オレはもう三日もトイレ我が慢まんしてるんだ、いくらオレの魔力とはいえこれ以上は限界が──」

　店内で起こる、かつてないほど醜みにくい争い。

　そしてそんな騒さわぎを聞きつけ、後から後から、どんどん店内にトイレ目当ての魔族が侵しん入にゆうしてくる。おいおいおいおい!?

「いや、勇気……」

　オレは恨うらみがましく勇気にいうが、

「にゃはっ！　まぁ仕方ねぇよな？　こんな展開、御お釈しや迦かさんだって予想できなかったろーし」

「できたわ！　お前が魔界のトイレ難民にうちのトイレレコメンドしたって聞いた瞬しゆん間かんから、完全にこの展開予想できたわ!!」

　悲鳴をあげるオレ。えぇぇ……オレ達、異世界来て、しかも魔王城まで来て、トイレ貸さなきゃいけないの？

　こうして、デモン・イレブンＶＳ魔王城勤務のトイレ難民。

【Ｓ】ランク取るのに全く関係ない騒そう動どうに、オレ達はまた巻き込まれ始めた──！




　　　　※




　店内から店の外まで延のびる、超ちよう・長ちよう蛇だの列──。

　その先頭が目指すのは、勇者のもとでも、魔王のもとでもない。

　トイレ。デモン・イレブンのトイレなのである。にもかかわらず……

「なんっっでこんなにレジはヒマなのよ!?」

　どんっ！　とレジを叩きながら吼ほえているのは九条。

　そうなのである。

　あれ以降、ウチのトイレは極上施し設せつとして魔王軍に人気を集めていたが……

　トイレを使った客は、特に一声かけることもなく、店からさっさと出て行ってしまう客がほとんどで。店の売上げはほとんど伸びていなかった……！

「おかしいでしょ!?　普ふ通つう、コンビニでトイレ借りたら、お礼の意味をこめて、ジュースの一本、ガムの一個でも買っていこーと思わない!?　ぜんぜん【Ｓ】ランクへの売上げの足しにならないんだけど!?」

「まあ、あれ、日本の文化っていうか、少なくとも〝人間圏けん〟の文化だしなー……」

「そうはいっても、このままじゃやべーだろ」

　いかにも面めん倒どうそうにいっているのは店長代理。

「とにかく。なんとしても、トイレ利用後に、コンビニも利用してもらわねーと」

「じゃあ、個室の中に、購こう買ばい意い欲よくそそる張り紙か何か、しますか？」

　そこで提案してきたのは、いちおうオレ達の会話を聞いていたらしい白しら雪ゆきだ。

「え？　購買意欲そそる張り紙って？」

「わかんないですけど……コンビニのトイレって、店によって、商品のチラシとか貼ってある店ありません？」

「「「あ……」」」

　白雪のその言葉に、オレ達は揃そろえたように全員同時に声をあげた。

　脳裏に蘇よみがえる。そういえば、そうだよ。どこのコンビニだったかは忘れたけど……トイレの入り口のところに、おにぎり一〇〇円セールのチラシとか、ドーナツ売り始めの時は、そのチラシ貼ってたコンビニ、あるよな。

「いいじゃん」

　あれ、確かに、けっこう効果的な気がする！

「そこでうまいチラシ貼って、トイレ寄ったやつを店内に先導しよう」

「あ、じゃあ、あたしからいっていいかー？」

　早速挙手したのは後方でオレ達の会話を聞いていて、フラフラ寄ってきた勇気だ。

「いやいいけど……あんた、ほんとに今からやろうとしてることの趣しゆ旨しわかってる？」

　勇気はこの事態を招いた張本人であるからして、不安そうに聞く九条。

「わかってんぜー？　まぁ見てなって」

　勇気はいうと、〝ごめんやっしゃ〟とかいいながら、トイレの列に割って入っていき──うまい具合に間かん隙げきをぬって無人のトイレに侵入、

　そして数秒後、トイレから出てきた。

「お、もう貼ったのか？」

「そうだぜー、まぁ、見てな！」

　そしてその直後、入れ替かわりに、毒々しい色のオレ達くらいの背せ丈たけの蟹かにみたいなやつが、トイレに入っていく。

　どうでもいいけどあいつ、ウチのトイレでどんな感じで用足すんだろ……。

　そして、約一分。その蟹のトイレが終わるのを固かた唾ずを吞のんで見守るオレ達。

　効果、発揮するか……!?

　すると、ガチャリ。ほどなく扉とびらが開き、蟹がはさみで器用にドアノブを回しながら外に出てきた。

　さぁ果たして……!?　勇気の仕し掛かけを受けて、蟹はどう動くのか？　熱視線を送るオレ達。が。

　視線の中、蟹はオレ達に近づき、オレ達の前を横切り、オレ達から遠ざかり……

「な……なんすか？」

　最後に気味悪そうにそういうと。

　ガァァ……。そのままドアから外に出て行ってしまった……。あれ？

「にゃは？　あれおっかしいなー、ちゃんと良いポスター貼ったのに……」

　笑顔ながらも、心底不思議そうにいってくる勇気。

　不ふ審しんの目を向けたのは、オレと九条。

「いやユーキ……ちゃんと良いポスター貼ったって」

「お前が貼ったポスター。どんなポスターだったんだよ？」

「にゃは？　だから……コンビニのトイレによく貼はってる、これだぜ？」

　いうと勇気は、何故か予備をもっていたのか、トイレに貼ったものと同じと思われるポスターをオレ達に見せてくる。そこには、こんなことが書かれていた。




　トイレはね、いつも汗あせかきべそかき働いているよ。

　だからみんなも、コンビニでガムかなんかをかえばいいんじゃないかなあ？

　コンビニだもの。


ゆうき　　　　　






「「なんか違ちがう!!」」

　オレと九条は同時に叫さけんだ。

「いや確かにこのパターンもあるけど！」

　なんかこう、見る人の気持ちをほっこり前向きにする格言みたいの貼ってるコンビニのトイレもあるけど！

「にゃは？　違ったか？　あたしが知ってるコンビニのトイレ、よくこんなの貼ってあるぜー九九万円で世界一周できるボートの広告とか！」

「そーかもしれないけど、今回はそれじゃないでしょ!?　回りくどすぎるわよ！」

「実際蟹には無視されてるわけだしな……」

「こ、今回は別の方針でいきましょ」

　別に間ま違ちがいじゃないので強くはいえないが必死に勇気を説得するオレ達。

「にゃは、そうか？　残念だなー……こういうのいっぱい貼ったんだけど。じゃあ一枚残して、ぜんぶはがしてくるわー」

　いいながら、トイレに割り込んではがしてくる勇気。いや、できればぜんぶはがして欲しいんだが……そこまではいえないので。オレ達は仕方なく黙もく認にんすることにした。




「しゃあねぇな……」

　そんな勇気の失態を見て。

　次に挙手したのは店長代理だった。

「要するに、もっと直接的にやりゃいいんだろ？　俺に任せろ。確かおでん六〇Ｇセールのチラシ、本部から送られてきてたよな？」

「え？　あ、はい。事務所にありますけど」

「なら見とけ。俺がほんとの〝宣伝〟ってやつを見せてやるぜ」

　いうと店長代理は一度事務所の奥に引っ込み、そしてそのまま勇気と同じ要領で間隙をぬってトイレに入り、そして作戦を実行して出てきた。

　それとすれ違いに入っていったのは──二体で一対の魔ま物ものなのだろうか？

　頭のてっぺんから角を生やした、ピンク色の子鬼おにのような魔物が、ピーチクパーチク喋しやべりながら羽で飛ひ翔しようしつつトイレに入っていった。

　数分後──。二匹ひきが、トイレから、飛翔しつつ出てくる。

（さぁ今度はどうだ？）

　期待しつつ、二体の動向を追うオレ達。

　すると二体は、トイレ出るなり、オレ達にちょっとゾッとしたような眼差しを向け、

「ちょっとこの店マジなんなの……!?」

「ほんとマジなんなの……。なんか超ちようお尻しりにいいトイレがあるって聞いたから来たのに。マジ怖こわいんですけど」

　──何故か、日本のキツめの女子高生みたいな口調で。

　オレ達に恐きよう怖ふしてるような視線を残して、足早に店から出て行ってしまった。

「……へ？」

　全員、困こん惑わく。

「店長代理……ちゃんとポスター貼ったんですよね!?」

「あ、ああ、貼ったぜ。直接的に店内に誘ゆう導どうする為ため、普通におでん六〇Ｇポスターを」

　不思議そうに店長代理はいうが、勇気の例もある。本人はやる気満々でも根本的にどこか間違ってるのかもしれない。

「じゃあ、オレ……ちょっと見てきていいですか？」

「あ、じゃあ、俺も確認するわ。もしかして、変な具合にはがれちまってたりするのかもしれねーしな」

　オレ達はさっきまでと同じ要領で、連れ立って、トイレに入る。そして入った瞬間、

「あれ？　別にはがれてねーじゃん」

　不思議そうに店長代理はいうが、

「い……いやいやいや……」

　オレは身体中に鳥とり肌はだを立てていた。

「店長代理。このポスター。どういうコンセプトで貼ったんですか？」

「ん？　いやだから。さっきまでの反省活かして、直接的に消費者の心に訴うつたえかけるよう物量を活かして……」

「そこですよ」

　オレは震ふるえながらいった。

「物量活かしすぎですよ！　逆に拷ごう問もん部屋みたいになってるじゃないですか!?」

　トイレ内を見み渡わたしながら、悲鳴をあげるオレ。そこには──おでん六〇Ｇというニュースをできるだけ強調しようと、どぎつい赤や黄色が大半を占しめるおでんポスターが、ドアの裏、便器フタ裏、天てん井じよう、床ゆか、トイレットペーパーホルダー……

　一切隙すき間まなく、ビッチリ貼られている──狂きよう気きの光景が広がっていた。

「なんかサイコパスの人の部屋みたいになってるじゃないですか！　ちょ、あの短時間でこれどうやって貼ったんですか!?」

「え？　いや、なんかおでんのこと考えてたら自然と力が湧わいてきてよ……」

「どんだけおでんの為なら頑がん張ばれるんですか!?　しかも一枚だけ、さっきのゆうきの〝格言〟みたいの交じってて、ますますコワいんですけど……」

　床の一枚に、〝ゆうき〟作の『コンビニだもの』が貼られていて、この部屋の狂気度は最高潮に達していた。

「は、はがしましょう。逆効果ですって。さすがにもうちょい自然にやらないと……」

「はあ～？　直接的にしろっていったりさりげなくっていったり、注文細けぇなオイ」

　めんどくさそうにいう店長代理。
















　いや、そんな、難しいオーダーしてますかね……？




「やれやれですね」

　そんな年上達の苦戦を見て、見かねたようにいったのは最年少店員、白雪塔とう子こ。

「〝足るを知る〟って東洋の考え知らないんですかね、ここの人達は……」

　スマホをいじりながら、冷たくいったのは白雪。

「仕方ありません。塔子がちょっと一ひと肌はだ脱ぬぎますよ」

「いや白雪……」

　その名乗り上げに、オレと九条はちょっと不安になった。

　というのも。この白雪も、どっちかっていうと過か剰じよう気ぎ味みというか、なんでもかんでもやりすぎてしまう部分があるからだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あんた、あんたこそ〝足るを知ってる〟とは思えないんだけど……」

「何いってんですか。要するに、普ふ通つうのポスター一枚貼る。それだけでいいんでしょ？」

　状じよう況きようを簡潔に説明してくれる白雪。おおっ!!

「そ、そういうことそういうこと」

「その当たり前のことがここまで二名は出来てなかったのよ！」

「チッ」

「なんだぁマイその棘とげのあるいいかたは～？」

　店長代理と勇気が抗こう議ぎしてくるが、

「わかってますよそれくらい。じゃ、少し待っててください。すぐ仕上げますから」

　いいながら、右手に電動ドリル。左手にハンダゴテを持ちトイレに突とつ進しんしていく白雪。

　ん……？　あれ？

　たった一枚ポスターを貼るだけなのに、なんでそんな文明の利器が必要なのかな？

　オレの不安もむなしく、ウィィィィィ……！　白雪が割り込んだトイレから、謎なぞの工事音が響ひびいた。そして──！




　──一時間後。

　オレ達は、首を長くして、白雪と入れ替かわりで入った客が出てくるのを待っていた。

「いや白雪……」

　その状況。さすがに耐たえ切れず、オレは隣となりの白雪に聞いた。

「あ、あのさ。お前が謎の工事して、そのすぐ後に入ったお客さん。もうかれこれ一時間くらいトイレから出てこないけど。ど、どういう状況なのかな？」

「え？　い、いえ、塔子、ですから、一枚、普通のポスター貼っただけですけど……」

　なんか歯切れ悪く抗こう弁べんしてくる白雪。なんか怪あやしい……。そして、

「おぉいいつまで待たせんだよ！」

「こっちは店内にいつぶちまけたっていいんだぜ!?」

　ドンドンドン！　並んでる数百体の魔族がトイレのドアを手て荒あらくノック、フラストレーションもいよいよ爆ばく発はつしかけたその時──ガチャ。

　トイレの扉とびらが開き。白雪と入れ替わりで入っていった、紫むらさき色いろのガスの集合体のような魔族がようやくふわふわと漂ただよいながら店内に出てきた。

　だから、どーでもいいけど、ああいうお客さん、どうやってうちのトイレで用足してるんだよ……。

「おいお前長すぎるんだよ！」

「なんでそんなことになってんだよ!?」

　そしてそのガスに集中する非難の声。

「え？　い、いや、なんかあんまりにも綺き麗れいな映像で、見入っちまってよ」

　ガスは、呆ほうけた声でいい、そしてなんか疲つかれたように店外に出て行った。

「ちょ、ちょっと失礼」

　そのリアクションに疑念を深めたオレは、おいお前！　とクレームが上がる中、トイレに足を踏ふみ入れる。映像って今いってなかったか？

　果たして──オレの予想は的中していた。

　便器の前。扉の裏。

　ポスターを貼るのにちょうどいいポジション。

　そこには、ポスターは貼られていなかった。

　そこに貼られていたのは──ポスター程度の大きさと、厚さで造られた、極ごく薄うすのタッチ式ディスプレイ。

　そのディスプレイは、４ｋなど目じゃない高画質の映像で、代わるがわる店内の商品を広告し、さらにタッチすると、白雪特製のコンビニミニゲームで遊べたり、日本のテレビ見られたり、ネットできたり、電話できたり（ＡＭにのみ）……

　至いたれり尽つくせりな仕様になっていた。

「あ・の・なぁぁぁ」

　オレは絶望。

「住んじゃうやつ出てくるだろ、こんなもんここに設置したら！　白雪～！」

　白雪を呼び出す。

「す、すいません。頭ではわかってたんですけど。せっかくだからあれもつけようこれもつけようってしたら、こんな出来に……」

「い、いやあのさ。サービス精神旺おう盛せいなのは、科学者として、またコンビニ店員として良いことだとは思うよ。けどさ、」

「は？　何いってるんですリーダー？　最新の発表じゃ、サービス精神と科学者としての成功は必ずしも一いつ致ちしないって学説デフォですよ？　まさかそんなのも」

「うるっっせぇぇぇ！　いいから黙だまってオレのフォローからの説教聞けよ！　もう……とにかくはがすぞ、これ！」

「えー、これけっこう気にいってるのになー……」

　ブツブツいいながらはがす白雪。

　まったく、どいつもこいつも、普通にポスター貼れないもんですかね……!?




　　　　※




「ったくもう……話が進まないじゃない！　一回ポスターから離はなれましょう！」

　そんな失敗続きの状況を受けて、叫さけんだのは九条だった。

「このままじゃ、店内にこんだけお客さんいるのに、みすみす全部逃のがすことになるのよ！　とにかく、なんでもいいから、なんか買わせないと……！」

　悔くやしそうにつぶやき、

「そうだ」

　そこで九条はハッと思いついたようにいう。

「コンビニで買い物する気はないけど、トイレには行きたいわけよね、魔族この人ら。

　だったら……逆手にとって、買い物しないとトイレ使えないような状況にするっていうのはどう？」

　追おい詰つめられたのか、焦あせった表情でオレに提案してくる九条。

「か、買い物しないとトイレ使えないようにって……どんな？」

「だから──こうするわけよ」

　言い残すと、九条はいつもの要領で客がトイレに入る直前にトイレに入り、すぐさま出てくる。

「おい順番抜ぬかすなよ……！」

　入れ違ちがい様、次に並んでいた狼おおかみ男のような魔ま族ぞくが、舌打ちしながらトイレに入っていく──が、約一分後。

　悲劇が起きた。

「紙がねぇ!?」

　トイレからあがる哀かなしい声。

「お、おい、紙くれ、紙！」

　そしてドアをドンドン叩たたきながら訴えかけてくる魔族。

「オイまさか……」

　その光景を見ながらオレは震えた。

　そして九条のほうを見る。見ると九条の手には、クルクルクル……盗とう賊ぞくがナイフを回すような要領で回る、予備とスタメン、二本のトイレットペーパーが踊おどっていた。

「悪魔か!!」

　勇気や店長代理や白雪の比じゃねぇ！　オレはツッこむが、

「え？　まずい？　いや、ほら、今コンビニって、トイレに流せるポケットティッシュも売ってんじゃん。だから、行列の客すべてをこの状況に追い込んで、一人一回ポケットティッシュ売れば、そこそこ売上げになるかなって思ったんだけど……」

「やめようぜ!?　そんなブラックな商法！」

　怖こわすぎるよ、そんなコンビニのトイレ！

　とりあえずオレは九条からトイレットペーパーを回収し、小さく開けた扉の隙すき間まから、後ろ手で狼男にトイレットペーパーを渡わたす。

「あ、あのさ。コンビニってそういうんじゃないじゃん」

　そして九条に苦情。

「確かに売上げはあげなきゃなんないけどさ。そういう、こう……営利目的じゃない部分も、コンビニのポテンシャルの一つじゃん。

　雑誌立ち読みできたり。暗い夜道でも明るかったり。タダでトイレ借りられたり。それ、コンビニの経営に何の役に立つの？　そういうとこが、コンビニの良さだし、オレらもそういうデモン・イレブンが好きになったんじゃん」

「まぁ、そうだけどさ……」

「だから──」

　と、そこまで喋しやべってから、オレはふと思った。

　あれ……？

　待てよ。

　雑誌立ち読みできたり、暗い夜道でも明るかったり、タダでトイレ借りられたり。

　それ、コンビニの経営に何の役に立つの？　そういうとこが、コンビニの良さ。

　それが、コンビニの良さっていうんなら。

　もういっそ、変に色気出さず、そっちに特化するって作戦もありか？

「思いついた……！」

　ガッ！　オレは思わず九条の両りよう肩かたに手をやりながらいった。

「はぅ!?　お、おおお、思いついたって、な、何を思いついたのよ!?」

　何故か赤くなって挙動不ふ審しんに叫ぶように九条。

「お前らのおかげで思いついたんだよ。コンビニの──いや商売の基本。

　急がば回れ。まずは徹てつ底てい的てきに店の信用を上げるんだよ！」

「は、はあ!?」

　変に赤くなった顔のまま困こん惑わくの声をあげる九条。

　そんな九条を含ふくめ四人にオレはオレの考えた作戦を説明し──

　このトイレ騒そう動どうにカタをつける為ため動き出す！




　　　　※




「いらっしゃいませ、いらっしゃいませ。お待ちの間、喉のどがかわいた方いらっしゃいましたら、どうぞお茶をお飲み下さい！」

　一〇分後。オレ達は行動を開始していた。

「お？　何これ？　お茶ー？」

「はい。デモン・イレブンのコーヒーとかでもなんでもなく。事務所のポットで淹いれたお茶です。もちろん無料ですので、良かったらお試しください」

　オレは、本来デモン・コーヒー試飲用の一回り小さい紙コップを使って、列に並ぶお客さんで、希望する方一体一体にお茶を配っていく。

　その間、

『さぁみなさん大変長らくお待たせしました、今日のデモン・ウェーブ、お相手はみなさんのお耳の親友、真ま壁かべケイタです。

　今日は魔族のお客様が多いとのことで、私が考える魔族にピッタリなおでん百選を種族ごとにレコメンドしていこうと思います。まず手始めにスライムのお客様ですが材質が似ているということでこんにゃくにミソだれをつけて食べる食べ方を──』

　店長代理は事務所の店内のスピーカーを通じて必死にラジオパーソナリティとしてアドリブでトークを始め──

「にゃはは！　このラジオおもしれぇよな～。でさ、これもおもしろいんだけど、この前ベアトと話してたら、あいつまた変なこといっててさー」

　勇気は、持ち前の飛び込む力で行列で並んでるお客さんに世間話を仕し掛かけ──

　どっ！　講談師か何かなの!?　ってくらい周囲を爆ばく笑しようの渦うずに巻き込んでいる。

　すげぇな！　あと、共通の話題である魔王をテーマにしてるのもやっぱうまい！

「ったく、もう、なんで塔子がこんなことを……」

　白雪は白雪で、さっきとは逆、外で待ってるお客さん専用、自作の薄うす型がた携けい帯たいゲーム機〝デモン・パッド〟を配って、それ使ってみんなで通信対戦とかしてるし（ちなみに白雪はブーブーいいつつめちゃめちゃノリノリである）、

　ともかく、全員、商売とは関係ないことでお客さんをおもてなししまくっている。

「ど、どういう状じよう況きようなのよこれは……!?」

　その状況で困惑しているのは九条だ。

「い、いいの!?　こんな商機に、こんなにも商売と関係ないことに全力費やして！

　たとえば、あんたが配ってるお茶！　それ、せめて試飲用のデモン・コーヒーとかにしたほうが、まだ売上げに結びつく可能性あるんじゃ……」

「いやまぁそりゃそうだし。希望があれば、後でそれもやるつもりだけどさ。けど、トイレ待ってる魔族の人達に、利り尿によう作用あるコーヒー配るって……いくらなんでも向こうの事情無視しすぎじゃん」

「あ……」

　オレのその指し摘てきに、九条は虚きよをつかれたように固まり、

「じゃ、じゃあ。店長代理のラジオとかも、今日はそんなに強引なおでん推しじゃないのには、何か狙ねらいあるわけ……？」

「いや別に狙いってほどじゃないけど……単純に、トイレ待ちの時は、強引なおでんの営業かけられるより、一番組として、ラジオとして成立してるもの聞いたほうが、お客さん的には面白いだろ？　その辺配はい慮りよして頼たのむってオーダーしたら、まぁさすがプロだけあって、なんだかんだ店長代理が対応してくれてるだけで……」

「勇気と塔子も、ほんと、ただお客さんと遊んでるだけだけど……」

「いや、うん、まぁ、そこもあんまり商売のことは考えないでいいってオーダーしたし。それに対応してくれてるだけだと思うけど……」

　九条はオレのその説明に呆ぼう然ぜんと、

「……じゃあ、まじで、狙いないわけ？　これやったら、これ売れるとか。売上げに結びつけようって色気なしで、これやってんの!?」

「いやそりゃ、ちょっとは結びつけばいいなって思ってはいるけどさ」

　オレは正直にいい、

「けど、やっぱ、さっきもいったけど。お客さんに対する営業って、すぐ効果出る、劇薬的な営業も重要だけど。

　たぶん、商売って、それだけじゃダメじゃん。

　だってオレらが子供の頃ころデモン・イレブン通ってた時。

〝先せん輩ぱい〟始め、誰だれかから、そういう売上げ上げる為のワナ、仕掛けられたか？」

「あ……」

　九条はハッとなったように固まり、

「そう……ね。話聞いてもらったり、雑誌立ち読みしたり……売上げに貢こう献けんしないことばっかさせてくれたから……足しげく通ってたのよね……」

「そうそう。でもそんなオレらでも、たまの休みに、そのお気に入りのコンビニに親連れて行ってなんか買わせたり。ちょっとオトナになって、コンビニで物買おうってなった時、やっぱ愛着あるそのコンビニ行って商品買ったりするわけじゃん。

　だから、まぁ。オレらって、売上げ急いであげなきゃダメな立場でもあるんだけど。

　そうやって、そもそものパブリックイメージみたいなの上げていくのも仕事なわけだし。そこ忽ゆるがせにして目標達成しても……たぶん自分の中の、昔の自分は、納得してくれないじゃん」

　オレは九条に確認するようにいう。

「だから、こういう普ふ通つうに困ってるお客さんがいっぱい来てる状態の時は、そんなにこっちも焦らず、まずはこっちを知ってもらう……くらいの温度で攻せめる度胸、オレら、見せてみればいいんじゃん？」

　四人に話したオレの作戦は、つまりはそういうことだった。

　今思えば、オレ達は前のめりになりすぎてた。勇気のあの遠まわしな詩でさえ、結局何か買わせるためにつくられた作品なんだし。

　というわけで、今回は戦略的に商売度外視。

　こっちの狙いは極力抑おさえ、ただお客さんが喜ぶのは何か……？

　それだけを考えて、行動してみよう、そう伝えたのだった。

　そして。オレのその遠大な狙いは、予想以上に早く、その効果を現しだした。

「おい、城のトイレ直ったってよ！　四天王と魔ま王おう総出で直してくれたらしい！」

　九条と話していると、コンビニ内に、魔族によってそんな朗報が舞まい込み。

　店内に並んでいた列はあっというまに散開、瞬しゆん間かん的に、店内に魔族はほとんどいなくなった──

　はずだった。が。

　その報しらせが来て以降も、店内には、まだけっこうな数の魔族がトイレに並んだまま動かなかった。

「なんか色々おもてなししてもらったしなぁ……」

「どうせトイレ行くなら。多少並んでも、この店のトイレ行くわ……」

　そんな魔族が続出し。店の中に残ってくれていたのだ。

　帰っていった魔族達も、出て行くとき、なにやら少し名残なごり惜おしそうだ……。

　このままなら、今日、明日あしたは無理だとしても。近い将来、ちゃんと回りまわって恩返しに来てくれる。そんな手ごたえが確かに得られた。

「な？」

　その光景を見ながら、ホッとしたようにオレ。

「ふーん……」

　九条は、その光景を、何故か、やけに感心したように見守っていた……。




　　　　※




　とうわけで、魔王城でのトイレ問題もおおむね解決。

　これで、やっと、本ほん腰ごし入れて、【Ｓ】ランク目指せる状態が整った。

　その土地の問題解決して、売上げ上積みしていけそうな状態になったら、突とつ然ぜん転移。

　そしてその転移先でわけのわからない連中の騒動に振ふり回される──！

　その騒動の繰くり返しで、最初に海上にいってから、もう二週間くらい売り上げ伸ばせてないけど……。

　勝負はまだまだこれからだ。

「よし、今度こそ……！」

　へこたれずに呟つぶやく、オレ。

　しかし、その時だった。




　ドドドンッ!!




　今までのものより。

　一際大きい爆ばく発はつ音が、突とつ如じよ、オレ達の足下から、店内に鳴り響ひびいた──。



















「な、なんだ!?」

「またかよ!?」

　突つき上げるような衝しよう撃げきが、去った後。

　オレ達は、また最近お馴な染じみの転移か……と、さほど臆おくさず、事務所から店頭へ出て窓ガラスへへばりつく。だが、ここで、オレ達の予想は覆くつがえされる。

「あれ!?」

「ここって……俺の見み間ま違ちがいじゃなけりゃ……。あの草原なんじゃねぇの……!?」

　オレ達の視線の先にあるのは、どこまでも広がる緑の平原。

　バックには、どんな伝説の竜りゆうが眠ねむっているのか、巨きよ大だいな雪山が聳そびえ立っている。

　そして店の目の前を通り過ぎていく、鎧よろいをまとった冒ぼう険けん者、怪かい鳥ちよう、死し霊りよう……。

「ほ、ほんとだ……！」

　そうだよ……！

　ここは、異世界に転移してから、海上に行くまで……ずっとデモン・イレブンが存在してた、オレ達にとってのホームグラウンド。

　あの草原に間ま違ちがいない！

「にゃはは！　けど……何か、変じゃねーかー？」

　しかしその時、不ふ穏おんなことをいったのは勇ゆう気きだ。

「なーんかよくわかんねぇけど。なんか、殺さつ伐ばつとしてねぇかぁ？」

　前方を見ながら笑顔のまま勇気はいうが……

「た、確かに……？」

　ものすごく抽ちゆう象しよう的な意見ではあったんだけど。何故か勇気のいってることは、納得できるものがあった。

　この草原は、オレ達が知ってる草原だ。間違いない。

　けど、空気が、違う。

　オレ達が転移する前は──良くも悪くも、色んな種族の色んなお客さんが行き来してて、それらがたとえば店内でそれぞれの主義・主張・好みを全開でぶつけることによって──なんか変な一種異様な迫はく力りよくがあった。

　けど今は……たとえば、草原に吹ふき荒あれる風ひとつとっても、なんか寒々しいし。

　店の前を歩いていく冒険者や魔ま族ぞく達は……顔に生気がなく。覇は気きのない様子で、もくもくと歩いていく──デモン・イレブンに寄りもせずに。

　結果、この草原自体になんか、変にピリピリとしたムードが漂ただよっている。

「あれ!?」

　その時九く条じようが気づいた。

　店の前を、どっかで見たことのある人が二人、通り過ぎていく……。

　通り過ぎていくのは、金細工のような金きん髪ぱつに、左右色違いの瞳ひとみを持つ、まだあどけなさの残る少年──。そして、もう一人は、聖衣に神官帽ぼうをかぶった、自身の背せ丈たけほどもある長い杖つえを持つ少女──。

「い……いやいやいやいや！」

　店を飛び出し、その二人を呼び止めたのも九条だ。

「ちょっと待ちなさいよ！　アンタら確か──四天王の一人、〝雷らい帝てい〟レッセに。デインの一味の……〝神の隣となりに座った女〟僧そう侶りよルミナリエよね!?」

　焦あせったような表情で聞く九条。

　そう、そこにいたのは、魔ま王おうや勇者の仲間、四天王レッセと僧侶ルミナリエだった。

「なんで無視すんのよ！　ていうか、なんでそんな元気ないの？」

　混乱しつつ聞く九条。

　が、そんな質問を受けた二人の態度は、やはり妙みようなものだった。

「元気ない？　別に……こんなもんだったと思うけど……」

「そうね。それに元気なんかあってもなくても、人生の大勢にはおよそ関係ないし」

　覇気のない顔で、しかしまるでそれに自覚がないような表情で淡たん々たんと語ってくる、レッセとルミナリエ。

「い、いや、人生の大勢って……どうしたのよ!?　前は散々、ジャンプとコロコロコミック巡めぐってガチの殺し合いとかまでしてたじゃない、ウチの店に許可も取らず！　あの頃ころのあんた達はどうしたのよ!?」

「「ジャンプとコロコロ……」」

　その単語に、二人は、まるではじめて聞いた単語といわんばかりに顔を見合わせ、

「ジャンプとコロコロか……」

　次の瞬間、何かを思い出したように、一いつ瞬しゆん瞳ひとみに光を取とり戻もどしながらレッセ。

「そーか……そーいえば、そんなの巡って争ってたこともあったわね……この子と」

　そしてルミナリエも、少しハッとしたようにいう。

　だが、次の瞬間、

「まぁでも……ジャンプもコロコロも……」

「今は別に取り合わなくても……」

「「あそこに行けば、いくらでも立ち読みできるし……」」

　またしても、虚うつろな目つきになりながら、二人。

「どうしちゃったんだ、二人とも……！」

　オレ達は愕がく然ぜんとなる。

　もちろん、二人はオレ達にとってただのお客さんだし、そんなに深く知っている人達じゃない。けれどそんなオレ達ですら、確実に感じ取れる。

　この二人、前とは、別人みたいになってる……！

「〝あそこ〟……とやらが怪あやしいわね」

　腕うで組ぐみしつつ、アタリをつける九条。

「ていうか、どういうことなんだろ……」

　オレはなんだか不気味に思って聞いた。

「立ち読みできるって。ジャンプとかコロコロが、売ってるってこと？　こっちの世界に転移してきた、ウチみたいな店でもないのに？」

「調べるしかないわね……」

　探たん偵ていのようにアゴに手をやりながら九条。

「ったく、ただでさえ【Ｓ】ランクとらなきゃで忙いそがしいのに。結局ここでも事件に巻き込まれるってなんなのよ、ほんと！」

　九条は吼ほえているが、しかしやっぱり放っておくわけにはいかない。

　その後、オレ達は、要点を得ないレッセとルミナリエから頑がん張ばって話を聞きだし、〝あそこ〟の場所を聞き出した。

　そして、そこで待っていたのは──

　まったく、予想もしない、光景だった。




　　　　※




「う……そだろ……」

　呟いたのは、誰だれだったか。

　今、オレ達の目の前にあるのは、こんな光景。

　煌こう々こうと輝かがやく看板。

　店の透とう明めいな入り口は、ひっきりなしに開いたりしまったりし、客をスムーズに入れたり吐はき出したりしている。

　嫌いやみなくらい綺き麗れいに拭ふかれている店のガラスには、野音がどうだの、横よこ浜はまアリーナがどうだの、異世界には絶対一切関係ない日本の音楽関係のポスターが貼はられている。

　中を覗のぞくと、まず目に飛び込んでくるのは、多様な雑誌が並んだ棚たなだ。うちより雑誌が整然と並んだ雑誌棚には、多くの異世界人がつめかけ立ち読みしていた。

　その背後には、トイレットペーパーやＴシャツなどの日用品が並び、そしてその奥に、機械がやってんのか、と思わせるくらい整然とぎっしり詰つまったカップ麵めんが並んでいる。

　ここまでいえば、今、オレ達の目の前にあるのが何か、想像できるだろう。

　オレ達の目の前にあるのは、そう……現代のコンビニエンスストア。

　そしてそのコンビニの看板にはこう記されている。

【ＤＡＥＭＯＮ‐ＥＬＥＶＥＮ】

「はぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　激げき震しんパニック状態に陥おちいったのはオレ達である。

「デモ……なんでデモン・イレブンがここにもあるんだよ!?」

「何これ……何かの間違いなんじゃないの……」

「ありえねぇ……おでんだと思って食べたらいちご大福だったくらいありえねぇ……」

「みんな動どう揺ようしすぎですよ……塔とう子こ、別に、ハーバードではこれくらいのこと……

　いややっぱウソです、えええええええええええ!?　どうなってんですこれ!?　これは日常茶飯事ではないですよ!?」

「にゃはははは、透とおる、いっぺん私のお尻しり蹴けってくんね？　夢見てる可能性あるからよ」

「それはヤダよ！　なんかオレが色々人格に問題ある人間みたいだろ！」

　反応は五人五色だが、とにかく共通してるのは、誰もが取り乱しているということ！

「ていうか、この世界にデモン・イレブンがもう一つあるだけならまだいいわよ！」

　九条が血相を変えながら誰に向かってかわからないが訴うつたえる。

「けど。目と鼻の先。私達の店と五〇メートルも離はなれてない位置にもう一店とか……アリエナイでしょ!?」

　そ、そうなのである。オレは、首をクイッと曲げて東のほうを見る。

　そこにあるのは……異世界コンビニデモン・イレブン（オレ達のほうの）。

　レッセとルミナリエから苦労して聞き出した〝あそこ〟とやらは……オレ達の店から死角になっていただけの……距きよ離りにして五〇メートル、時間にして徒歩一分ほど、現実のコンビニ密集地区でも中々ない、とてつもない近きん距きよ離りにあるこの店だった。

「しかもさ」

　さらに九条はいう。

「デモン・イレブンが、とてつもなく近距離に出店してきた。まぁ百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそれは受け入れるとして。問題は。この店、一体誰が働いてんの!?」

　ますます混乱した表情でいう九条。

　確かに、一番気味悪いのはそこだ。

　たぶん、日本から来た人が働いてるんだと思うんだけど……

　外からでは、何故か、店員の姿はうまく見えない。

「入ってみるしかないわね」

　ゴクリ、と幽ゆう霊れい船せんの船員に対処した時並みに緊きん張ちようした顔でいう九条。

　こうしてオレ達は、オレ達にとっては、ある意味どんなダンジョン探たん索さくより緊張する。

　お隣コンビニへの偵てい察さつ任務を始めた……！




「うわー、綺麗ですねぇ」

　店へ足を運んで、最初にこぼれたのは、白しら雪ゆきの、そんな感かん嘆たんの声だった。

「こりゃ、クリンネスのレベルはうちの比じゃないですよ……商品の前出しも、軍隊の整列かっていうくらいピシッと整ってますし……床ゆかとか、これ、何分に一回拭いたらこんな綺麗さ保たれるんでしょうねぇ」

　一切加減なくビシビシうちの店とどれだけレベルの差があるのか懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明していってくれる白雪。

　いやちょっとは加減しろやお前……。

　でも確かに、白雪のいう通り、店内の清潔さ（ウチではクリンネスレベルとかいう）は、同じデモン・イレブンでも、オレ達の店の比ではなかった。

「商品展開の仕方とか、発注数、補ほ充じゆう数の匙さじ加か減げんとかも……完かん璧ぺきじゃない」

　次に、九条も、ちょっと感心するようにそんなことをいっている。

「た、確かに……！」

　ぐぬぬ、といいながらも、しかし頷うなずくより他にリアクションのとりようがなかった。

　他店てん舗ぽの発注や商品展開の力量は、同業だけあってバイトのオレでもけっこうわかる。

　今は昼過ぎ。昼のピークを終えたような時間帯だ。

　そんな中、弁当売り場には、突とつ出しゆつして残ってる商品があるわけじゃなく、かといって、欠品してる商品もない。全部が、最低限必要な数だけ残し、バランスよく残っている。

　いやー、なんかマニアックな感嘆だけど、ここまで美しい昼過ぎの弁当売り場も中々ないよ？　どんなにがんばっても、不足の事態起こって、一つや二つは、欠品してる商品あったり、または、やたら売れ残ってる商品があるもんだ。

　確かに、これは、うちより上である。

「にゃはは……そんでなにより。この店、混雑がぜんぜんなくて、ウチの草原時代の店内より、二倍も、三倍も、はるかに静かだよなー」

　そしてトドメをさすように最後にいったのは勇気だった。

「ぐは……！」

　なんか、ほんと、トドメをさされたような感覚だった。

　薄うす々うすは、なんとなく、気づいてたけど。

　確かにこの店、ウチの店より、店内全然静かなんだよ！

　かといって、じゃあ閑かん古こ鳥どり鳴いてるのかっていうと、全くそんなことはなく。

　店内はどのコーナーもけっこう混雑していて、うちのピーク時とそんなに遜そん色しよくないレベルの込み具合だ。

　なのにこれだけ静かというのは、レジだったり接客だったりチームプレーだったり──オペレーション部分がめちゃくちゃ速くて的確だということに他ならない。

　店内静かすぎて、デモン・ウェーブのラジオが、うちの店ではかつて聞いたことないくらい鮮せん明めいに聞こえてくるぜ……！

「くそ、なんなんだ……この店は……!?」

　なんか、入店して一分も経たずに、完全敗北した気分になってきた。

　現時点でこの店、あらゆる意味で、うちの上をいってるじゃないか……！

「誰が一体こんな店を──」

　店内を見み渡わたすと。

　目に飛び込んできたのは、デモン・イレブンの制服を纏まとった岩人形──ゴーレム。

「ゴーレム……!?」

「あ、あいつらが、このカンペキな店を作ってるのか……!?」

　どんどん謎なぞが深まっていく。

　急に元気がなくなったレッセとルミナリエ。

　その原因と思しき場所にあったのは──異常に〝カンペキ〟な売り場を持つ、見知らぬゴーレムの働くデモン・イレブン……!?

　こんな良さそうなコンビニがあるのに、なんでレッセとルミナリエは元気がなかったんだろう？

　そして、この店は、一体いつ、誰だれが造ったんだ……!?

「オ、オイ、あれ……」

　その時である。

　店長代理が、思わぬことに気づいた。

「電話鳴ってねぇか……!?」




　トゥルルルルル……！

　勝手知らない、となりのデモン・イレブンで、しかし呼び出し音だけはいやに聞き覚えのある、レジ中のＦＡＸ付き電話が鳴り始めた。

　が、そこで、不可解な状じよう況きようになる。

　トゥルルルルル……！

　鳴り続ける店の電話。

　しかし、この店のゴーレムは、誰もその電話を取らない──。

　無視して、もくもくと働いている。

「おいおいおいおい……」

「えぇぇぇぇぇ……？」

　その状況に、困こん惑わくするオレ達。

　たとえ人の店とはいえ、ほとんど同じ店の電話が、誰にも取られずに鳴ってるって状況は、な、なんか落ち着かないな……。

「ね、ねぇ……もしかして、電話、出たほうがいいんじゃないの？」

　みんなも同じような気持ちらしい。

　九条がそわついた表情でいってくる。そんな時、視線が向くのは当然この人だ。

「え……お、俺かよ!?」

　ビックリしたようにいったのは店長代理。

「いやだって店長代理じゃん。店長クラスなら、よその支店の電話勝手にとったとしても、なんか立場的にお咎とがめなしになりそうじゃん」

「まじかよ……事務所的に大だい丈じよう夫ぶかな……!?」

　いいながら、しかし確かに他に選せん択たく肢しはないと思ったのか、店長代理がスピーカーホンにしながら受話器を取る。

「も、もしもし、あーいやすいません、実は私、この店の人間ではなく、近きん隣りん店てん舗ぽで店長代理やっている真ま壁かべケイタというものなんですが──」

　そしてなんとなくバツが悪そうにそう前フリするが、

『おぉ、いや、わかってるって。お前に電話したくてこっちに連れん絡らくしたんだからよ。真壁。オレだよオレ、お前らの店のＡＭエリアマネージヤー』

「「「「「ＡＭ!?」」」」」

　驚きよう愕がくした。

　な、なんでＡＭが、オレ達めがけて、この謎なぞのデモン・イレブンに電話してくるんだ!?

『チッス。いや、お前らの店に電話したら誰だれも出なかったからよ。もしかして、そろそろ、こっちの店にいるのかと思って電話してみたんだよ』

「電話してみたって……」

　受話器を奪うばい取り、愕がく然ぜんとした表情でいっているのは九条。

「な、なんなんですか、この店は!?」

『いや、だから、電話の内容はその店に関してなんだよ』

　ＡＭは、こともなげにいい、

『いろんなことが分かったぜ。

　ほら、反はん馬ま。お前の前に、バイトリーダーやってた女いるだろ？』

　思いがけない言葉を口にした。

「女って……。もしかして……〝先せん輩ぱい〟のことですか」

　電話に向かって呆ぼう然ぜんと口にするオレ。

「は？　いや待て待て待て」

　と、その時口を挟はさんできたのは店長代理。

「女？　あれ？　その、たまに出てくる前バイトリーダー……〝先輩〟とやらって。性別女だったのか!?」

　ちょっとビックリしたように店長代理。

「え？　あ、そうですよ、いってなかったでしたっけ？」

「いってねぇよ！　確かに、男ともいってなかったけど……なんかお前への接し方とか距きよ離り感かん聞いてた限り、てっきり男だと思ってたぜ……」

「まぁ、あんま……性別とか超ちよう越えつした人だったけどね……」

　思い出したのか、ちょっと呆あきれるようにいった九条。

「にゃはは！　ま、そーだな」

「ユーキセンパイより勘かん良かったですもんね……それでいて、何故か、私とタメはるか、それ以上に科学とか医学にも詳くわしかったですし……」

「はっ!?」

　慌あわてて勇気と白雪のほうに首を向けたのは店長代理だ。

「野の宮みやより勘が良くて白雪と同等の科学力に医学力……!?」

「それでいて、九条より仕事できて、オレより協調性あって、さらに明るさも社交性も空気読む能力も常識もユーモアも教養もありましたからね……」

　しみじみオレもいい、

「バケモノじゃねぇか……！」

　その人物評にゴクリと唾つばを飲み込む店長代理。

　いや、ほんとそうなんだよ。

　ここにいる五人の最大の長所足してそれを何倍にもしてそこから何も引いたり割ったりしない人間、それがあの怪かい物ぶつ完かん璧ぺき前バイトリーダー〝先輩〟……。

「え？　けど、その〝先輩〟が一体……」

『ああ、その、〝先輩〟なんだけどよ。この前電話あってよ。初対面だったんだけど、いろいろ世間話してるうちに、けっこう新情報明らかになってな。

　まず、そもそもの話なんだけど。

　あの〝先輩〟も。高校生の時。働いてたデモン・イレブン──つまりお前らが働いてる店で──。

　異世界その世界に転移して。

　その世界で商売すること余よ儀ぎなくされてたらしいぜ。まぁお前らとはだいぶ離はなれた大陸で、ほとんど場所はかぶってねぇみたいだけど』

　淡たん々たんとＡＭはいってくるが……

「「「「「は……はあああ!?」」」」」

　全員、すぐには信じられない。

　はぁ!?

〝先輩〟も……この世界に来ていた!?

『なんかよくわかんねぇけど。その店のあった場所とか、磁場の関係、それに中で働いてる人間の精神状態が色々作用して、条件そろうと、それが発動するらしいぜ』

「マジですか!?」

　条件そろうと〝それ〟が発動!?

　俄にわかには受け入れがたい事実である。

　この世界に来てたのは、オレ達だけじゃなかった……!?

『で、あいつは、その時の現象が、自分達の後にも──具体的には、自分の後こう輩はいにも起こるんじゃないかと睨にらんだ。

　それで自分の経験を分ぶん析せきしたんだ。アイツの分析はこうだった。

　自分達の時は、〝都合六回転移させられて、六回目の転移で、最初に転移した場所に戻もどって、そこでその時置かれてた〝最終試練〟を乗り越こえたら、元の世界に帰った〟。

　つまり、その状況は、まぁ要するに、色んなアウェーに転移して、そこで店をやる、ちょっとした試練──成長プログラムみたいなのを体験する仕組み──アイツの分析はそうだった。誰の意思なのかまではわかんねぇままだったらしいけどな』

「し、試練……？」

『で、だ。アイツは分析するだけじゃなく。もし万が一、後輩が同じ目にあった時の為ために、いろいろ救済措そ置ちを仕込んどいた。

　店が異世界に飛んでも、店から発注できて、異世界まで荷物が届く仕組み。

　異世界からでも、最低限、俺の電話には連絡がつく仕組み。

　コンビニ店内に繫つなげた、異世界に転移した場合に出現する〝部屋〟。

　その辺、アイツが、いろいろ工夫して、いざという時そうなるように仕込んどいたらしいぜ。自分の時はそれで苦労したからって』

「マジですか……？」

「それら全部、〝先輩〟が作ってたの!?　どんだけ天才なのよ!?」

「塔子にも無理です……！」

『で、そんな具合に、いろんな救済措置を盛り込んだその〝先輩〟だが。

　最後に、とっておきの〝救済措置〟──とびきりの情報をくれたぜ。

　それが、その店──〝最終試練店〟の情報だ』

「〝最終試練店〟……!?」

　耳なじみのない言葉にオレ達は聞き返すが、

『ああ。アイツ曰いわく、その異世界での六つの試練には〝最終試練〟ってのがあって。

　最後は、自分達が超こえたいって内心で思ってるもの。

　超えれば、間ま違ちがいなく、自分達が成長したといいきれるもの。

　そういう店や会社が、そっちの世界に魔ま力りよくで再現されて、それと売上げで戦うことになるんだってよ』

「〝自分達が超えたいって内心で思ってるもの〟……？」

『そう。アイツの時は──なんかアメリカのＰＣ会社とか出たんだったっけかな？

　で？　今、お前らの目の前には、どんな店出現してんだ？』

「え？」

　オレ達は困惑した。

「え？　いえ、だから……デモン・イレブンすけど」

　店長代理が困こん惑わくしながらいう。

『は？　いや、だから。お前らの店じゃなく。今、この電話が繫がってるこの〝最終試練店〟がどんな形になってっか教えろっていってんの』

「い、いえ、だから。デモン・イレブンですってば」

『は？』

　今度は、困惑したのはＡＭのほうだった。

『デモン・イレブン？』

「あ、あの。ここがデモン・イレブンだから、ＡＭから電話繫がったんじゃないんですか……？」

　横からオレが質問するが、

『いや。俺は〝先輩〟から、その店の情報と固有電話番号教えてもらったから、ただ〝最終試練店〟に電話しただけだが……妙みようだな。

　アイツの情報だと、その店は、〝自分達が超えたいって内心で思ってるもの〟になってるらしいんだが…………』

　ＡＭは困惑しつつだが、ふと気づいたように、

『そうだ。おい。その店の業務日誌出してきて見ろ』

　突とつ然ぜんそんな命令を下した。

「え？」

『いいからさっさとしろや！』

　いわれたので、仕方なくオレはレジ下にあった業務日誌を探し、店長代理に渡わたした。

「なんすか一体……透がもってきてくれましたけど」

『日付どうなってる』

　間かん髪はついれずに店長代理。

『最後に日記書かれてる日付だ』

「えーと……」

　店長代理はぱらぱらめくりながら確認。オレも横からみている。すると──そこに書かれていたのは、約五年前、オレ達がまだデモン・イレブンに入る前の日付だった。店長代理はそれをＡＭに伝える、すると……

『やっぱな……！』

　何か困ったことでも起こったような声で、珍めずらしく少し唸うなった。

「へ？」

「やっぱりって何です……!?」

『お前ら馬ば鹿かだなぁ……。なんで内心でそんなやつら仮想敵に据すえてんだよ。

　いいか、よく聞け。そのデモン・イレブンってのは。

　まさに、この情報をもたらしてくれた〝先せん輩ぱい〟が、仲間とバリバリ働いて、その世界でのし上がって、Ｓランクすらとってた──そのデモン・イレブン史上全盛期のデモン・イレブン。前にもいった〝伝説レジエンド〟っていわれてる頃ころのデモン・イレブンだ』

「〝伝説レジエンド〟！」

『ゴーレムいるだろ』

　さらに確認してくるＡＭ。

「あ、は、はい」

『じゃあ、そいつらは、その全盛期のメンバー再現したゴーレムだな』

「全盛期のメンバー再現したゴーレム……!?」

　てか、あたり前だけど、メンバーって事は〝先輩〟には〝先輩〟の仲間がいたんだな……。どんな人達だったんだろう。

『お前ら自分のやったことわかってんのか？』

　そこで、改めて、ＡＭはいってくるのだった。

『いいか、よく聞け。

　どうやらお前らは──〝自分達が超えたいって内心で思ってるもの〟を。

〝先輩〟、しかも、よりによって、全盛期の〝先輩〟に据えてたらしい』

「はあ？」

　オレ達は驚おどろくが、

「あ、いや、でも、そうかも……」

　一いつ瞬しゆん後には、全員、頷うなずく。

「た、確かに。オレ、なにかっちゃ、自分と〝先輩〟比ひ較かくしてるし……」

「誰だれ超こえたいかっていわれれば、そりゃ基準は、〝先輩〟に私もなってるけど……」

「私も似たようなもんだぜー？」

「塔子もです」

「俺は別にんなこと考えてなかったけど……多数決でそうなったんだろうなぁ」

　全員口々に納得しているが、

『っかぁぁ……いってる場合かよ……』

　ＡＭは呆あきれるようにいうのだった。

『どういうことかわかってんのか？

　最終試練は、〝自分達が超えたいって内心で思ってるもの〟と売上げ対決なんだぞ？

　つまりお前らはこれから。

　よりによって〝自分達が超えたいって内心で思ってるもの〟。──全盛期の〝先輩〟が率いてた、〝伝説レジエンド〟のデモン・イレブンと。

　売上げ対決で戦わなくちゃいけないんだぞ』

「は……はぁああああああああああああああああああ!?」

　全員全力全開で絶ぜつ叫きようした。

「な、何いってるんですか!?　全盛期の先輩達と売り上げで戦う!?　何で!?」

『だからお前らが思い浮かべたからだろ!?　その試練じゃ、最後に、超えれば、間違いなく、自分達が成長したといいきれるものと戦うことになってんだよ。

　お前らは、その異世界を卒業するには。

　最低でも、その〝先輩〟が率いてた、〝伝説レジエンド〟のデモン・イレブンを超えなきゃならない。そう思ってたってことだ』

「…………！」

　その指し摘てきにオレ達は言葉を失くす。

　自分でも信じられない。

　けど、心のどこかに、戦いたい。戦って、挑ちよう戦せんして、勝ちたい……そういう思いがなかったかといわれると……あったのかも。

『あーあ。せっかく、この最終試練勝ったら、追加で本部評価に加点されるよう頼たのんでやったのに……これじゃ水すい泡ほうに帰したな』

　そして、ＡＭは、次に、まったく思いがけないことをいってきた。

「え？　追加で本部評価」

『そうだよ。この前〝先輩アイツ〟にいわれたから。

　いくら異世界で最終試練クリアしても、現実世界で本部に何も評価されねぇんじゃ、モチベーションもあがらねぇだろ？

　だから、本部と交こう渉しようして。

　お前らが、最終試練店を倒たおして最終試練をクリアした場合。

　その月の本部評価を、ワンランク上げる──つまり【Ｃ】だったら【Ｂ】に。【Ｂ】だったら【Ａ】に。

　んで【Ａ】だったら【Ｓ】になるよう、交渉してやれっていわれたから、してやったんだよ』

「え……【Ａ】が【Ｓ】に!?」

　オレ達は色めき立つ。

　今、時期的に、もうオレ達はかなり追おい詰つめられている。

　転移に次ぐ転移で、売上げはまったく立ってないし、こっから【Ｓ】を狙ねらうのはかなりキツイ状態だ。

　そんな中で、売上げに関係なく、店の評価上げられるオプションがあるっていうなら……それは、是ぜ非ひ欲しい。

「ど、どうする……!?」

　全員、相手の考えを探るような表情で顔を見合わせた。

「けど……相手はあの〝先輩〟率いる〝伝説レジエンド〟デモン・イレブンなのよ。勝ち目ある!?」

「勝ち目はないかもだけど……！」

　オレは一瞬考え、──そして、自分の正直な気持ちに行き当たった。

「勝ち目はないかもだけど……オレ、やってみたい……かも」

　オレは、九条を始め、全員にいった。

「やってみたい？」

「にゃはっ！　珍しく強気じゃねーかー透ー？」

　勇気が不思議そうに聞いてくるが、

「いや、そんなこともないけど……。

　そもそも、オレ、この世界に来た時、何に一番悩なやんでたかっていうと……

〝先輩〟との力の差、〝先輩〟みたいになれないことで」

　オレはみんなに説明する。

「だから、要は、〝先輩〟っていう壁かべを越こえることは……オレにとって、因いん縁ねんの試練。それで、異世界に来る前と後、どれだけ変わったか、どれだけ成長できたか。結果が出るから。

　だから、自分が、この世界で、どんだけ成長できたか確かめる為ためにも──

　オレ、この試練、受けてみたいかも」

　オレのその意思表明を、みんな、最後まで黙だまって聞いてくれていた。

「……ちなみに」

　と、そこで挙手したのは、九条。

「その〝最終試練〟。もし辞退した場合どうなんの？」

　確認するように聞く九条。これはＡＭに聞いているのだろう。

　あ、なるほど、確かにそれも気になる。

『ん？　辞退した場合と、負けた場合は、修業不足ってことで、もっかい数週間異世界中転移して修業積むことになってるらしいぜ』

「だったら……」

　九条は、嘆たん息そく交じりにいうのだった。

「〝最終試練〟。やるしかないわね」

　腹をくくったように九条。

「九条……！」

「だって仕方ないじゃない。もしここで辞退して、また数週間、売上げどころじゃない全国ツアーに出させられたら、今度こそウチの店、閉へい鎖さ決定だし。

　それに、ま。アンタのいうことも一理あるわ」

　九条はいうのだった。

「私達だって異世界で成長してる。確かに〝先輩〟は最強よ。けど絶対勝てないと思ったのは、過去の話。

　そう、私達は異世界で成長してる。今の私達だったら、どれくらいいい勝負できるか……試してみてもいいかもね」

「そうだぜー！」

　勇気も、同意してくれた。

「しかも、異世界で勝負すんだからなー！　私達、明らかに日本よりこの世界のほうが肌はだにあってるし。ひょっとしたらひょっとするんじゃねーのー」

　と、笑顔で九条。

「ですね」

　白雪も、スマホいじりながら同意してくれた。

「塔子のデータによりますと、この勝負、勝ち目は０じゃありません。昔は０でしたが……今は０・００１％くらいあります。しかも相手は五年前の〝先せん輩ぱい〟なんですから。塔子も成長したし。やってみる価値はあるんじゃないですか？」

　淡たん々たんと、だがいってくれる白雪。

「と、まぁ、そういうわけだ」

　そして店長代理がオレに受話器を渡わたしながらいうのだった。

「相変わらず店長代理たる俺の意見は全く重要視されてねーみてぇだけど。まぁいいや。そういう店の店長代理になっちまったんだし……

　俺あんま関係ねーんだけど、最後の最後まで付き合ってやるよ」

　店長代理から受話器を受け取り──

　オレはうなずいて、ＡＭにいった。

「と、いうわけです」

　オレはＡＭに宣言した。

「オレ達、〝最終試練〟、受けます。最終試練受けて……ちゃんと〝先輩〟達を超えて、この試練を卒業します！」

　ドキドキしつつ、言い切るオレ。い、言ってやった……！

『……………………』

　オレのそんな宣言に、電話の向こうで、ＡＭはしばし黙っていたが、

『ふーん。いんじゃね？』

　数秒後。いつも通り死ぬほど軽くいなしてきた。軽っ……！

『ま、じゃあ、勝ったらワンランクアップな。まぁせいぜいがんばれや。売上げ対決に勝ったら、売上げも上がるし、自動的に【Ｓ】ランクも見えてくるだろうしな。

　じゃ、俺、今日この前合コンで捕つかまえた女とデートだから。切るぜっ』

　サッパリいって電話を切るＡＭ。改めて、軽っ……！　でも、いちおう、勝ったらワンランクアップの約束してくれたんだし。あれでも、今までよりは協力的なのか……!?

　こうして、元にいた草原で、まさかの対決に直面するオレ達。

　全てを守るため。そして先輩を超えるため。

　五年前の〝伝説レジエンド〟デモン・イレブンとオレ達〝狭はざ間ま〟デモン・イレブンの対決、

〝最終試練〟が始まった！




「よし、やるぞ！」

　自分達のデモン・イレブンに戻もどったオレ達は、さっそく動き出す。

　あの後、ＡＭからＦＡＸが送られてきて。

　この〝最終試練〟、期限は二週間（つまり、オレ達がＳランクとらなくちゃいけない期日までとたまたま同じ……）で、その期間内の売上げで勝ったほうが、勝者だということを知った。

　この二週間、異世界を回ってる間、オレ達の客はすっかり〝伝説レジエンド〟デモン・イレブンに取られてしまっているので、なので、まずは地道に、向こうのデモン・イレブンからお客さんを取り戻していくことにする。

「いらっしゃいませいらっしゃいませ！　〝元祖〟デモン・イレブン本日リニューアルオープンでーす！」

　というわけで、日も暮れているが、さっそく呼び込みを始めるオレ達！

　すると。

「おおっ!?」

　その呼び込みに──店の前を通りかかっていた異世界人が反応してくれた。

「お前ら！　帰ってたのか！」

　入ってきたのは、何回か見たことがある三人連れのコボルト達。

「はい、しばらく修業に行ってたんですが、本日帰ってまいりました！

　いかがでしょう。からあげ貴族ゆずポン酢ず味とか、揚あげたてですよ！」

　そして入り口前で早速やる気満々で営業した。

「ほう。いいじゃん、じゃあ、さっそく三つくれよ。あとついでにタバコ、四四番」

「あ、ありがとうございます……！　九条！　勇気！」

　オレはレジの二人に託たくす。

　二人は頷うなずき、九条はから揚げ貴族を包み、勇気はレジを打った。

「お待たせしました！」

「にゃはは、あわせて八二〇Ｇです」

　そして手際よくお会計まで進みお客をレジに呼ぶ二人。と、そんな光景を満足しながら見守っていたオレだったけど…………

「ん？」

　そこで、異変に気づく。

「あれ……？」

　コボルトの様子がおかしかった。勇気が値段を告げた瞬しゆん間かん。なにやら……困こん惑わくしたように、三体で顔を見合わせたのだ。

「あ、あの、お客様、いかがなさいました？」

　何かミスやらかしたのか？　慌あわてて九条が聞く。すると。

「え？　あーいや、ミスってもんじゃないんだけど……」

「な、なんかもっさりしてるなって……」

　コボルト達は、自分達でも困惑の理由がわからないような表情で、そんななんか要領を得ないことをいってきた。

「も、もっさり……？」

「あぁ、いや、いいんだ。けど、ま、今日は買い物いいや。時間ないし」

　そして、困惑してるうちに、コボルトはあっさり買い物を断念するといってくる。

「は、はい!?　い、いえ、でももう準備できてますけど？」

「いや、いいからいいから。また寄らしてもらうわ、じゃ」

　そういうと三体は、変だなぁ……前は気にならなかったんだけど……とかブツブツいいながら店から去っていく。

「な、なんだ一体……!?」

　今までなかったタイプのトラブルに、オレ達は啞あ然ぜんとなる。

　啞然となっていると、

「うぃーす」

　店に、今度は入れ替かわりに、一いつ匹ぴきのドラゴンが入ってきた。

「あ……！」

　あのドラゴン。

　確か、最初期に。うちの店に弁当がなかったことでクレームいってきた……この店のクレーム案件第一号のお客さんだ。

「い、いらっしゃいませ!?」

　とはいえ、この竜りゆうは今はもう、すっかりうちのお得意さんなのである。

「今日から元祖デモン・イレブンリニューアルオープンです。えーと、肉まんも蒸したてです。よろしかったらお一ついかがですか？」

「ああ、いいな。ちょうど小腹も空いてんだよ。じゃ、一つくれや」

「かしこまりました」

　オレはいいながら、レジへ行き、肉まんを用意しようとした。

　が。

「ハァ!?」

　いきなりだった（オレ達から見ると）。

　いきなり。オレ達の前で。

　その竜のお客さんが、苛いら立だちの声をあげた。

「何やってんだよお前ら!?　遅おそすぎるだろ！」

「え？」

　耳を疑うオレ。

　いや。だって、まだ、オレがレジに向かおうとした瞬間である。お客さんが欲しいっていってから、二、三秒しか立ってない。

「いや、あの、お客様、一体……？　な、何かの間ま違ちがいでは？　ここがコンビニで、いくら異世界で成長したオレ達とはいえ、そんなすぐに商品をお出しすることは……」

「ハァ!?　なんでだよ！」

　そしてその竜はいうのである。衝しよう撃げき的なことを。

「向こうのデモン・イレブンではやってくれたぜ？」

「え……えぇ!?」

　思いがけないお客さんからのご指し摘てきに、オレ達は耳を疑った。

　向こうのデモン・イレブン!?

　ってことは、例の、〝先輩〟達の能力再現したゴーレムがやったってこと？

「そ、そんな馬ば鹿かな……？　さすがの〝先輩〟も、商品出す速度はそんな変わらないはずじゃ……」

　確かに、オレ達はあの時ちゃんと〝ゴーレム〟の働きぶりを見てこなかった。けど、これでも一応、〝先輩〟とは一いつ緒しよに働いてたんだし。予想つく気はするんだけど……。

「ハァ？　なんだそれ？　俺がウソついてるっていうのかよ？」

「あぁ、いや、そうじゃなくて……」

　ヤバイ──なんかこのお客さんのクレーマー魂だましいに火をつけたっぽい！

　その後、そのお客さんだけじゃなく、オレ達は複数のお客さんからクレームを受けた。

　内容はほとんどこの二点。


・遅い。

・向こうのデモン・イレブンはこんなんじゃない。



「これ、もっかい偵てい察さつ行ったほうがいいんじゃないか……？」

「だから！　俺がウソついてるっていうのかよ！」

　未だに続いている竜のお客さんのクレームに、店長代理がひたすら頭を下げてる中、オレは提案した。

　ウソか本当かわからないけど。

　これだけ複数のお客さんにいわれるなら、いわれるだけの何かがあるんだろう。

「にゃは、じゃ、あたしと行こうぜ透ー今どうせ手ぇあいてるし」

　というわけで、オレ達は。

　今度は店構えや商品だけじゃなく。

〝接客〟含ふくめて、〝伝説レジエンド〟のデモン・イレブンを見学しに行くことにした……！




　　　　※




　二度目の、となりのデモン・イレブン。

　オレ達は、窓ガラスの外から、その様子を偵察する。

　働いているのは──前に見た、なるほど、こうしてみると〝先せん輩ぱい〟達、つまり人間によく似た背格好の、デモン・イレブンの制服を身にまとった岩で出来た人形だ。

　そして、その岩人形達のレジ捌さばきなんかを見て……

　オレは今いま更さら、ウチに集まったクレームが、全然誇こ張ちようじゃなかったことを思い知る。

「は……速い！」

　その速さは驚きよう異い的だった。

　なんせ、客が、レジに商品を持っていって、次、後に取り出すことになる財布に手を移そうとした──その瞬間。つまり客が商品をレジに置いて、次に、財布に手を伸のばそうとするまでの──ほんの僅わずかな時間の間に。

「お待たせしました。お会計一一六六Ｇです」

　岩人形達は、既すでに袋ふくろ詰づめを終え。スキャンを終え。

　会計をいえる段階に達していたのだ。

「なんだよあの、特に、袋詰めの速さ……！」

　その隣となりで、また岩人形がレジを捌さばいているのだが──レジに商品を置かれた瞬間。ゴゴゴゴゴ！　オレの動体視力をもってしてもギリギリ見えないレベルの腕うで捌きで商品を捌き、次の瞬間には袋詰めを完かん了りようしていた。

　恐おそらくそれに要した時間は一秒にも満たない。

「いやいやいやいや」

　オレは啞然となった。

「これはいくらなんでもウソだろ!?　人間にあんな動きできるわけ……」

「にゃはは？　でも、私、聞いたことあるぜー」

　しかし疑ってかかるオレに勇気はいう。

「〝先輩〟。確かにこういってた。最近加減してるけど。全盛期は、レジ袋に商品つめるのに一秒もかからなかった。しかもその時いたメンバーじゃ、別にその能力はそんな珍めずらしいものじゃなかったって」

「はああ……!?」

　オレは愕がく然ぜんとなる。

「ってことは……これやっぱり。何かの間違いとかじゃなく。ただ忠実に再現した〝先輩〟の実力ってこと……!?」

　いや、凄すごい凄いと思ってたけど。

　本気出したらここまで人外の凄さ発揮できたのかあの〝先輩〟は!?

　しかも。本当にオレ達を驚きよう愕がくさせたのは、ここからだった。

「ていうかさ……」

　見ていると。このコンビニの異常なほど優れている部分おかしい点がだんだん見えてくる。

「おかしくないか!?」

「にゃは、何がだ透ー？」

「レジもおかしいけど。レジ向かう前！　見ろよ！」

　オレは、たった今、店に入ったフードを被かぶった老人を見ながら勇気に叫さけんだ。

　そこには、驚おどろきの光景。

　老人が店に入った瞬間。

　三元豚とんとシャキシャキ玉ねぎの青じそパスタ（確か値段は四三〇Ｇ）、

　プレミアムビール（確か値段は二三〇Ｇ）、チータラ（確か値段は二五〇Ｇ）、さらに四〇ℓのゴミ袋に、日光の旅行雑誌、ガムテープ、そして八三番のタバコ──。

　少なくともそれらが既に入ってることが確認できるカゴが、老人に渡わたされ。

　そしてその老人は、その中身を見ることもなく、そのままレジへ。

　そしてレジで例の瞬しゆん間かん的会計。

　それを終え、あっという間に店から出てきてしまったのだ……！

「この店に来てるお客さん──自分で商品選んでないぞ!?」

　意味がわからない光景にオレは戦せん慄りつしながらいうが、

「にゃは？　あれ、透、それも知らなかったっけか？」

　勇気は平然と返してくるのだった。

「へ？」

「〝先輩〟。確かにこうもいってたぜ？

　最近加減してるけど、全盛期は、お客さん入ってきた瞬間、時間帯、外の気候、風向き、湿しつ度ど、表情筋の僅かな動きや呼吸の深さ、それから以前何を買ったか覚えてたら、それ計算して。

　勘かんと経験と数学的見地から、お客さんが何が欲しいか。何買うのか。店入った瞬間、的中率一〇〇％で分かったから、先にカゴに商品入れて、それそのまま渡してたんだとよ」

「それもう人間じゃないだろ!?」

　オレは勇気に突つっ込こんだ。妖よう怪かいの域じゃん！

　少なくとも、絶対コンビニバイトやってる場合じゃない！

「ウソだろ……？」

　じゃあ、あの完かん璧ぺきな在庫管理も、結局その派生系で保ってるってことなのか？

　気候や風向き、以前の行動パターンから、誰だれが店に来て、何を買っていくか漠ばく然ぜんと分かるから。適正在庫がほぼ誤差なく計算できる……？

　それなら、あの静かな店内の様子も頷うなずける。それがあればウチみたいに、あの不毛な弁当の取り合いや、雑誌の取り合いが発生しないからだ……。常に自分が欲しい商品は、既に取り置きされてる店……。凄すぎる。

　だから、オレ達、お客さんにあんなにクレーム喰くらったのか……！

「あ、あのさ、勇気」

　オレは勇気に確認する。

「さすが勇気だけあって、なんか、オレが知らない〝先輩〟の逸いつ話わ、いっぱい知ってるけど。他にはもうないよな？」

「？　あるぜ？」

　きょとんとした顔で勇気。

「あるんかい！」

　オレは絶望した。

　いや、どんな逸話か知らないけど、そんな〝伝説レジエンド〟の情報いっぱい知ってて、よくオレの決意後押ししてくれたっていうか、〝ひょっとしたらひょっとするんじゃねーのー〟とかいってくれたよな、こいつ!?

「ど、どんな逸話なんだよ!?」

　もうこれ以上後から後から絶望情報追加されたくない。確認しとく。

「んー、いや、さすがに、後のはたいしたことないぜー？」

　勇気は笑っていうのだった。

「最近加減してるけど、全盛期は、インテリアコーディネーター一級の資格持ってたから、店のレイアウトや動線を、お客さんが足を運びたくなるように工夫してたとか……」

「地味に効果的じゃねぇか！」

「あとは、あーそうそう、一級建築士相当の経歴と、密かに都市計画の設計任されるくらいには街づくりにも詳くわしいんだったかナ？　たぶん、この何気なく建ってる立地も。うちより数段有利な場所に出店してるんだと思うぜー？」

「立地でも負けてたのウチ!?」

「あとは、あー……〝先輩〟じゃないけど。〝伝説レジエンド〟当時のデモン・イレブンには、どんなマニュアル通りに作っても死ぬほどホットスナックを美お味いしくつくっちまって、年間三千個以上から揚あげ貴族を売った〝フライヤーの魔ま術じゆつ士し〟の異名を持つ主婦。

　清せい掃そうの天才、自らも潔けつ癖ぺき症しようで、埃ほこりが落ちた音を聞き分けられるって豪ごう語ごする、〝完全漂白者パーフエクト・ホワイト〟の異名を持つ中国人のパートのオッサン。

　死ぬほどチャラ男だけど、死ぬほど頭が切れて、死ぬほどモテた〝虫すらドギマギさせる〟って評判の夜間学校の高校生。

　そんな微び妙みようにキャラたってない連中で構成されてたらしいぜー？」

「キャラたちまくってるだろ、それ!?　むしろウチの店のメンバーより全然キャラ濃こいだろ!?　えぇぇぇぇぇぇぇ……！」

　ズシャッ。オレは地面に膝ひざをつき正しよう真しん正しよう銘めい絶望した。絶望ってこういうことをいうんだな、って再確認できたくらいだ。

（何、その差……!?）

　なんか、勇気のほうが〝先輩〟のことよく知ってるのも微妙にショックだけど。

　それ以上に、やっぱり、〝先輩〟達、〝伝説レジエンド〟と、オレ達、〝狭はざ間ま〟の圧あつ倒とう的てき実力差に打ちのめされる思いだった。

　なんなんだよ……〝先輩〟って、何者？

〝伝説レジエンド〟も、優ゆう秀しゆうとか完璧ってことは覚悟してたつもりだったけど、心の中で、まだ常識の範はん囲い内っていうか……世間によくあるコンビニの、とてつもなく上位互ご換かん版──ただただ優秀な──みたいなレベルかと思ってた。

　異常じゃないか！

　バイトリーダーは客の思考ほぼテレパス並みに先読みできて、おかげで客の趣しゆ向こうを読んだラインナップを最初から展開できて、しかも建築や立地やインテリアにも詳しくて……、

　仲間はよくわからないけどキャラ立ちまくった連中で……、

　で、その全員が、判で押したように、見えないくらいの腕捌きで、レジや袋詰めを完了する能力を標準装備してる……！

「勝てるかっっ……!?」

　知らなかった。知ってるつもりだったけど、知ることができてなかった。

〝先輩〟。〝伝説レジエンド〟。

　マジでバケモンじゃん！

　そして、オレ達が相手にしてるのは、その能力を完コピしてる、ゴーレム達なんだろ？　そんなやつらに……この二週間……どう立ち向かえばいいんだよ!?　絶望的だ。

「にゃはっ。笑ってんのか透ー？」

「泣いてんだよ！　もういいよ……一回帰ろうぜ？」

　もう、なんか、来るんじゃなかったよ、偵てい察さつなんか！

　勝機を見出すつもりが。

　かなり心にダメージを負って、オレ達は自分達のデモン・イレブンに帰き還かんした。




　　　　※




　勝てるわけがない。

　オレの予感──というか、まぁただの現実なんだけど。

　ともかく予感は的中。

　勝負は──当初予想していた以上に、ワンサイドゲームになってしまった。

　それは蹂じゆう躙りんといってもよいほど。

　勝負開始から、ちょうど五日。

　向こうの売上げは、白雪の試算で、推定七〇〇万Ｇ程度。

　対するこっちは、現在、やっと二万いくかいかないか程度だった。

　いや、あの、その差三五〇倍？

　なんかのギャグだったとしても、全く笑えないんですけど。

　勿もち論ろん──オレは、オレ達は、諦あきらめてない。

　勝てるわけがない、といいつつも、諦めるなんて、できるはずがないんだ。

　だから、オレ達は、やるべきことをやった。

　うちも、弁当や雑誌の取り合いなんか起こらないよう、〝先せん輩ぱい〟達の、お客さんが欲しい商品を予測するサービスに対たい抗こうして──

　過去のデータ、白雪の計算、勇気の勘を総動員して、お客さんが欲しい商品を予測してカゴで渡すサービスを追従してみた。

　が。このサービスをやるには、オレ達には圧倒的に経験が足りない。精度が足りない。

　結果、ニーズにあわない商品をお客さんにお勧すすめして、お客さんを離はなれさせてしまう。

　インテリアも工夫してみた。うちは動線がかなり甘い。だから雑誌を立ち読み禁止にして、通路を広くして、少しでも向こうに対抗しようと改善を試みたりもしてみた。

　結果、客は普ふ通つうに減った。立ち読みは重要なコンテンツだったらしい……。

　商品の袋ふくろ詰づめやレジも、極限まで速くしようと努力してみた。できるだけ手が見えない速度になるよう、全力全ぜん霊れいをこめてレジ業務をやるようにした。

　結果、商品がひっくり返りまくった。ビニールに穴が空いた。手に当たって飛んでいったビールがマンイーターの顔面に直ちよく撃げきして終わったと思った。

　要するに、どれも、うまくいかなかった。

　そして、そのままさらに二日間が経過。勝負開始から一週間。

　デモン・イレブンは世界一辛しん気き臭くさい店と化していた。
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「…………！」

　沈ちん黙もく。

　もう何時間、会話がないだろう。

　もう何十時間、客が来てないのだろう。

　現在、売上げの差。

〝伝説レジエンド〟九五〇万。

〝狭間〟二万二千。

　結論。

　勝負になってない。

　勢い込んで勝負を仕し掛かけたのはいいものの──

　ハッキリしたのは、ただただ、圧倒的な力の差。

　レジの前。

　無人の店内に、今、従業員五人が集合していた。

「にゃはは！　まぁなんとかなるってー」

　勇気だけが、相変わらず無敵の精神状態を保っているが、他の四人が応対できない為ため、会話にならない。

　いや、正確には、会話にならないんじゃない。会話をしたくないのかもしれない。

　何な故ぜなら、今、口を開くと。

　なんか、もう、とんでもなく弱気なことをいってしまいそうだからだ。

（どうすればいいんだ……!?）

　さすがに、今回ばかりは、万ばん策さく尽つきた感がある。

　オレ達はベストを尽つくしてる──たぶん。

　けど、今回の敵は、レベルがあまりに桁けた違ちがい過ぎる。

　オレ達はオレ達なりにやってるんだけど、そんなもん、やっても変わらないって突つきつけてくるようにどんどん差が開く。

　オレ達のやってることは、無む駄だなのか──!?

（いや……！）

　そんな、後から後から湧わいてくる弱気を、オレは頭をブンブン振ふって追い出す。

（何いってんだ。まだ諦めちゃダメだろ）

　一度勝負を挑いどんだ以上、そう簡単に投げ出すわけにはいかない。

（そうだ。時間はまだある。落ち着いて──ちょっと違ちがう角度からとか考えてみよう）

「なぁみんな──一回休きゆう憩けいして気分転てん換かんを──」

　というわけで、みんなに呼びかけようとするオレ。

　すると、その瞬しゆん間かんだった。

「あれ？　何、お前ら休憩？」

　思いがけない声が、店内に響ひびいた。

「ちょうどいいや。俺らもクタクタでよ。なんかバームクーヘンとかねぇ？」

「そうだ休憩しよう、休憩。あまり根を詰つめすぎてると、物事はうまくいかないぞ？　私とデインのようにな」

「え……あ……あんた達……？」

「まさか……！」

　驚きよう愕がくに包まれるデモン・イレブン。

　まさかの、こんなタイミングで。

　世界最高戦力がデモン・イレブンに来店した──！
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「デインと……ベアトリーチェ!?」

　入ってきた二人を見て、オレ達は目を丸くした。

　そう、このタイミングで店に訪れた二人。

　片や、猛たけ々だけしく尖とがった黒くろ髪かみに、ラフに金の鉢はち金がねを巻いたどこか野性味溢あふれるガタイの良い男。

　片や、上品な赤髪に、絶世の美び貌ぼうを誇ほこるが、身体中から出るため息が、何故か全身に残念なオーラを纏まとわせているどこか不幸そうな女。

　うちの超常連が、このタイミングで来店である。

「な、何してるんですか……!?」

　思わず聞いてしまうオレ。

　しかし、二人は聞いちゃいねぇ。

「お、おいちょっと待てマオ。その前に〝私とデインみたいに〟って何だ？　だ、だから、オレはお前のことを……」

　慌あわてた様子で勇者。

「もういい。お前はいつだってそこから先の言葉をいってくれないじゃないか。どうせ私のことなど遊びだったんだろう……？」

　いつも通り絶望的な表情で魔ま王おう。

「ハァァ!?　だから違うっつーの！　オ、オレは、お前のことを……」

「…………」

「ス……ス……」

　ゴクリ、と店に緊きん張ちようが高まる。

「ス……スルメ……」

「……プッ……」

　魔王が、こらえきれないように笑った。

「……バカな奴やつ。まぁ、そういう素直じゃないところも私は好ましく思っているんだがな」

「マオ……！」

「ただ……次はないぞ？　次は……もっと甘い言葉を囁ささやいてくれよ？　魔王の私を一いち撃げきで倒たおすようなとびきり甘いやつを、な」

「ちっ……バカヤロウ。全く、魔王どころか、とんだ小悪魔がここにいたもんだぜ」

「フフ……」

「ヘ、ヘヘ……」

　無限に続く、聞くに堪たえないラブコメ。

「さて──と」

　電光石火の動きでペットボトルを手の中に召しよう還かんしているのは九条だった。

「この二人に水ぶっかけるけど、いいわよね？」

「あぁ、いんじゃね？」

「塔子も賛成ですー」

　呆あきれたように店長代理と白雪が賛成、あっという間に過半数を獲かく得とくした九条は頷うなずき、

「何を……人の店で心行くまでラブコメやってんのよこのバカップル！」

　二人の頭に、二人ですら避よけられない怒いかりの速度で水をぶっかける。

「あばっ!?　な、何しやがるマイ！　てめぇ、オレら客だぞ!?」

「ひどいじゃないか！　マイだけは私の恋こいを応おう援えんしてくれてると思ってたのに！」

「うるさい！　大事なときにぜんぜん店に来ず何が客よ！　てか……あんたらここ一週間何やってたのよ!?」
















　ブチギレながら九条。

「こっちはもう、ライバル店に五百倍近く差ぁつけられて絶体絶命虫の息なのよ!?」

「へ？　いや、俺達は、この世界を滅ほろぼす最悪の敵、堕天古代竜オメガデイクスが復活したから、マオと二人がかりで三週間戦い続けてやっと倒してきてその帰り──」

「言い訳するんじゃないわよ！　本気でウチ来たかったら、そんなもん二、三秒で倒してウチに来れるハズでしょ！」

「無茶いうな！　世界最さい凶きようの敵だぞ!?　何気に世界滅びかけてたんだぞ!?」

「今日無茶苦茶だぞマイ!?」

　ギャーギャーもめる魔王、勇者、麻衣。

「にゃはっ。なーんか、ちょっと、空気明るくなったか？」

　そんな光景を見ながら笑顔でいってきたのは、勇気。

「そ、そうだな……」

　九条も、怒りやら喜びやらでなんか逆ギレ気味にとはいえ蘇よみがえったし。

　店長代理や白雪も、毒気が抜ぬかれたように、バカバカしくなったように、なんか嘆たん息そくしながらその光景を見守っていた。

　店内から、さっきの辛気臭い空気が抜けていく。

　いやー、ほんと、ナイスタイミング。

　勇気とか、戦せん闘とう力とか、魔力とかじゃなく。

　そういう、いざという時、何かが変わろうとする大事なイベントには絶対間に合って、影えい響きよう与あたえるヒキの強さが。

　ほんと、この二人の、勇者と魔王たる所以ゆえんなんだろうな……。
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「ハァァァ!?」

　と、いうわけで。せっかく店に来てくれたので。もうこの際猫ねこの手も借りたい。

　なのでオレ達は、常連代表、デインとベアトリーチェも交え、もう一度。この状じよう況きようをなんとかする方法はないか。

　別の角度からの突とつ破ぱ口こうはないか。七人で、最後に会議をすることにした。

　たぶん、ここで何か活路を見出さないと、オレ達はギブアップもやむなしなくらい追いつめられている。

　オレも脳みそフル回転で参加していくぞ！

「あと一週間以内に売上げ五〇〇倍の差を逆転しなきゃなんねぇ!?」

「しかも同時にその本部評価【Ｓ】ランクとやらも達成しなくてはダメ!?」

　事情を聞いたデインとベアトリーチェは驚愕していた。

「そ、そうなんです。何かいい妙みよう案あんないですかね？」

　お客さんに聞くのはどうかと思いつつ期待を込めてオレは聞くが、

「あー……そりゃ無理だわ、うん」

「残念だったな……デモン・イレブン。今まで楽しかったぞ」

　あまりに絶望的すぎる状況に……あっさりいやになったらしい。

　二人はぽいっと匙さじを投げて会議から脱だつ出しゆつしようとした。

「待ちなさいよ！」

　そんな二人の耳を引っ張って会議に引き戻もどすのは九条。あの二人相手に凄すごい勇気！

「何あっさり諦あきらめてんのよ!?　諦めたらそこで試合終しゆう了りようでしょ!?」

　九条が二人に詰め寄る。

「痛いててて！　わ、分かった、考えるって！」

　九条から逃にげながら、デイン。

「けど、実際問題、けっこうキツくねぇか？」

　忌き憚たんのない意見をいってくるデイン。

「能力も桁けた違ちがいで。色んな条件も向こうのほうが上なんだろ？　立地とか」

「そうですね」

「しかも、こっちは二週間不在だったブランクもある……不利な条件が揃そろい過ぎているな」

　真ま面じ目めな顔でいう、魔王。やっと本気で力貸してくれる気になったか……。

「あの、もちろん、別に起死回生のアイデアそのものを出さなくてもいいんです」

　オレは二人にいう。

「何か、きっかけになるようなことでも。オレ達の話聞いて、何か、何でも、思い浮うかぶことはありませんか？」

「そりゃ……」

　勇者は一いつ瞬しゆん考え。

　そして、いった。

「まぁ……つまんなそうだな……とは思うな」

　飾かざり気けのない言葉で、勇者は、率直にいってくる。

「へ？　つまんなそう？」

　何がいいたいのか、核かくの部分が捉とらえきれないオレ達。が。

「ほう……奇き遇ぐうだな」

　まさかの──魔王も同意見だった。

「私も同じ感想だ。よくはわからないが。そのライバルのデモン・イレブン？　まだ行ってないのでなんともいえないが……客としていくには。なんだかつまらなそう、だとは思うな」

「つまらなそう……！」

　ビックリしながら、オレ。

「なによそれ……？」

　九条が怪け訝げんな表情でいっているが、

「ちょっと──待って」

　オレはそんな九条を制し、二人にもっとにじり寄った。

「それ。もうちょっと詳くわしく聞かせてくれませんか？」

　何でか、はわからない。

　けど。なんだか、とても重要な、別の角度からの情報の入り口まで来てる──そんな予感がして、オレは二人に聞いた。

「なんでそう思ったんです？」

「んー……」

　二人は、顔を見合わせ、

「あぁ、そっか。まずは……その〝カゴ〟だな」

　勇者が思い当たったようにいった。

「〝カゴ〟？」

「ああ。なんだっけ？　その店、店入ったら、問答無用で自分が欲しいと思ってる商品詰つまったカゴ渡わたされるんだろ？　俺だったら、んな味気ねぇのゴメンだな」

「私も、同じだ」

　魔ま王おうは頷いた。

「そんなんじゃ、四天王に誕生日会を欠席された時。どうやって孤こ独どくに商品棚だなの前で深夜のフルコースを選べばいいんだ？

　そういう過程の時間がなく、ただただ必要な商品を渡されるだけじゃ、なんだかただ必要な物資を調達しにいってるだけみたいだし……生活に潤うるおいがなくなって、覇は気きとかなくなりそうじゃないか」

　さらに魔王は苦笑して何気なくそういうが……

「あ……………………」

　その……瞬しゆん間かんだった。

　その瞬間……オレの中で、いろんなことが繫つながった。

　元気のないレッセとルミナリエ。

〝先せん輩ぱい〟の完かん璧ぺきなデモン・イレブン。

　そして──

　その完璧なデモン・イレブンの、弱点。

（これだ──）

　繫がった真相に。

　オレは、ある意味では愕がく然ぜんとなった。

（なんてこった──って事は──オレは間ま違ちがってたんだ……！）

　そうだ……オレは馬ば鹿かだ。大馬鹿野や郎ろうだ。

　魔王城で、九条と話した時、一度は気づきかけてたのに。

〝先輩〟のプレッシャーからか、全然取るべき戦法を見誤っていた。

「？　ちょっと、どうしたのよ、反馬」

　そんな愕然となるオレを見て、怪訝にいう九条。

「思いついたんだ」

　そんな九条に、オレはいうのだった。

　向こうのデモン・イレブンが〝完璧〟なら。

　こっちはそれ以外の特性で戦わなくちゃいけない。

「起死回生の、先輩達を超こえる為ための──一発逆転の、そんな作戦」

「ハァ!?」

　こだまする九条の声。

　そして、オレは勇者と魔王にいう。

「デインさん。ベアトリーチェさん。一生のお願いです。どうか、レッセさんやルミナリエさん……いや、他にもいる。なんか最近覇気がなくなっちゃってるこの辺のお客さんいたら、ウチの店宣伝してもらっていいですか？」

「は!?」

「レッセにルミナリエ!?　どういうことだ!?」

　困こん惑わくする勇者と魔王。

　ここから。

　ここからだった。

　〝狭間〟デモン・イレブンの反はん撃げきが始まった！
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　翌朝。

　八時一分。

「よし……準備はいいな、九条」

　入り口前。ノボリや張り紙を大量に用意し、入念に屈くつ伸しん運動しながらオレは隣となりの九条にいう。

「マジで……!?」

　しかし隣の九条はまだ心の準備ができた雰ふん囲い気きではなかった。

　まぁ、でも、確かにそれは無理もないのかもしれない。

　何な故ぜなら、オレ達が始めようとしている呼び込みは、こんな内容の呼び込みだったから。

「いらっしゃいませいらっしゃいませ！　欲しい商品は全部自分で選ぶ！　なんだったら他のお客さんと取り合いになる！　楽しい時を過ごすお店、デモン・イレブンはいかがですか～!?」

「い、いらっしゃいませ……」

　隣で九条もボソボソいっているが、

「声が小さい！　何恥はずかしがってんだよ！」

「恥ずかしいに決まってんでしょ!?」

　列火の如ごとく言い返してきた。

「なんなのよ、この謳うたい文もん句く！　欲しい商品は全部自分で選ぶって、当たり前でしょ!?」

〝欲しい商品は全部自分で選べる店、デモン・イレブン〟。その手書きポスターを見ながら九条はいった。

「しかも、なんなのよ、この注意書きは！」

　九条は別のポスターをバンッ、と叩たたきながら吼ほえる。

　そこにはこう書かれている。

　当店は商品の在庫状じよう況きようが発注者が未熟な為非常に不安定です。

　なので商品争そう奪だつによる私し闘とうが多数起こります。

　当店はそれを許可しております。ご了りよう承しよう下さい。

「どこの世界に客同士の私闘許可するコンビニがあるのよ!?　こんな謳い文句で客が来るワケ──」

「〝私闘の許可〟？　──これだよ」

　その時だった。

「僕達が求めてたのは──」

「これだったんだ」

　オレ達の前方から、複数の声が聞こえてきた。

「…………え？」




「ハッハー！　何やってるのよレッセ！　あなたしばらくやりあわないうちに、随ずい分ぶん動きが鈍にぶってるんじゃない!?」

「調子に乗るなよルミナリエ！　いいからそのコロコロ渡せよ！」

「いやよ！　これには私が絶対知りたいゲームのシリアルコードも載のってるんだから！　来るなら力ずくで来れば？」

「望むところだ──〝真の終の雷グラン・ゲイボルク〟！」

「〝なんかとにかく敵をホーリー八つ裂きにする呪文ライト！〟」

　カッ──！

　店内でぶつかる圧あつ倒とう的てきな光と光。

　その力をぶつけているのが、他ならぬ、最近までうちの店に興味を示していなかった、覇気を失った二人──僧そう侶りよルミナリエと、四天王〝雷らい帝てい〟レッセである。

「えぇぇぇぇ……!?」

　そんな光景を見ながら愕然とするのは九条。

　ちなみに、現在、店内では他にも、

「くそ……やはりお前と手を組むなどといったのが間違いだったようだなリオン……！　お前の和風おにぎりへの蔑べつ視しはもう俺には耐たえられん！」

「！　馬鹿な……僕はただ、おかかや梅より、ツナマヨやソーセージ巻きのほうが隊の志気が上がると、」

「お前のそういう貴族的な物言いがいちいち俺を闇やみへいざなうことが何故わからん……剣けんを抜ぬけリオン！　梅おにぎりの矜きよう持じを見せてやる！」

「理想ばかりで世の中は変えられない……！　ツナマヨの売上げはいつだって一位だ！」

「お前みたいなやつがいるからぁぁぁぁぁ！」

　ぶつかる剣と剣。

　いや……またやってんのかい!?

　和解したんじゃなかったの？　と、とにかくぶつかる若き革命戦線の二人。

「くそ……あれほど潤じゆん沢たくにあったうぉーいお茶がこれだけしかなくなるとは……！　貴様の差し金かインダストリア！」

「その手にはのらんぞウェストニアの……！　卑ひ怯きような戦法は貴様の十お八は番こではないか！」

「全軍突とつ撃げき！」

「こちらもだ！　一兵たりともお茶を買わせるな！」

　王と王と、兵と兵。

「てめぇ！　何やってくれてんだ〝双剣〟の！」

「それはこっちの台詞せりふだ〝十勇者〟！」

「その〝青じそドレッシングのさっぱりサラダパスタ〟は──」

「絶対お前だけには譲ゆずらない！」

　そして毎度お馴な染じみの、ワイルドな風ふう貌ぼうのオッサンと、獅し子し頭がしらの将軍も争っている。

「これでよかったか？　トール」

　そんな光景を前にいっているのは、とりあえずこの第だい一いち陣じんのお客さんを連れてきてくれた魔王と勇者。

「あ、はい、ありがとうございます。また同じような人いたら声かけてあげて欲しいですけど……とりあえず、これで。二人も買い物楽しんでください」

「うーい」

　二人は店頭に消えていった。

「いやいやいやいや……」

　混乱しているのは九条である。

「なんで？　なんでいきなり、こいつら、店での私闘ありになった瞬間。

　こんな元気になってんのよ!?」

「たぶんこれだったんだよ」

　オレは、九条にいう。

「これって……何よ」

「ウチに、お客さんが求めたことって」

　この前、デインとベアトリーチェの話を聞いた時。

　改めて、気づいた。

　最強に便利な全盛期の〝先せん輩ぱい〟の店。

　けど、一つ疑問がある。

　みんながみんな。それこそ、異世界中の人全員が。

　その〝先輩〟の店を、理想のコンビニとするだろうか？

　だとしたら──何故レッセとルミナリエに元気がなかったのか。

「確かに、便利なのも重要。速度も大事だ。
















　けど、コンビニって、それだけじゃないって……オレ達、この前気づいたじゃん」

「あ……！」

　九条が、ちょっと驚おどろいたようにいう。

「魔ま王おう城で……」

「そう」

　オレは頷うなずいた。

　オレ達が子供の頃ころ通った、〝先輩〟がやってたコンビニ──。正確にいうと、全盛期を経て、意識的なのか力を抑おさえ、別の方向性になってた頃の──〝先輩〟がつくったデモン・イレブン。

　商品を買わなくてもいい。そこで過ごす時間自体が楽しい。

　場として楽しい。

　くそ五う月る蝿さくてカネがないオレ達みたいな小学生が行っても、別に目くじらたてることもなく、なんだかんだ存在を受け入れてくれた──。

　それが、オレ達が目指す、いや無意識に目指していた、デモン・イレブン。

　それにオレ達は気づいた。

「いや、それどころか。オレ達、ほんとは最初から気づいてたのかも」

　オレはいう。

「店内で弁当が足らず戦争状態になった……って問題起こったら。

　異世界人の争いをとめたりするんじゃなく。〝身体能力を上げてなんとか品出しするように努力〟する、って選せん択たく肢しとったり。

　冥めい界かいとの仲を取り持ってくれって頼たのまれたら、世界の懸かけ橋はしとなる歓かん迎げい会かいを開いたり。コンビニで。

　立ち読み客が殺さつ到とうしたら、こっちも総力戦でから揚あげ貴族の匂においを使ったり咳せき払ばらいを駆く使しして、立ち読み客と対たい峙じしたり。

　ウチは、ずっと、結局、お客さんを受け入れる接客してきてた。

　そういうことが大事だって。ずっと前から気付いてたのかも」

「で、でもさ」

　不思議そうにいう九条。

「じゃあ、何？　じゃあウチに、お客さんは……サービスの質とかじゃなく。コンビニとしての便利さじゃなく。そういう〝場〟としての楽しさを、求めて来てたってこと？」

「うん……。少なくとも、前から来てた常連さんはそうだと思うよ。だから、デインさん達は、〝先輩〟の店をつまらないっていって。ルミナリエさんとかは……急に覇は気きがなくなって。それで、店をこういう感じにしたらまた元気になったんだと思う」

　オレはそんな推測を口にする。

「三週間前、ウチは、急になくなった。となると、次に行く店は、あの〝先輩〟のデモン・イレブンしかない」

「うん」

「けど、あの店はウチと似てるようで全く違う。だから、通えば通うほど、なんだか、知らず知らず元気がなくなる……自分達が求めていたものがないから……」

「あ、なるほど……」

「そんな生活が続いて、そんな中、ウチが戻もどってきた時には、もう、デモン・イレブン自体にかなりネガティブな印象持ってたのかも。

　ウチが戻ってきても、特に反応しなかったくらいだし……！」

「そっか……だから、こうやって、分かりやすく、元のデモン・イレブンが戻ってきたことをアピールして……ウチのよさ、改めてみてもらって……

　お客さん、引き戻そうってわけね」

「そう」

　オレは頷いた。

「だからまだやれるよ……オレ達！」

　前を見み据すえながらオレはいった。

「だって、お客さん、あんな楽しそうじゃん。オレ達が、ここから本当の実力出したら！　ここからきっと、もっといい勝負になる」

　店内を見ながらオレはいう。

「そうね……！」

　九条は頷いた。

「なんか……ありがと」

　そして、変に素直にそんなことをいってきた。

「は…………？」

　一いつ瞬しゆん、固まるオレ。

「？　なによ」

「いやごめんごめん。聞き間ま違ちがいだった。今、一瞬、お前がオレにありがとうっていったような幻げん聴ちようが……」

「バッ……なにが聞き間違いよ！　現実よ！　確かに私のこの口がいったの！　あ・り・が・と！」

　ヤケクソのようにいい放ってくる九条。

「え…………ええぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?　何いってんのお前!?」

　オレはやっぱり耳を疑う。

「礼？　九条が？　オレに？　お前、なんか体調不良かなんか……」

「な・ん・で・よ!?」

「だって、お前がオレに礼いったことなんて、今までの人生でなかったじゃん!?　オレがなんかお前のこと手伝っても、〝当たり前でしょ〟〝別に感謝なんかしないんだからね〟〝まだやってんの？　もうトロイわねぇ〟くらいのもんで。普ふ通つうに礼いわれたことなんか、記き憶おくにある限りほとんど……」

「何よ!?　たまには勇気出して素直になったらいけないの!?

　正直、さっきまで私、半分くらい諦あきらめかけてたからさ。あんたが馬ば鹿かかってくらい全然諦めてなくて、それ見て、ちょっと元気でたの！

　嬉うれしかったの！　だから、ありがと！　お礼いってんの！

　ったく……こんな素直な私、もうあと三年半くらいは出さないつもりなんだから……ちゃんとありがたく記憶にとどめておきなさいよね!?」

　その一言に、オレは、

「……………………」

　……なんか照れた。

　あれ？　なんでオレ、照れてんだろ。

　九条にありがとうっていわれた瞬しゆん間かん、なんか心臓がキュッとなったっていうか……。うーんよくわからん、よくわからんけどとにかくなんか店内空調利き過ぎて暑い。

「おい、透、何やってんだ!?」

　その時だった。いきなり後ろから店長代理が走ってきてオレを羽は交がい絞じめにした。

「ぐっ、店長代理？」

「レジやべーんだよ早くしろ！　何こんなとこでくっちゃべって──」

「真壁サン……！」

　しかしその時だった。そんな店長代理の頭を誰だれかが鷲わしづかみにした。勇気だった。

「にゃは。アンタ……何やってんだ？」

「え？　いや、店長代理として、バイトに仕事しろって……」

「そうじゃなくて。今、ここじゃ、百年かかっても起こりそうになかった恋れん愛あいビッグバンがよーやく……よーやくスタート寸前まで移行しかけてたんだぞ？　自分が犯した罪わかってっか？　ちょっと裏で反省文書いてもらっていいか？」

「ぐわぁぁあぁぁ!?」

　ギリギリギリギリ、ダンジョン攻こう略りやくで鍛きたえた握あく力りよくなのかなんなのか、万力のような力で勇気が店長代理の頭を鷲づかみにして連れ去っていく。

　シン──。

　残されたのは、オレと九条。

「な、なんかよくわかんないけど。仕事しよっか？」

　少しだけ赤い顔で、九条が嘆たん息そくしながらいう。

「そ、そうだな。そうしよう」

　オレもたぶん少しだけ赤い顔で、その意見に同調した。

　いろいろよくわかんないけど、とにかく、仕事しよう。

　それがコンビニバイトの務めだもんな。




　自分達がこの異世界でやってきた事を信じて、出し切る！

　とにかくそれだけを念頭に置いて、そこからオレ達はデモン・イレブンで力を振りしぼった！

　例えば、

「にゃはは、おーい、配達行ってきたぜー！　バベルの搭とアトランティスと裏ダンジョンの九九階にー！」

　たった今帰ってきた勇気が主にやってる〝異世界版デモン・デリバリー〟を今まで以上に精力的にアピールした。

　天てん井じようのスピーカーから流れる、

『えーみなさんお待たせしました、今日は昨日に引き続き、俺とおでんの出会いを。あれは俺が産湯に浸つかった寒い冬の日のことでした。俺の産湯に偶ぐう然ぜん大根が入っていたことから──』

　店長代理が主にやってる〝異世界版デモン・ウェーブ〟を改めて始めた（つか、なんか今日のラジオの内容何気に聞き捨てならないな！　なんか衝しよう撃げき的な内容語られてないか!?）。

　さらに、

「え？　あぁ、当店は盗とう賊ぞく団からの万引き挑ちよう戦せんは随ずい時じ受け付けていますよ？　そこの申し込み用紙に名前書いておいてください。ただ、万引きしようとしてできなかった商品は強制的にお買い上げって条件ですので覚かく悟ごしてくださいね？」

　たぶん地球、いや異世界含ふくめても一番のセキュリティ能力（白雪がいるから）を活かして盗賊団を誘さそい込み、しかし万引きは余よ裕ゆうで阻そ止しして、結局商品のお代をきっちり頂くという〝スポーツとしての万引きが楽しめる店〟という新たな側面をより強調した。

　そして、

「さぁ行くぞ、九条！　オレ達も弁当の補ほ充じゆうだ！　大だい丈じよう夫ぶ、慣れたら、飛んでくる矢くらいは手て摑づかみできるようになるから」

「なりたくないわよ女子としてそんな超ちよう人じんに！」

　オレ達も、お客さんを受け入れる品出し──死線をかいくぐって商品を補充していく曲芸品出しに磨きをかけた。

　この異世界で身につけた、お客さんが喜んでたデモン・イレブンのサービスを、とにかく出し惜おしみなく全部出した。

　すると、勝負は、思いがけない展開を見せる。

〝伝説レジエンド〟デモン・イレブンの売上げに。

　うちのデモン・イレブンの売上げが、少しずつ、少しずつ、迫せまり始めたのだ。




　　　　※




「いけるかもしれません」

　そんな中、勝負開始から十日目。

　白雪が、働きながら、合間をみての立ちミーティングで、ある試算を出した。

「塔子としたことが、失念してました。

　この勝負は、客の奪うばい合い。

　つまり、片方の店が繁はん盛じようしてる状態だと、片方の店は売上げが伸のびない。

　私達の店が売上げを伸ばせば伸ばすほど、〝伝説レジエンド〟の売上げは失速していくんです」

「ん？」

「ここまで十日間の売上げ合計は──

〝伝説レジエンド〟デモン・イレブン→約一〇五〇万Ｇ。

〝狭はざ間ま〟デモン・イレブン→約五一〇万Ｇ。で負けてますが」

　試算を発表する白雪。

「勢いは逆転しています。このペースで行けば……あと四日、上回る可能性がちょっとあります」

「おお……!?」

　その報告にオレ達は顔を見合わせる。

「ただ……どうしても、あと少し……あと少し、届かない計算になります」

　厳しい顔でいう白雪。

「あと少し……どれくらい？」

「数字でいったら、一日一〇〇万Ｇ分くらい。それくらい、あとこっちに顧こ客きやくがついたら……逆転もできるんですけど」

「一日一〇〇万!?」

　オレ達は絶句する。いやいや、ここまで追い上げてるだけでもとてつもなく凄すごいのに。そこにさらに＋して一〇〇万!?

　それ、ちょっとって規模なんだろうか……？




　　　　※




　そして──その白雪の予想は、さすがというかなんというか、寸すん分ぶん違たがわず的中する。

　勝負開始から一二日目。

　オレ達の売上げは、かなり〝伝説レジエンド〟に肉にく薄はくしていた。

　けど、どうしても、最後のあと一押しが足りない。

　あれから、例のダンジョンマスターだとか、聖法騎士団ホワイトリツターとか、盗賊団のフジコとか、七部族の関係者とか、グレンとか、師し匠しようとか、勇者が呼びかけて、また新たに、うちが戻もどってきたことを知り、訪れてくれたお客さんもいるんだけど。

　それでも……その分を足しても、どうしても足りない。

　そして無情にも一二日目、一三日目も終しゆう了りようし。

　どうしても越えられない差を残して。

　勝負は最終日──一四日目に突とつ入にゆうした。




　　　　※




「いらっしゃいませ、いらっしゃいませ！」

　オレ達はラストスパート──死力を振ふり絞しぼって接客！

　時計は、もう、昼の一二時を過ぎようとしている。

「……ダメですね」

　そんな中、レジで計算していた白雪が、オレに告げた。

「塔子の計算では、お昼ちょうどがデッドラインです」

　と、白雪。

「それすぎたら、たとえ……たとえ、奇き跡せき的にお客さんがさらにドッと増えても、捌さばききれないし、結局今日の売上げには反映できません」

「一二時……！」

　オレは恨うらめしく時計を見る。って……あと、もう、数十秒もねぇ！

　五、四、三、……瞬またたく間まに減っていく、一二時までのカウントダウン。

　オレ達は、奇跡を信じる……が。

　二、一、〇……。

　無情にも。ほんとうに無情にも。

　白雪が決めたデッドラインを、時計の秒針と分針が通過した……一二時である。

（ま……負けた……！）

　まだ、勝負は決まったわけじゃない。このデッドラインは、天才とはいえ、白雪の出した〝試算〟に過ぎない。

　けど……頭ではそうわかっていても。心がなかなか、ついてこない。

「……ごめん。オレのせいだ」

　だから……思わず、オレはいってしまった。

「最初の一週間の出で遅おくれさえなかったら、勝ててたかもしれないのに……！」

　そう、最初の間ま違ちがった方針の時期さえなければ、たぶん勝ててたんだよな……！

「なんか最後まで、バイトリーダーとして微び妙みようでごめん。やっぱ〝先せん輩ぱい〟にはまだまだオレは……」

　ガックリ肩かたを落としながらいうと、

「バーカッ！　何いってんのよ！」

　九条が思いっきり頭をひっぱたきながらいってきた。

「確かに出遅れたけどさ。けどその後、こんなに追い上げられてんの、あんたがウチの店の軌き道どう修正したからでしょ」

　怒おこったようにいってくる九条。

「九条……」

「そうだぜー」

　続いて、両手でオレの頰ほおをガシッとホールドしながらいってきたのは勇気だ。

「最初出遅れたのは別に透だけのせいじゃねー。みんな、〝先輩〟にアテられて、ちっと無理しちまってたぜー。私もマイも含めて。だから透にゃ感謝してるぜー」

　満面の笑みでいってくる勇気。

「勇気……」

「だからさ。最後まで、諦あきらめず働きましょうよ。勝ち負けじゃなく、全部ぶつけるっていったのあんたでしょ」

「そーだぜ透。もうここまで来たら、勝ち負けはいいじゃねーか。一人でも多くの人に、うちの店の記き憶おくを焼き付けてやろうぜー？」

「そう……だな」

　オレは、幼おさな馴な染じみ二人にいわれ、自分に気合を入れなおした。

　ようし……そうだ！

　たとえ勝負には勝てなくても……これだけのお客さんが店に来てくれてるんだ。

　最後まで、全力を、尽つくそう。

「よーし！」

　最後にオレは力を振りしぼる。

「ウチの店のラスト一二時間だ。腕うでちぎれるくらいがんばって──」

　最後のエネルギーを使いきろうと腕まくりするオレ。だったが……その時だった。

「お、おい！」

　入り口のほうから声。

「透！　九条！　野宮！　ちょっと来てみろ！」

　店長代理の声だった。

「へ？」

「なによ？」

「なんかあったんかー？」

　不思議に思って店頭に向かうオレ達。

「え!?」

　そしてオレと九条と勇気は店頭に出てすぐに硬こう直ちよくする。

　そこには、オレ達の予想もしなかったような光景が広がっていた──！




　　　　※




　そこに立っていたのは──臓物と目玉のない犬に、ゆりかごを抱かかえた女性に、部下を従したがえた船長服の男。

　世界樹の精せい霊れいに、暗黒騎士。

　金きん髪ぱつオールバックのオッサンと銀ぎん髪ぱつオールバックの屈くつ強きような男。そして大勢の兵たち。

　紫むらさき色いろのガスの集合体みたいな生物を筆頭とする、魔族達……！

「え……」

　驚きよう愕がく──していると。

「おお、ニイちゃん、なんか売り上げ難なん儀ぎしてるんやって？」

　臓物のない犬が、オレにいう。

「仕方ないですねぇ。ヒマなんで、カレシと手伝いに来ましたよ。まだ私の籍せき残ってますか？」

　口を開いたのは元・バイトのユグドラだ。

「こっちも同じくだ。最近国も落ち着いてきたんでな」

「兄貴と一いつ緒しよに、国民連れて遊びに来たぜー」

　サムソンさんとオルバさん。

「すいません、旧魔王城のトイレ直ったんですけど、やはりこちらのトイレの座り心地が忘れられなくて……！　あと貼はってあった張り紙の内容も……。

　トイレ貸してもらってもいいですか？」

　旧魔王城の魔族達もいってくる……！

「えええええ!?」

　まさかの面々の来店に──オレ達は声がかれそうなくらい叫さけんだ。

　な、何これ!?

　なんでこの人ら──ここにいるの!?

「な、なんで!?　てか……どうやってこの店まで来たんですか!?」

　この世界の土と地ち勘かんはよくわからないけど、この面々と会った場所とこの草原はけっこう離はなれているはずだ。

　それに、なんかうちがピンチだってのを知ってる風だけど、なんでそれを……!?

「売上げの件は、新聞に載のってたでー。今、この草原で売上げ対決やってて、そんでこっちの店は、負けたら閉店決定やって」

　教えてくれるのは、幽ゆう霊れい船せん乗客の臓物のない犬。

　マジか……どっから漏もれたんだろう。

　ほんと、この世界の新聞、意外にうちのことよく載せてくれるなー。

「来た方法は簡単ですよ」

　いったのは世界樹の精霊──ユグドラ。

「ああ。一回行ったことある場所に転移する呪じゆ文もん、オレ達の地方じゃ初歩の初歩だしな」

「つまり、世界中のどこにいても、仲間のピンチには、駆かけつけられる」

　続いて頷うなずくのは金髪と銀髪の男、オルバさんとサムソンさん。

「あんた間ま違ちがってなかったのよ……！」

　そして九条はいうのだった。

「へ？」

　驚おどろいていると、

「まさに、魔王城であんたいってたじゃん、

　〝お客さんに対する営業って、すぐ効果出る、劇薬的な営業も重要だけど。

　たぶん、商売って、それだけじゃダメ。

　お客さんが喜ぶのは何か……？

　売上げ度外視して、それだけを考えて、行動することも大事〟って。

　そしたら、それがちゃんといつか実を結ぶって。

　ほんとにそうだったのよ……！」

　目を少し赤くしながら九条がいう。

「あんたのそういう姿勢もあって。あんたのバイトリーダーとしての方針が……最後にみんなをちゃんと呼んだのよ！」

「マジか……！」

　オレは、なんだか泣きそうになった。

　ていうか……ちょっと泣いた。

　けど、泣いてる場合じゃない。

　まだ、ぜんぜん勝ったわけじゃない。勝負はここからなんだ。

　奇跡の援えん軍ぐん到とう着ちやくという追い風を受け、オレ達は最後の力を振り絞る──。



















　残り六時間──。

　五〇メートルほど先の場所で、もう一つのデモン・イレブンが死力を尽くしているのが見える。

　それを見て。オレ達もオレ達でラストスパートをかけた。

　オレは、今まで以上に激げき闘とうが続く戦場の中をすり抜ぬけ品出しし。

　九条はサブバイトリーダーとして完かん璧ぺきにそれをフォローし。

　店長代理はラジオで宣伝することにより驚きよう異い的な数のおでんを売り。

　勇気は向こうに無くてこっちにある最大の収益源──デモン・デリバリーでガンガン売上げをたて。

　白雪は万引き犯を撃げき退たいしつつ、この忙いそがしさでオーバーヒートしそうな店の機器の調子をフルにメンテナンスし、戦える状態をどうにか保ってくれていた。

　オレ達は死力を尽くした。

　そして、向こうも死力を尽くした。

　そしてそのままお互たがい最後の最後まで出し切り、何の悔くいもなくやりきったところで──

　期限である、一四日目が終しゆう了りよう。

　運命のジャッジが告げられる、０時ちょうどがやってきた。




　　　　※




「つ、疲つかれた……」

　休きゆう憩けい室。そこに、もはや灰となりかけたオレ達五人の姿があった。

　時刻は午前六時前。

　結局──あれからも、お客が途と切ぎれず、なんだかんだ朝六時頃ごろまでオレ達はがんばっていた。

　今はさすがに小休止という感じで波が途切れたので、店をユグドラとシラユキ一号に任せてオレ達は一いつ斉せいに休憩をとることにしたのだ。

　勝負のジャッジの行方ゆくえを、まだオレ達は聞いていない。

　分かり次第すぐＡＭが電話くれるといってた気がしたんだけど、集計が難航してるのかまだ電話が来ていなかった。

　自分達で、ある程度数字を集計して勝敗を予測することもできそうだけど……そんなヒマなかったし。まぁ、もうそれはいいかな、とも思う。

　全部出し切ったんだ。ここまで来たら、結果を教えてもらうのを待とう。

　勝ちたいけどね。

　ここまで来たら、勝ちも欲しい。

　一時的なものとはいえ──ここまでできたんだ。こんないい商売するコンビニを──オレは、これからも続けていきたい。そんな気分になっていた。

　トゥルルル！

　その時だった。

　とうとう──店長デスクの上に置かれていた、店の電話が鳴った！

　ＡＭだ！

「お願いします！」

「出番よ、店長代理！」

「にゃはは、頼たのんだぜ、真壁サン」

「しっかりやって下さいね」

　全員に送り出されて電話の前に押し出されたのは店長代理だ。

「マジかよ……!?　さすがに緊きん張ちようするぜぇ……！」

　いいながらも、受話器を取り、スピーカーモードに切きり替かえる店長代理。

　すると、受話器の向こうから聞こえてきたのは──

『よう』

　──ＡＭのものではない。女の人の声。

『みんな聞いてっか？』

「この声……！」

「もしかして……！」

　その電話の声を聞いた瞬しゆん間かん、もともといたデモン・イレブンのメンバー全員が目を見開いた。

「もしかして……〝先せん輩ぱい〟!?」

　ザワつく休憩室。

『そ。いや、昨日ＡＭから聞いて、ラストのほう、監かん視しカメラの映像から、両方の店のこと見てたんだよ。今、ＡＭと一緒にいるわ』

「マ……マジですか!?」

　久しぶりに聞いた〝先輩〟の声が、驚きと共にとてつもなく懐なつかしく胸に響ひびく。

『勝敗は後からＡＭに告げてもらう。私もまだあえて聞いてない。とにかく、まず、お前らに一言いいたくてさ』

　そして、〝先輩〟は、電話の向こうでニコッと笑ったことを感じさせる声で、

『感動したよ。お前らすげぇぜ。ほんっっっと成長したな！』

　嬉うれしそうにそういった。

『まず真壁さん』

　そして〝先輩〟は店長代理にいう。

「え？　お、おう？」

『あんたよくやってくれた。見てたぜ？　なんだかんだいいつつ……透やみんなをカバーしてくれてたんだろ？』

「はぁ？　いやぁ、別に俺は……」

　店長代理は珍めずらしく照れた顔で頭に手をやっていたが、

『ただ巻き込まれただけなのに、あんたは立派に大人の役割と、店長代理の仕事やってくれたのがわかった。透達がそこまでいけたのは、絶対あんたがみんなをフォローしてくれたからだ。私はもう関係ないんだけど御お礼れいいわせて下さい。ありがとう、真壁店長代理。あんた男だよ』

　そのまま普ふ通つうに褒ほめちぎられ、ますます赤くなって絶句していた。

　うおー珍しい。確かに、店長代理を普通にここまで褒める人も、あんまりいないからな……。あの幽霊船のゆりかごの女の人くらいか。

『勇気。お前も偉えらかったなー、相変わらずレジくそ遅おそいけど。さりげなくみんなに目ぇ光らせて、絶ぜつ妙みようのタイミングで、お客さんや仲間に声かけてたな』

「にゃははは！　やめてくれよ先輩、なんかこそばいぜー」

『お前のそういうとこ、ほんとデモン・イレブンにとって貴重だと思うぜ？　お前みたいなやつ、一人いると店の空気全然違ちがうからな』

「にゃははー、あーもぅ、ほんと照れるぜー」

　勇気が暑そうに顔にパタパタ自分の手で風を送りながらいう。

　これまた珍しい。さすが〝先輩〟が絡からむと、みんな普ふ段だんオレ達同士で見せ合ってるのとは違う顔を見せる。

『塔子も。おつかれだったな』

　そして〝先輩〟は次に白雪にいう。

「先輩……！」

『お前、最年少なのにほんとよくやったよ。なんだかんだ、気ぃ張ってたんだろ？

　終わったらちょっと休め。店の機械のことは、私が他のメンバーに口頭で教えて整備させとくからよ』

「う、う……うわーん！　せんぱぁぁぁぁぁい！」

　労いの声をかけられた白雪は一気に何かが決けつ壊かいしたように号泣した。うおお……！

　ま、そ、そうだよな。オレ達、白雪に半はん端ぱじゃない負担かけてたからな……！　バイトの仕事以外の面でも。

　しかも忘れがちだけど、この子最年少なんだよな。確かに〝先輩〟のいう通り。この騒そう動どう落ちついたら、ちょっと休んでもらお。

『で、後はもちろん、透と麻衣だな』

　そして〝先輩〟は、オレと九条に同時にいうのだった。

『よくやったぜ。で、どうだ？　ちょっとはわかったか？

　なんで私が、麻衣をサブに、透をバイトリーダーに回したか』

　そういわれて、オレと麻衣は顔を見合わせ、

「あのー。自分がどうかは分かりませんけど……」

　まずオレは、

「九条は、確かに、適性あると思います。サブバイトリーダーの。文句言いつつ冷静だし。間ま違ちがったことすれば、九条が止めてくれるって確信があったから……オレ、いろいろ大胆に動けました」

「私も……」

　九条はいった。

「自分のことはよくわからないけど……。透は、バイトリーダーに向いてると思います。アホだけど、一番大事なことが何かは、店の人間で一番わかってるやつだから」

『そうそう。まぁそれが全部じゃないけど。そういうことだよ』

〝先輩〟は頷うなずいてくれた。

『透は、確かにアホだけど、いざという時には集中力発揮して、店を良い方向に持っていけるアホさ。

　片や麻衣は、優ゆう秀しゆうだけど、その実、その力は本当は誰だれかのフォローに使うほうが向いてるのさ。だってお前は、誰より面めん倒どう見み良くて。誰より優しい性格なんだからさ』

「うおおお……！」

「先輩……！」

　そんな言葉をかけられて、オレと麻衣も思わず落らく涙るいした。

　なんなんだよ、もう……！

　最後の最後に出てきて、こんな存在感示して。

　オレは確信する。たとえ今日の勝負の結果がどうなったって、オレ、人間力では、生しよう涯がい絶対〝先輩〟に勝てないわ……！

　だってこの人、人としてカリスマ性ありすぎるもん。

『ま、そんな感じで。まぁ正直、オペレーションの部分は大おお幅はばに改善の余地ありだけど……お前らの全力、ちゃんと見届けたぜ。

　あとは、まぁ、結果だな』

〝先輩〟はいった。

『私個人としちゃ、お前達に勝ってて欲しいけど。まぁこればっかりはどうなるか。

　じゃ、ぼちぼち、ＡＭのバカに代わるわ。絶対勝ってると思うけど。結果、聞いてみようぜ』

　いいながら、〝先輩〟は、ＡＭに電話を渡わたした。

『チッス。ＡＭだ』

　軽い感じでＡＭ。

『てか……お前、相変わらずだな……』

　しかしその前に、ＡＭは、〝先輩〟に苦言を呈ていした。

『サクッと登場して。一いつ瞬しゆんでオイシイとこもっていきやがって……昔からお前は……』

「え？」

　その会話を聞いて、オレ達は首を捻ひねる。

「昔から……？　あれ？　〝先輩〟とＡＭって、元々知り合いじゃないですよね？　この前知り合ったんですよね？」

　気になって、思わず電話に向かっていってしまうオレ。

「この前、〝先輩〟からＡＭに電話いって……それが初対面だってＡＭは……」

『はぁ？　何だそりゃ？　おいおい透、そんなん……ウソに決まってんじゃん』

　しかしオレのその言葉は、電話の向こうにいた〝先輩〟にあっさり否定された。

『だってこいつ。

　私がデモン・イレブンでそっちの世界に転移した時。

　一いつ緒しよにその店で働いてた……当時のバイト仲間だったんだからな』

「え……ええええええ!?」

　もしかしたら。この異世界に来て以降、一番かもしれない驚きよう愕がくが、事務所に吹ふき荒あれた。

「はあ!?　この店のバイトだった!?　ＡＭが!?」

「そ、そうだったんですか……ええええ!?」

「ちょ、ちょっと待ってよ……じゃあなんで私らにあんなキツかったの!?　異世界に来たっていってるのに〝あっそ〟みたいな感じで……」

『あー、それこいつなりの親心だから。たぶん、より成長させようと思って、冷たくあたってたんだよ。変わってねぇよなその演技力ないクセに憎にくまれ役買ってでるとこ。〝虫すらドギマギさせる〟チャラ男君よぉ』

　解説してくれる〝先輩〟。あれ、〝虫すらドギマギさせる〟チャラ男って、勇気が教えてくれた当時の仲間の中にいた奴やつだよな!?　あれ、ＡＭのことだったのか！

『うるさいな……！　俺はお前のそういうところが嫌きらいなんだ。もういいだろ、どっかいけよお前！』

　バツが悪そうにブチぎれるＡＭ。うわー、この感じ、確かに元バイト仲間同士って感じだ！

　なんだよ……ＡＭも……もと同じバイト……どころか。

　異世界コンビニ勤務経験者だったのか……！

『ったく、空気ぶち壊こわしやがって……

　おい勘かん違ちがいするなよ』

　電話の向こうで、ＡＭは、軽い口調で、しかし冷たくいってくる。

『確かに俺はわざと冷たくしてた部分もある。あえて色々情報も教えなかった。だってそのほうが、お前ら、絶対もがき苦しんで、絶対成長できるしな』

　ＡＭはいい、

『けど、この勝ち負け。

　お前らと、昔の俺達のデモン・イレブンの売上げ勝負。

　それから、勝ってＳランク取らなきゃ、店がなくなるっていう条件。

　それらは全部現実だ』

　そう、改めて、オレ達に突つきつけた。

『いいな？　負けたら、お前らの店は閉店だ。これは本部が決めたことだから、俺は何もできない。その上で聞くぜ？

　結果聞く覚かく悟ごはいいな？』

「も、もちろんです……！」

　オレ達は、頷いた。

　もちろん、これだけ出し切った後、ＡＭに手心加えてもらおうなんて全く思えない。

　勝ちたい。

　けど、同時に知りたいんだ。

　ベストを尽つくした自分達がどこまでいけたのか。

　正面からちゃんと受け止めたい。

「お願いします」

　受話器を持った店長代理が、ＡＭにいう。

「結果、聞かせてください」

『……分かった。じゃあいくぞ。さっき集計が終わったんだ。

　まず、俺達──つまりお前らから見て、向こうのデモン・イレブンの売上げだ』

　ＡＭが告げる。

　ゴクリ、と誰かが唾つばを飲み込んだ。

『向こうのデモン・イレブン。

　売上げ、一四日間で一四一〇万。

　一日平均一〇〇万ちょいか。まぁ確かに当時そんなもんだったか』

　その発表に、オレ達は絶句した。

　一日平均一〇〇万ちょい!?

　なんてえぐいアベレージだ……！　現代なら間違いなく【Ｓ】確実……！

『そして。お前らのほうの売上げだ』

　そして、運命のジャッジが下る。

『お前らのデモン・イレブン。前半の一日の売上げ平均は数千円程度。まったく話にならねぇ数字だった』

「うっ……！」

　いきなり告げられた、シビアな話のおさらいに、オレ達はたじろぐ。

　なんだよ……何がいいたいんだよ、ＡＭ。

『けど、後半戦……特にラスト三日だな。この三日だけでいえば、二〇〇万以上いってる大入りの日もあった』

「に、にひゃく……！」

　瞬しゆん間かん最大風速とはいえ、オレ達にとってはありえないことだった。それくらい、オレ達は出し切ったのだ。

『その結果。合計はこうなった』

　そして、いよいよ、ＡＭは告げる。

『お前らのデモン・イレブン。

　一日平均一〇五万。

　一四日間で──一四七〇万』

「え」

「一四七〇万？」

「てことは……」

　息を吞のむオレ達に、

『やるじゃねぇか』

　ＡＭは、いうのだった。

『あくまでこの一四日間の話だ。しかも異世界で対決って変則的な状じよう況きよう。

　けど結果は結果だ。

　この一四日間。お前らの店の売上げは。

　五年前の俺達のデモン・イレブンの売上げを僅わずかに差し切った。

　最終試練、お前らは、俺達のデモン・イレブンに売上げ勝負で勝った』

「う……

　うそぉぉぉお!?」

　思わず叫さけぶ。勝った!?　オレ達──限られた条件下でだけど──〝先せん輩ぱい〟に。売上げ勝負で勝った!?

『そして』

　さらにＡＭは続ける。

『昨日の０時で、お前らの先月の売上げも確定した。お前らの先月の売上げは。ラストの追い上げもあって──【Ｓ】』

「え……【Ｓ】!?」

　まさかの望外報告にオレ達は顔を見合わせた。

　てか、すっかり忘れてた！

　そうだ、売上げ対決の売上げは、そのまま店の売上げなんだから……オレ達の先月のランクも確定したんだ。

『そして』

　さらにさらにＡＭは続ける。

『忘れてねぇだろうな？　俺との約束。

　お前らが最終試練に勝った場合。そのランクは、もう一個あがる』

「あ……！」

　誰だれかが声をあげる。これも……そうだ……完全に忘れてた！

　そうだよ……そういえば、ＡＭから、そんな申し出受けてたんじゃん！

『これにより、お前らのランクはもう一個上がる。

　てなわけで、今回は、本来は存在しない──【ＳＳ】。

　たぶん日本初の【ＳＳ】で、お前らは、先月フィニッシュだ』

「【ＳＳ】!?」

　なんかカッコいい!?

　そ、そうか。オレ達、勝負に夢中で気づいてなかったけど。いつのまにか、ＡＭの勝利特典の補助に頼たよらなくても【Ｓ】出せてたのか……！

　あれ？

　ということは？

　みんなが、ふと、あることに気づく。するとその瞬間。

　ＡＭが、ニヤリとしているのがわかる口調で、いうのだった。

『存続決定だ』

　ＡＭはいった。

『お前らは、その功績をもってして、オレのエリア全体の評価をＢどころかＡに引きあげた。

　俺の受け持ちエリアの店は、全店存続が決定。

　もちろんお前らの店も例外じゃない。

　お前らの店の取り壊しは、さっき、正式に撤てつ回かいが決定。

　その店は、今後も、デモン・イレブンの稼かせぎがしらとして、続けてもらう。何か文句あるか？』

「あるわけ……ないじゃないですか！」

　その宣言を聞いた瞬間だった。

「や……やったぁぁぁ！」

　さっき以上の歓かん喜きが爆ばく発はつし、オレ達は全員でハイタッチした！

　いや、もう、何重の喜びが一気にきたんだよ！

　試練に勝利！

〝先輩〟達に勝利！

　店のランクが【ＳＳ】になり──

　そしてなにより──一番の目標、【店の存続】が決定した！

　オレや店長代理はもちろん。

　九条や勇気、そして白雪までも、弾はじけんばかりの笑顔でハイタッチしている。

　やった。やったぞ。オレ達、デモン・イレブンを守ったんだ。

『つっても、これからが大変だぜ』

　そんなオレ達に、ＡＭがいう。

『そうそう。お前らは追われる立場になったんだからな』

　そして、電話の向こうで〝先輩〟もいった。

『私らは経験あるからよくわかる。【Ｄ】ランクから【Ｓ】に上がるより、【ＳＳ】維い持じするほうが……遥はるかに難しいぞ。本部からの評価のハードルも半はん端ぱなく上がるからな』

「う……！」

　オレは一いつ瞬しゆんたじろぐが……

「いや……でも、大だい丈じよう夫ぶです」

　オレはいった。確かに【ＳＳ】をキープするのは難しいかもしれないけど。

　今までだって、どんなピンチもこのメンバーとこの店で乗り越こえてきたんだ。

　何かあってもきっと、また乗り越えられるよな……!?




　こうしてオレ達の〝最終試練編〟は終わり、オレ達の戦いも一区切りを迎えた。

　けれどご存じの通り、コンビニには休みも区切りも本来ないのである。

　次なる戦いは、冗じよう談だんじゃないほどすぐ、オレ達のもとへ舞まい込んできた──！
















　　　閉店エピローグ







〝平原〟。〝先輩〟達のデモン・イレブンは、あの〝最終試練〟の後消しよう滅めつし──

　ウチの店に、平へい穏おんが戻もどった。

「よう、透とおる！　バームクーヘン買いに来たぜ！」

「何をいっている!?　今日は贅ぜい沢たくデモンチーズケーキ買う約束だっただろう!?」

　勇者と魔ま王おうがいつも通り来店し。

「くっ……このアフタヌーンという雑誌の重さは一体!?　ワシの腕うでがもげそうじゃ……」

「また鍛きたえなおすしかないわね……一から」

　雑誌コーナー前で立ち読みしながら、【魔道士】ルシファーと【僧そう侶りよ】ルミナリエがよくわからない決意を固め。

「あいつら鍛えるっていってるよ……どうする!?」

「魔王様と勇者をうまくいかせるのと、あいつらに遅おくれをとるのはまた別の話だぞ」

「仕方ありません。私の権限で第二形態の限定を解除します。その上で……どちらが長時間立ち読みできるか。本当の意味で決着をつけましょう」

　そんな勇者一行をこっそり棚たなの陰かげから見守りながら、魔王直属【四天王】、〝雷らい帝てい〟レッセに、〝不ふ倫りん疑ぎ惑わく武人〟ベリアル、何故かまた〝モノクルが割れてる〟ギルガイン、そして唯ゆい一いつの〝紅一点〟、絶対喋らない女ロイズがこれまた決意を固め。

「父ちゃん、この電子マネーのカードに三十万Ｇチャージしてくれない？　なんか最近いちいちチャージするのめんどうで」

「仕方ないのう……まぁグレンがそういうのならぁ……」

　グレン＆王の冥めい界かいコンビが相変わらず狂くるった親バカ振ぶりを見せ付け。

「反はん馬ま殿どの。この度私、聖法騎士団ホワイトリツターを抜ぬけて出版社を立ち上げることにしました。主に成人向けの。そこで反馬殿、真ま壁かべ殿どのからうちの社員に、エロ本の良いところを一人二時間ほど熱くレクチャーして欲しいのですが」

　元・聖法騎士団ホワイトリツター副団長、ヴァリア・ノルンが対応に困るオファーを仕し掛かけてきて。

「白しら雪ゆきさん、今日の夜空いてます？　万引きしにいっていいですか？」

　新生ピンクスパイダー頭領、フジコが、気楽に万引きの打だ診しんをしてきてる。

「あーあ……」

　それを見て、オレ達は苦笑するより他なかった。

「これ、なんか、【ＳＳ】キープ無理そうだな……」

「そーね」

　隣となりで嘆たん息そく交じりに苦笑しているのは九条。

「にゃははっ。〝場〟として活用されすぎてるだけで。売上げ【Ｄ】ランクくらいしか稼げてねーぜー」

　心底楽しそうにいう勇気。

「ま、いいんじゃないですか」

　スマホいじりながら適当にいうのは白雪。

「さしあたり。私達には珍めずらしく、特に大きなミッション抱かかえてないんだし」

　そんな白雪の言葉に、オレ達は顔を見合わせる。

　そうなんだよな。

　たぶん、オレ達は。今、この世界に来て以降、一番凪なぎの時間を過ごしている。

〝都合六回転移させられて、六回目の転移で、最初に転移した場所に戻って、そこでその時置かれてた最終試練を乗り越えたら、元の世界に帰った〟

　すっかり抜け落ちていたけど……。

　あの、最終試練の後、オレ達に、その〝先せん輩ぱい〟の分ぶん析せきの最後の部分。

〝元の世界に帰った〟。

　その、〝先輩〟達と同じ経けい緯いを踏ふむ機会が、あの後、与あたえられていた。

　あの後──店に、この試練の一番の黒幕となる存在が来た。

　それは、〝先輩〟も知らなかったらしいが……オレ達は知っている存在だった。

　神鳥。通つう称しよう──ニワトリ。

　七部族騒そう動どうの時、最後に鍵かぎを握にぎったあのトリが、この〝試練〟の責任者、らしかった。

　そして、神鳥はいってくれた。

　元の世界に帰るか？　と。

　神鳥曰いわく──最終試練を突とつ破ぱしたなら、いつでも、元の世界に店ごと送り返してもらう権利が発生するらしい。

　けど、その提案を受けて──オレ達五人の反応は、軒のき並なみ、同じものだった。

「うーん」

「まぁ……ねぇ？」

「にゃはは。そだなー」

「うーん塔子は……」

「俺はどっちでもいいぜ？」

　全員……意見をグダグダと先延ばしする、という結論。

　いや、なんなんだろ……。

　酷ひどい目にあってばっかりだし。そろそろ日本にも帰りたいんだけど。

　なんでだろ。なんでか……いまだに……決心がつかず。

　神鳥を煙けむにまいて、この世界にいるんだよな。

　まぁ、日本の学校やら親は、〝先輩〟と〝ＡＭエリアマネージヤー〟が〝完かん璧ぺき〟な方法でなんとかしてくれてるっていうし（方法は知らないけど）。

　もうちょいこの世界でゆっくりしていきたいとか無意識に思ってんのかな。

　まぁそんなわけで。オレ達は、毎度お馴な染じみの災難を背負うこともなく。

〝草原〟で、活気はあるけどゆったりとした時間を過ごしていたのである。

　その、瞬間までは。




「オイ！　お前ら！」

　その時、事務所から、店長代理が飛び出してきた。

「やべぇぞ……！」

　焦あせってる……んだけど、笑みをこらえきれない、みたいな、不思議な表情で店長代理。

「今ＡＭから電話あってよ……！　デモン・イレブン、日本で、買収されそうなんだと」

「「「「はぁ!?」」」」

　全員度ど肝ぎもを抜かれた。買収ぅぅぅ!?

「大手コンビニ、エンジェル・セブンによ。今、日本のネットじゃ悪あく魔まと天使の合体でなんか地球やべぇんじゃねぇかって……」

「いやそんなＢ級都市伝説より、ウチの店はどうなんのよ!?」

　呆ぼう然ぜんと九条。

「せっかく守ったのに……また潰つぶれる危機だっていうの!?」

「そこなんだがな」

　店長代理が、なんかもったいぶった口調でいった。

「ＡＭ曰く。エンジェルのボスから、条件が出たらしいぜ。

　次半年間の、デモン・イレブンチェーンの売上げ合計が、エンジェル・セブンを上回れば、デモンイレブンチェーンは存続。吸収合がつ併ぺいって形じゃなく、共存って形になる。

　けど、それ達成できなかった場合、デモンは全部解体。スタッフも全員解かい雇こで、エンジェル主導でやっていくんだと。

　で、それを受けて、本部からＡＭに指令がいった。

　デモン・イレブン異世界店。半年以内に、俺ら一店でエンジェル・セブン全店てん舗ぽを上回る売上げを上げろってな」

「「「「は……はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」」」」

　店内にこだまする絶ぜつ叫きよう！　わからないわからない意味がわからない！

「なによそれ！」

「まぁ、デモンとエンジェルじゃ規模が違ちがうからな。他の店がいくらがんばったって焼け石に水。勝つにはウチだけが唯一の希望なんだってよ」

「一店舗に全チェーンの命運託たくすってどんな会社よデモン・イレブン！」

「何じゃそりゃ……!?」

　絶句するオレ達。

「あーあ……」

　そして立ち込める、辛しん気き臭くさいムード。

「せっかく凪かと思ったのに……また〝試練〟の始まりか……」

「どんだけ常に〝試練〟降りかかってくんのよこの店!?　しかも降りかかる試練、いちいち前回よりスケールアップしてくるし！」

「にゃは。こりゃあ過去最大級に大変そだなー」

「なんか、もう、考えただけでくたびれてきますね……」

　口々に愚ぐ痴ちをいうオレ達。

　だったが、オレはふと気づく。

（あれ？）

　それは、みんなの表情。

（なんか、みんな……文句いいつつ、嬉うれしそう？）

　店長代理をはじめ。九条も、勇気も白雪も、何故か──文句いいつつ、若干嬉しそうな気配もある。

（あれ……？）

　そして、気付く。

（オレも……!?）

　窓ガラスに映った自分の顔で気付いた。

　オレの口角も──ニッと上がっている。

（そっか……）

　そこで、オレは、理解する。神鳥に、返事を保留してる理由。

　なんてことはない。

　なんだかんだ、オレ達、この世界で〝トラブル〟に出くわすの好きなんだ。

　最終試練終わったけど、なんとなく、まだ物足りない。もうちょい、みんなで、なんかやりたい。

　だから、返事、保留して。

　だから、こんな無理難題ふっかけられたのに──みんな、ちょっと嬉しそうなのだ。

「何笑ってんのよ反馬!?」

　そんなオレを九条がはたいてくる。少し嬉しそうに。

「事態わかってんの!?　とてつもなくピンチなのよ!?」

「わかってるって……。んじゃ、なんかみんなで作戦考えるか！　お客さんも巻き込んで」




　午後一時過ぎ。

　普ふ通つうの高校生は、今、何をしているだろう。

　授業を受けている。

　机で寝ねてる。

　隣の席の奴やつと喋しやべってる。

　どれもきっと、何気ないけどかけがえのないワンシーン。

　けどオレ達も、それに負けないくらい、かけがえのない瞬しゆん間かんを過ごしてる。

　オレは今、働いている。




　ここは異世界コンビニデモン・イレブン。

　オレはアルバイトだ。いつかはオレもここを卒業するのかもしれない。

　だけどここで過ごした時間のことはきっと一生忘れない。

　そんな何気ないけどかけがえのない時間を。

　オレは今日も。オレ達は今日も。

　デモン・イレブンで働いて、つむいでいく──




「いらっしゃいませ！　ようこそデモン・イレブンへ！」




　今日も元気に、オレ達のアルバイトが幕を開けた！








【ＥＮＤ】　









　　　あとがき







　いつもありがとうございます、大楽絢太です。

　というわけで、デモン・イレブン三巻でございます。

　本編読んだ方はお分かりかと思いますが、『デモン・イレブン』シリーズは、この巻をもってひとまず一段落となります。

　寂さびしい！

　けど、書きたいことは書けたし、楽しい幕切れに出来たので、満足もしています。

　こんな作品が書けて、昔コンビニでバイトしてて、ほんま良かった……！




　さて、今シリーズ、異世界×コンビニ×連作短編×ギャグという、けっこうトリッキーなシリーズでしたがみなさんいかがだったでしょうか。

　一巻刊行前、二年半も本が出せず苦しんでる時に、何故か……何故かこれだけは書けたのが、この『デモン・イレブン』シリーズでした。

　著者的には、小説書く楽しさを思い出せたり、これからも小説書いていくぞ、と思わせてくれた、中々孝こう行こう息子むすこな作品やったと思います。

　みなさんにとっても、可愛かったり、本ほん棚だなに入っててたまに読み返される、ちょっと気に入った作品になってくれたらこれに勝る喜びはありません。




　さぁ……今回は二ｐしかあとがきがないので、謝辞！

　編集Ｒ様。今シリーズも多大なご苦労おかけしました……次回作こそはスマートにやります……！　今作はまじでＲさんの力フルに借りた……！

　今こん野のさん。やっぱ今野さんと作る本は楽しい。特にこの三巻はイラストと本文連動で色々仕し掛かけがつくれた、いい本になったと思います。今回でタッグ二回目ですが、二度あることは三度ありますよね……!?　その日を楽しみにしていますよ。

　そして読者様。この変テコなシリーズをここまで見守っていただいて、本当にありがとうございました……！　次回作は、長編を、年内くらいには……と意気込んでいます。形になった時、またどうぞ気にかけてもらえれば幸いです。

　ではまた絶対お会いしましょう。どうかお元気で。ありがとうございました！


大だい楽らく絢けん太た



















大楽絢太

●だいらくけんた



このシリーズ始めてから、コンビニに行く回数が飛躍的に増えました。

昼ごはん何もない時→コンビニへ。

執筆中、ちょっと甘いもん食べたい時→コンビニへ。

家のトイレ壊れた時→コンビニへ。

コンビニネタ探しに→コンビニへ。

異世界人が取り合うパスタの具体的な名前知りたい時→コンビニへ。

店の中から外を見た時どういう画か知りたい時→コンビニへ。

成人向け雑誌のタイトルを知りたい時→コンビニへ。

駄菓子の値段調べなアカン時→コンビニへ。

おでんの味の描写の為おでんが必要→コンビニへ。

……ほんま常人の五倍、下手したら一時間置きくらいで行ってたんで、店員さんも若干〝何コイツ……？〟って感じでした……。

そんな苦労もありつつ書いた三巻、どうぞよろしくお願いします！


















口絵・本文イラスト／今野隼史

カバーデザイン／名和田耕平デザイン事務所










ここは異い世せ界かいコンビニ　デモン・イレブン３




お客きやく様さま、当とう店てんは伝でん説せつのコンビニを目め指ざすことになりました！








大だい楽らく絢けん太た





[image: ]





平成28年6月20日　発行





(C)Kenta Dairaku, Takashi Konno 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ここは異世界コンビニ　デモン・イレブン３　お客様、当店は伝説のコンビニを目指すことになりました！』

平成28年6月25日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間 9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/u30efu309b-m-v.png





item/image/t001.jpg
oepow ELaven






item/image/t003.jpg
sy
By
AN






item/image/t002.jpg





item/image/cover.jpg
HERE Is

A CONVENIENCE SHORE

| "DAEM®N-ELEVEN"

IN A DIFFEREN+ WORLD
\






item/image/p039.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p193.jpg





item/image/p280-p281.jpg





item/image/p145.jpg
\

AN M /I:A
NS // /1






item/image/p265.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p301.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		開店（プロローグ）



		シフトⅠ　ここは洋上コンビニ デモン・イレブン



		シフトⅡ　ここは世界樹コンビニ デモン・イレブン



		シフトⅢ　ここは戦場コンビニ デモン・イレブン



		シフトⅣ　ここは魔王城コンビニ デモン・イレブン



		シフトⅤ　ここは異世界コンビニ デモン・イレブン



		閉店（エピローグ）



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg





item/image/p334.jpg
-, oY
’“«EM!@ B2d45
%Ezo'cuivmﬁ






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p321.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/t005.jpg
e
P R

T

(x“'ij/yr
: i






item/image/t004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
P
HErAM42
20/, —&D
BHEAT
 TLPAFNVERE,

‘ 167,
BHYRTTES

3A % Eﬁ&

RE &
168 EBAT

BhHRD
SAPY—F—,






item/image/kuchie-003.jpg
| NS IKEN"
R HEHEOVES






item/image/p129.jpg





